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第 1 章  序 章  

 

 

第 1 ― 1 節  研 究 の 背 景 と 問 題 意 識  

産 業 革 命 以 降 の 人 間 活 動 の 拡 大 に よ り 、 環 境 へ の 影 響 が 増 大 し 、 環 境 悪 化 が 顕 在 化 し て

き た 。 環 境 を 悪 化 さ せ る 人 間 の 活 動 が 比 較 的 小 規 模 な 場 合 に は 、 影 響 は 地 域 的 な も の が 中

心 で あ り 、 地 域 に お け る 対 策 に よ り 解 決 が 図 ら れ た 。 そ し て 、 地 域 的 に 直 接 に 人 間 の 健 康

や 生 活 環 境 へ 影 響 を 引 き 起 こ す 環 境 負 荷 が 、 主 と し て 注 目 さ れ て い た 。 初 期 の 環 境 対 策 は 、

こ の よ う な 問 題 意 識 に 沿 っ て 策 定 さ れ て き た 1 。 現 在 、 地 球 的 規 模 で の 環 境 に お け る 国 際

的 問 題 の 一 つ は 、 世 界 の 工 業 生 産 基 地 化 す る 中 国 を は じ め と す る B R I C S や 他 の ア ジ ア と

ラ テ ン ア メ リ カ 諸 国 の 環 境 問 題 や そ の 対 策 の 動 向 に あ る 2 。 近 年 で は 、 こ れ ら の 国 々 の 産

業 が 発 展 し 、 経 済 が 低 成 長 か ら 高 度 成 長 へ と 移 り 変 わ る と と も に 、 急 速 な 所 得 の 拡 大 に と

も な い 消 費 も 拡 大 し て お り 、 大 気 や 水 質 が 著 し く 汚 染 さ れ て い る 。  

ま た 、 グ ロ ー バ ル 企 業 の 資 本 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 海 外 展 開 に と も な い 、 先 進 国 の 製 造 企

業 は 、 生 産 コ ス ト の 低 い 地 域 、 あ る い は 市 場 規 模 の 大 き い 地 域 を 求 め て 、 海 外 に 拠 点 を 拡

大 し て き た 。 同 時 に 、 成 長 著 し い 中 国 を は じ め B R I C S 市 場 の 活 力 を 取 り 込 む べ く 、 各 国

企 業 は こ ぞ っ て 市 場 開 拓 に 取 り 組 ん で お り 、 極 め て 競 争 的 な 市 場 が 形 成 さ れ て い る 。 米 国

や 日 本 の 企 業 も 例 外 で は な く 、 中 国 を は じ め B R I C S や 他 の 発 展 途 上 国 に 進 出 し つ つ あ る 。

そ の た め 、 こ れ ら の 国 々 は 「 世 界 の 工 場 」 と 称 さ れ 、 先 進 国 へ の 製 品 供 給 拠 点 と し て 位 置

付 け ら れ て き た 。 特 に 、 世 界 の 貿 易 額 に 対 す る こ れ ら の 国 々 の シ ェ ア は 年 々 上 昇 を 続 け て

お り 、 そ こ で 製 造 し た 部 品 や 完 成 品 を 、 そ の 主 な 最 終 消 費 先 と し て の 欧 米 に 輸 出 す る と い

う 生 産 ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ た 3 。 以 下 の 図 １ ― １ と 図 １ ― ２ に は 、 ア ジ ア と ラ テ ン ア

 

1  修 （ 1 9 9 6 ）。  

2  B R I C s （ ブ リ ッ ク ス 、 英 語  B r a z i l ,  R u s s i a ,  I n d i a ,  C h i n a  か ら ） は 、 2 0 0 0 年 代 以 降 に 著 し い 経 済

発 展 を 遂 げ た 4 か 国 （ ブ ラ ジ ル 、 ロ シ ア 、 イ ン ド 、 中 国 ） の 総 称 で 、 投 資 銀 行 ゴ ー ル ド マ ン ・ サ ッ

ク ス の 経 済 学 者 で あ る ジ ム ・ オ ニ ー ル に よ っ て 書 か れ た 2 0 0 1 年 1 1 月 3 0 日 の 投 資 家 向 け レ ポ ー ト

『 B u i l d i n g  B e t t e r  G l o b a l  E c o n o m i c  B R I C s 』 で 初 め て 用 い ら れ た 。  

3  国 連 公 表 デ ー タ に よ る と 、 中 国 貿 易 の 輸 出 額 は 2 0 0 0 年 に  2 4 9 2  億 ド ル だ っ た も の が 、 2 0 1 7 年 に  

2 2 6 3 3 . 5  億 ド ル と な り 、  国 別 輸 出 額 で は 第 １ 位 と な っ た 。 2 0 2 2 年 で は 2 5 9 0 2 . 2 億 ド ル と な り 、

2 0 0 0 年 で の 約 1 0 倍 に 拡 大 し た 。 ま た 、 ブ ラ ジ ル 貿 易 の 輸 出 額 は 2 0 0 4 年 か ら ま す ま す 増 加 し て い

る こ と が わ か る 。 U N C TA D  d a t a b a s e .  Av a i l a b l e  a t :  h t t p s : / / u n c t a d . o r g / を 参 照 さ れ た い 。 具 体 的

に は 、 O h a r a  e t  a l .  ( 2 0 0 7 ) を 参 照 さ れ た い 。  

https://unctad.org/
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メ リ カ の 主 要 発 展 途 上 国 の 貿 易 輸 出 額 の 推 移 が 示 さ れ て い る 。 こ れ を み る と 、 こ の 2 0 年

間 ア ジ ア と ラ テ ン ア メ リ カ の 主 要 発 展 途 上 国 の 貿 易 輸 出 額 が 増 加 し 、 特 に 中 国 を は じ め 、

ア ジ ア 主 要 発 展 途 上 国 の 貿 易 輸 出 額 が 急 激 に 増 加 し て き た こ と が わ か る 。  

一 方 、 経 済 グ ロ ー バ ル 化 が も た ら し た 激 し い 国 際 競 争 の 中 で 、 特 に 、 工 場 や 自 動 車 交 通

が 集 中 し て い る 主 要 都 市 の 大 気 汚 染 を み る と 、 高 濃 度 S O 2 や 、 浮 遊 粒 子 状 物 質 （ S P M ）

が 観 測 さ れ て い て 、 鉛 汚 染 や 酸 性 雨 の 被 害 や 越 境 汚 染 な ど も 顕 在 化 し て い る 。 ま た 、 河 川

や 湖 沼 水 の 化 学 物 質 汚 染 や 富 栄 養 化 が 進 行 し て い る と と も に 、 廃 棄 物 、 水 不 足 や 、 熱 帯 雨

林 破 壊 も 大 き な 問 題 と な っ て い る 。 他 方 、 先 進 諸 国 に お い て は 、 こ れ ら の 産 業 公 害 は 沈 静

化 し て お り 、 産 業 公 害 の 問 題 は 成 長 し て き た 中 国 を は じ め B R I C S や 他 の ア ジ ア と ラ テ ン

ア メ リ カ 諸 国 の 課 題 へ と 変 化 し て い る 。 同 じ く 下 の 図 １ ― １ と 図 １ － ２ に は 、 ア ジ ア と ラ

テ ン ア メ リ カ の 主 要 発 展 途 上 国 の 汚 染 物 質 ( C O 2 , N O x ) 排 出 量 の 推 移 が 示 さ れ て い る 。 図

か ら み る と 、 こ の 2 0 年 間 中 国 、 イ ン ド や コ ロ ン ビ ア な ど の 発 展 途 上 国 が か な り の 汚 染 物

質 を 排 出 し て い る こ と も わ か る 。  

 

図 1 ― １  ア ジ ア 主 要 発 展 途 上 国 の 輸 出 額 と C O 2 、 N O x の 排 出 量 の 推 移  
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図 １ － ２  ラ テ ン ア メ リ カ 主 要 発 展 途 上 国 の 輸 出 額 と C O 2 、 N O x の 排 出 量 の 推 移  

 

出 所 ） U N C TA D 公 表 デ ー タ に 基 づ き 、 筆 者 作 成 4  

注 ） 輸 出 額 は 左 目 盛 で 、 C O 2 と N O x の 排 出 量 に つ い て は 右 目 盛 で あ る 。 な お 、 C O 2 の

排 出 量 の 単 位 は 百 万 ト ン と し 、 N O x の 排 出 量 は C O 2 換 算 で 千 ト ン と し て い る 。  

 

さ ら に 近 年 、 産 業 公 害 の 越 境 汚 染 に 加 え て 、 地 球 温 暖 化 に と も な う 異 常 気 象 を は じ め 、

地 球 規 模 の 災 害 が 日 々 先 進 国 、 途 上 国 の 区 別 な く 、 国 境 を 越 え て 大 き な 被 害 を も た ら し て

い る 5 。 2 0 1 6 年 に 発 効 し た パ リ 協 定 は 、「 今 世 紀 後 半 に 温 室 効 果 ガ ス の 人 為 的 な 排 出 と 吸

収 の バ ラ ン ス を 達 成 」 す る こ と を 目 標 と し て 掲 げ 、 先 進 諸 国 ば か り で は な く 、 発 展 途 上 国

に 対 し て も 一 定 の 削 減 努 力 を 求 め て い る 。 図 １ － ３ に は 、 B R I C s の C O 2 の 排 出 量 と N O x

の 排 出 量 が 世 界 全 体 に 占 め る シ ェ ア が 示 さ れ て い る 。 こ れ を み る と 、 2 0 0 0 年 以 降 、

 
4  U N C T A D 公 表 デ ー タ に 基 づ き 、 図 1 ― 1 は 中 国 、 イ ン ド 、 タ イ と マ レ ー シ ア の ４ か 国 の デ ー タ を 収

集 し 、 作 成 し た も の で 、 図 1 ― 2 は ブ ラ ジ ル 、 チ リ 、 コ ロ ン ビ ア と ア ル ゼ ン チ ン の ４ か 国 の デ ー タ を

収 集 し 作 成 し た も の で あ る 。 た だ し 、 2 0 2 0 年 の デ ー タ が 入 手 困 難 な た め 、 2 0 1 8 年 の デ ー タ を 使 用

し て い る 。 Av a i l a b l e  a t :  h t t p s : / / u n c t a d . o r g / （ 2 0 2 1 年 9 月 3 0 日 閲 覧 ）  

5  下 村 （ 2 0 0 2 ） は 、 環 境 汚 染 が 越 境 性 と い う 特 徴 を 持 つ こ と に 着 目 し 、 中 国 の 環 境 の 現 状 お よ び 環 境

政 策 の 理 論 的 意 義 を 研 究 し た 。 特 に 、 国 際 的 な ら び に 時 間 的 相 互 依 存 関 係 と い う 二 つ の 相 互 依 存 性

が 複 雑 に 絡 み 合 う 越 境 的 環 境 汚 染 問 題 を 分 析 た め に は 、 動 学 ゲ ー ム が 有 効 な 分 析 手 段 で あ る と い う

認 識 を 示 し た 。 そ し て 、 2 国 が 対 称 的 で ゲ  ー ム 期 間 が 3 期 の モ デ ル を 構 築 し て 分 析 を 行 っ た 。  



7 

 

B R I C s の C O 2 の 排 出 量 と N O x の 排 出 量 が 世 界 全 体 に 占 め る シ ェ ア が 徐 々 に 増 加 し て い

る こ と が わ か る 。 特 に 、 急 速 な 工 業 発 展 に と も な う 海 外 資 本 の 中 国 国 内 へ の 生 産 移 転 や 地

場 企 業 の 急 速 成 長 に よ り 、 工 業 生 産 が 増 加 し た こ と で C O 2 な ど の 温 室 ガ ス の 排 出 量 が 大

幅 に 増 加 し て い る 。 2 0 0 7 年 に は 世 界 最 大 の C O 2 排 出 国 に な っ た と さ れ 、 そ の 後 、 ま す ま

す 増 加 し て き た 6 。 こ の た め 、 先 進 国 で あ ろ う と 途 上 国 で あ ろ う と 関 係 な く 、 温 室 効 果 ガ

ス の 排 出 や 産 業 公 害 の 越 境 汚 染 を 続 け る 姿 勢 に 対 し て 、 国 際 社 会 か ら 注 目 さ れ る よ う に な

っ て き た 。 例 え ば 、 図 １ － ４ の 2 0 1 8 年 の 世 界 の 二 酸 化 炭 素 の 排 出 量 の 割 合 を み る と 、 発

展 途 上 国 の 中 国 と イ ン ド が 、 そ れ ぞ れ 第 一 位 と 第 三 位 で あ っ た 。 こ の よ う に 、 先 進 国 だ け

で な く 、 イ ン フ ラ や 対 処 能 力 （ 資 金 、 技 術 、 人 な ど ） が 先 進 国 と 比 較 し て 脆 弱 な 途 上 国 に

お い て も 、 温 暖 化 に よ る 災 害 へ の 対 応 は 差 し 迫 っ た 課 題 と な っ て い る 。  

 

図 １ － ３  B R I C s の C O 2 の 排 出 量 と N O x の 排 出 量 が 世 界 全 体 に 占 め る シ ェ ア  

 

出 所 ） Wo r l d  B a n k  O p e n  D a t a に 基 づ き 、 筆 者 作 成 7  

注 ） C O 2 の 排 出 量 が 世 界 全 体 に 占 め る シ ェ ア は 左 目 盛 で 、 N O x の 排 出 量 が 世 界 全 体 に

占 め る シ ェ ア に つ い て は 右 目 盛 で あ る 。  

 

 

6  国 際 エ ネ ル ギ ー 機 関 （ I E A ） な ど が 公 表 し た 資 料 よ り 。 h t t p s : / / w w w. i e a . o r g / （ 2 0 2 0 年 ６ 月 2 7 日

閲 覧 ）  

7  Av a i l a b l e  a t :  h t t p s : h t t p s : / / d a t a . w o r l d b a n k . o r g / （ 2 0 2 1 年 ６ 月 1 5 日 閲 覧 ）。 た だ し 、 2 0 2 0 年 の

デ ー タ が 入 手 困 難 な た め 、 2 0 1 9 年 の デ ー タ を 使 用 し て い る 。  
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図 １ － ４  世 界 の 二 酸 化 炭 素 の 排 出 量 の 割 合 （ 2 0 1 8 ）   

 

出 所 ） Wo r l d  B a n k  O p e n  D a t a に 基 づ き 、 筆 者 作 成 8  

 

そ し て 、 こ れ ら の 問 題 は 、 特 に 、 中 国 で は 環 境 関 連 技 術 や ノ ウ ハ ウ の 普 及 が 遅 れ 、 環 境

汚 染 は 一 朝 一 夕 に は 解 決 で き な い な ど の 指 摘 も あ り 、 経 済 成 長 に と も な う 産 業 公 害 を 含 む

外 部 不 経 済 効 果 が 大 き な 問 題 と な っ て い る 9 。 こ の よ う に 、 経 済 の 国 際 化 に と も な う 景 気

変 動 、 金 融 投 機 、 失 業 な ど の 問 題 と 同 様 に 、 一 国 の 政 府 で は だ け 解 決 で き な い も の と な り 、

世 界 的 な 調 整 機 能 が 不 可 欠 で あ る 。  

ま た 、 中 国 に お い て は 、 公 的 企 業 の 近 代 化 ・ 効 率 化 の 政 策 が と ら れ 、 環 境 対 策 に お い て

も 新 た な 環 境 技 術 の 選 択 に よ り 、 私 的 企 業 を リ ー ド す る と い う 新 し い 政 策 的 役 割 を 与 え ら

れ て い る 1 0 。 そ し て 、 鉄 道 、 電 信 、 都 市 ガ ス 、 電 気 、 鉄 鋼 な ど を は じ め 、 様 々 な 分 野 で 公

 

8  同 上 。  

9  李 （ 1 9 9 9 ） と 馬 奈 木 （ 2 0 1 3 ） は 、 途 上 国 ・ 新 興 国 は 環 境 対 策 を す る ほ ど に 生 産 性 が 減 少 す る と い

う 、 経 済 的 に 損 失 を と も な う ト レ ー ド オ フ が あ る と 述 べ 、 そ の た め 経 済 の み を 優 先 的 に 考 え て 環 境

問 題 を 考 慮 し な い 背 景 に は 複 雑 な 問 題 が あ る こ と を 示 唆 し た 。 そ し て 、 国 土 面 積 が 広 い 中 国 に 対 し

て 、 環 境 汚 染 排 出 量 を 緩 和 さ せ る よ う な イ ン セ ン テ ィ ブ を 与 え 、 技 術 進 歩 や 積 極 的 な 汚 染 削 減 へ の

取 り 組 み を 進 め る こ と こ そ が 、 持 続 可 能 な 経 済 発 展 を 達 成 す る た め に 重 要 で あ る と 指 摘 し て い る 。  

1 0  具 体 的 に は 、 孫 根 （ 2 0 1 7 ） を 参 照 さ れ た い 。 ま た 、 丸 川 （ 2 0 1 3 ） は 、「 国 家 の 安 全 に 関 わ る 産 業 、

重 要 な 公 共 財 、 自 然 独 占 産 業 、 支 柱 産 業 と ハ イ テ ク 産 業 の 基 幹 企 業 」 と 、 国 有 企 業 の 役 割 を か な り

広 く 認 め て い る 。 ま た 、 今 井 （ 1 9 9 3 ）、 末 廣 （ 2 0 0 2 ）、 児 玉 ・ 何 （ 2 0 0 8 ） な ど は 、 中 国 国 有 企 業 数

は 減 少 し て は い る も の の 利 潤 総 額 か ら み る と 依 然 と し て 膨 大 な も の と な っ て お り 、 中 国 経 済 の 中 心

的 役 割 を 担 っ て い る と 指 摘 し た 。  
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的 企 業 が 操 業 し て い る 1 1 。 特 に 、 中 国 の 産 業 構 造 の 変 化 が 進 み 急 速 に 高 度 な 経 済 成 長 へ 移

り 変 わ る 原 因 の 一 つ と し て は 、 中 国 の 公 的 企 業 に よ る マ ク ロ コ ン ト ロ ー ル が 有 効 な こ と が

あ げ ら れ る 1 2 。  

さ ら に 、 こ の よ う な 激 し い 国 際 競 争 の 下 で 環 境 汚 染 が 深 刻 に な る と と も に 、 ア メ リ カ と

欧 州 諸 国 が 中 国 や ア ジ ア な ど の 輸 出 企 業 に 対 し て も I S O 1 4 0 0 0 な ど の 国 際 認 証 基 準 の 制

定 ・ 普 及 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 1 3 。 環 境 保 全 や 地 球 温 暖 化 防 止 に 資 す る 生 産 技 術 の 選

択 、 消 費 者 の 利 益 や 社 会 的 責 任 を 重 視 す る 企 業 行 動 が 重 要 と な り 、 C S R （ C o r p o r a t e  

S o c i a l  R e s p o n s i b i l i t y ） 活 動 に 取 り 組 む 企 業 （ 以 後 C S R 企 業 と 呼 ぶ ） が 注 目 を 集 め て い

る 1 4 。 企 業 の 社 会 的 責 任 と い う 観 点 か ら 経 営 戦 略 を 策 定 す る 場 合 、 す べ て の 項 目 に お い て

「 経 済 （ 利 益 の 確 保 ）」 の み な ら ず 、「 社 会 （ 地 域 社 会 、 消 費 者 利 益 、 従 業 員 の 満 足 度 の 確

保 ）」 お よ び 「 環 境 （ 環 境 保 全 ）」 的 視 点 を 取 り 入 れ な け れ ば な ら な い と さ れ て い る 。 一 企

 

1 1  公 的 企 業 は 、 国 家 が 出 資 し て い る 企 業 、 ま た は 政 府 の 管 轄 下 に あ る 企 業 の こ と で あ る 。 中 国 で は 計

画 経 済 の 下 で 基 幹 産 業 を 中 心 に 企 業 の 所 有 形 態 は 全 人 民 所 有 制 と さ れ 、 こ れ ら 企 業 が 中 央 か ら 地 方

レ ベ ル ま で の 政 府 に よ る 管 理 監 督 の 下 で 経 営 を 行 っ て き た 。 国 有 企 業 と も 言 う 。  

1 2  丸 川 （ 2 0 1 3 ）。 ま た 、 フ ォ ー チ ュ ン 誌 の 2 0 2 1 年 版 「 世 界 の 大 企 業 5 0 0 社 」 の 上 位 に 入 っ て い る 中

国 企 業 の デ ー タ を 見 る 限 り 、 中 央 直 轄 企 業 を 中 心 と す る 公 的 企 業 が 中 国 の 国 家 戦 略 を 実 現 す る 部 隊

と し て 、 着 々 と 勢 力 を 拡 大 し て い る よ う に み え る 。 詳 し く は 、 2 0 2 1 年 《财富 》 世 界 5 0 0 强 排 行 榜  

-  财富 中 文 网 h t t p : / / w w w. f o r t u n e c h i n a . c o m / ( 2 0 2 1 年 1 0 月 ３ 日 閲 覧 ) を 参 照 さ れ た い 。  

1 3  I S O 1 4 0 0 0 は 、 国 際 標 準 化 機 構  ( I S O )  が 発 行 し た 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 関 す る 国 際 規 格  ( I S )  

群 の 総 称 で あ る 。 近 年 で は 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 適 用 範 囲 の 拡 大 が 見 ら れ 、 組 織 の 社 会 的

責 任  ( S R :  S o c i a l  R e s p o n s i b i l i t y )  を 評 価 す る 際 の 基 準 に 利 用 さ れ る こ と が あ る 。 ま た 、 組 織 内 外

の 双 方 向 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 促 進 さ れ 、 そ の 情 報 は 重 要 な 企 業 情

報 と し て 位 置 づ け ら れ る 動 向 が あ る 。  

1 4  C S R 企 業 に 関 す る 定 義 を い く つ か を 紹 介 す る 。 K o t l e r  a n d  L e e （ 2 0 0 5 ） に よ る と 、 C S R  と は 、

企 業 が 自 主 的 な 事 業 活 動 や 経 営 資 源 を 通 じ て 、 地 域 社 会 を よ り 良 い も の に す る た め に 深 く 関 与 す る

こ と で あ る 。 松 野 ・ 合 力 （ 2 0 0 6 ） に よ る と 、 企 業 が 持 続 可 能 な 発 展 を 求 め 、 C S R 遂 行 の 観 点 か ら

経 営 戦 略 を 策 定 し 、「 企 業 的 利 益 」 と  「 社 会 的 利 益 」 を 有 機 的 に 統 合 化 す れ ば 、 新 た な ビ ジ ネ ス ・

チ ャ ン ス の 循 環 が 生 ま れ る の で は な い だ ろ う か と 指 摘 し た 。 ま た 、 谷 本 （ 2 0 0 6 ） に よ る と 、 C S R

と は 、 企 業 活 動 の プ ロ セ ス に 社 会 的 公 正 性 や 論 理 性 、 環 境 や 人 権 へ の 配 慮 を 組 み 込 み 、 ス テ ー ク ホ

ル ダ ー に 対 し て ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ を 果 た し て い く こ と で あ る 。 さ ら に 、 水 尾 ・ 清 水 ・ 蟻 生 （ 2 0 0 7 ）

に よ る と 、 C S R と は 、 企 業 と 社 会 の 持 続 可 能 な 発 展 を 促 進 す る こ と を 目 的 と し て 、 不 祥 事 の 発 生 を

未 然 に 防 ぐ と と も に 、 ト リ プ ル ボ ト ム ラ イ ン と 称 さ れ る 経 済 ・ 環 境 ・ 社 会 に 対 し て 積 極 的 に 貢 献 し

て い く た め に 、 マ ル チ ・ ス テ ー ク ホ ル ダ ー の エ ン ゲ ー ジ メ ン ト を 通 じ て 、 と も に 進 め る 制 度 的 義 務

と 主 体 的 取 り 組 み の 責 任 で あ る 。 ボ ー ゲ ル （ 2 0 0 7 ） に よ る と 、 C S R  と は 、 企 業 が 法 律 的 に 順 守 す

べ き 範 囲 を 超 え て 、 職 場 環 境 を 改 善 し て お り 、 社 会 に 恩 恵 を も た ら し て い る 慣 行 で あ る 。 そ し て 、

C S R  の 定 義 と 範 囲 は 、 企 業 を 取 り 巻 く 環 境 の 変 容 と 国 ・ 地 域 の 文 化 の 差 異 に よ っ て 異 な る と 考 え ら

れ る が 、 企 業 活 動 が 利 益 追 求 だ け で は な く 、 社 会 的 利 益 も 考 慮 し な け れ ば な ら な い と い う こ と の 重

要 性 を 指 摘 し て い る 点 で は 共 通 し て い る 。  

http://www.fortunechina.com/(2021年10
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業 の 私 的 利 益 だ け で は な く 、 社 会 全 体 の 公 的 利 益 が 拡 大 す る こ と に な り 、 こ の 拡 大 し た 利

益 の 再 配 分 に よ っ て 、 企 業 と 社 会 の 双 方 に と っ て の 持 続 可 能 な 発 展 が 実 現 し て い く こ と が

期 待 さ れ て い る 1 5 。  

こ の よ う な 問 題 意 識 に 基 づ き 、 公 的 企 業 と C S R 企 業 の 役 割 、 環 境 技 術 の 選 択 お よ び 環

境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 の 視 点 か ら 、 ク ー ル ノ ー 寡 占 に お け る 環 境 政 策 の 有 効 性 に 関 す

る 理 論 的 研 究 と 計 量 経 済 学 的 分 析 を 行 う 1 6 。  

 

第 1 ― 2 節  研 究 の 目 的  

こ れ ま で 見 て き た よ う に 、 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 に と も な う 激 し い 国 際 競 争 の 中 で 、

中 国 を 含 む B R I C S や ア ジ ア と ラ テ ン ア メ リ カ 諸 国 の 工 業 化 が 進 む こ と に と も な う 副 作 用

と し て の 環 境 汚 染 が 深 刻 に な っ て い る 。 同 時 に 、 こ れ ら の 国 々 の 工 業 生 産 が 増 加 し た こ と

で C O 2 な ど の 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 が 大 幅 に 増 加 し て い る 。 と こ ろ が 、 こ れ ら の 国 々 で

は 、 厳 し い 国 際 競 争 の 中 で 、 コ ス ト の 高 い 環 境 に や さ し い 生 産 技 術 や 生 産 方 式 の 採 用 が 進

ん で い な い と み ら れ て い る 。 そ こ で 、 中 国 の 公 的 企 業 や 、 そ の 他 の B R I C S 発 展 途 上 国 の

C S R 企 業 を 促 進 さ せ 、 環 境 技 術 の 選 択 が 進 む こ と に よ り 排 出 削 減 が 進 み 、 環 境 政 策 が 有

効 に な る 。 特 に 、 こ れ ら の 国 々 に お い て 、 環 境 問 題 を 解 決 す る こ と は 、 世 界 の 環 境 問 題 の

解 決 に と っ て 重 要 な 意 味 を 持 つ 。  

こ の よ う な 背 景 の 下 に 、 本 研 究 で は 、 ゲ ー ム 理 論 （ 特 に 典 型 的 な ク ー ル ノ ー ・ モ デ ル ）

を 基 礎 に し て 、 激 し い 企 業 間 の 競 争 と 自 由 参 入 、 公 的 企 業 と C S R 企 業 の 役 割 、 環 境 技 術

の 選 択 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な ど の 観 点 を 取 り 入 れ て 、 環 境 政 策 が 産 業 均 衡

に 与 え る 効 果 と そ の 有 効 性 に 関 す る 理 論 的 研 究 と 計 量 経 済 学 的 分 析 を 行 う 。  

本 研 究 に お い て 特 に 注 目 す る の は 、 以 下 の ３ 点 で あ る 。  

第 １ に 、 中 国 の よ う に 民 間 企 業 と 公 的 企 業 が 混 在 す る と い う 産 業 を 前 提 と し て 、 公 的 企

業 に 高 い 環 境 技 術 の 導 入 を 推 進 す る 政 策 や 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る た め に 、 公 的 企

業 が 環 境 排 出 を と も な わ な い 高 い 生 産 技 術 の 下 で 操 業 し て い る 状 況 を 想 定 し 、 環 境 政 策 の

効 果 や 公 的 企 業 の 生 産 水 準 、 民 間 企 業 の 生 産 量 や 参 入 退 出 な ど を 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、

 

1 5  松 野 ・ 合 力 （ 2 0 0 6 ）。  

1 6  環 境 政 策 が 企 業 行 動 に 与 え る 効 果 に つ い て は 、 生 産 量 の 変 化 、 企 業 数 の 変 化 、 産 業 の 発 展 、 生 産 技

術 の 選 択 お よ び 消 費 者 の 環 境 意 識 に 関 す る 影 響 と 国 際 競 争 な ど が あ る 。 そ し て 、 寡 占 産 業 に お け る

環 境 政 策 の 効 果 は 、 完 全 競 争 的 な 産 業 と は 異 な る も の で あ る 。  



11 

 

C a t o  ( 2 0 0 8 ) の 研 究 を 参 考 し 、 M a t s u m u r a  a n d  K a n d a  ( 2 0 0 5 ) に よ る 、 自 由 参 入 の 混 合 寡

占 市 場 モ デ ル に お い て 公 的 企 業 が 環 境 汚 染 排 出 を と も な わ な い 高 い 生 産 技 術 を 用 い て い る

状 況 を 想 定 し 、 新 た に 私 的 企 業 の 生 産 に と も な う 汚 染 物 質 の 排 出 と そ れ を 防 止 す る た め の

環 境 税 を 導 入 し て 、 公 的 企 業 の 望 ま し い 行 動 を 検 討 す る 。 そ し て 、 企 業 数 が 外 生 的 な 場 合

と 内 生 的 な 場 合 に お い て 、 汚 染 物 質 の 排 出 と 環 境 税 が 産 業 均 衡 に 与 え る 効 果 を 検 討 す る 。  

第 ２ に 、 B R I C S を は じ め 他 の 発 展 途 上 国 に お い て 、 環 境 技 術 の 導 入 を 促 進 す る た め 、

寡 占 的 産 業 に お い て 、 C S R 企 業 の 役 割 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な ど の 観 点 を

取 り 入 れ て 、 環 境 政 策 と 持 続 可 能 な 産 業 発 展 を 検 討 す る 。 具 体 的 に は 、 E r i k s s o n （ 2 0 0 4 ）

な ど の 研 究 を 発 展 さ せ 、 新 た に 複 数 の C S R 企 業 が 存 在 し 、 そ の 企 業 数 が 市 場 の 動 向 や 政

府 の 環 境 政 策 に 応 じ て 内 生 的 に 決 ま る 状 況 に お い て 、 環 境 技 術 の 選 択 や 環 境 政 策 の 有 効 性

を 検 討 す る と と も に 、 環 境 税 に よ る 環 境 政 策 が  C S R 企 業 数 に ど の よ う な 影 響 を も た ら す

の か に つ い て も 検 討 す る 。 さ ら に 、 環 境 意 識 が 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 場 合 の 環 境 政 策 に 関

す る 研 究 に お い て は 、  N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） の モ デ ル の 設 定 を よ り 発 展 さ せ 、 新 た に 複 数

の C S R 企 業 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 同 時 に 存 在 す る 状 況 の 下 で 、 環 境 税 や 環 境 意 識 の

高 い 消 費 者 の 増 加 が 環 境 技 術 の 選 択 や C S R 企 業 数 、 そ し て 環 境 政 策 の 有 効 性 に ど の よ う

な 影 響 を も た ら す の か を 検 討 す る 。  

 第 ３ に 、 Wo r l d  B a n k  O p e n  D a t a を 用 い て 、 C O 2 と N O X の 排 出 を 取 り 上 げ 、 M i l l e r  a n d  

Ve l a  ( 2 0 1 3 )  や  L i n  a n d  L i ( 2 0 1 1 )  な ど の 研 究 を 発 展 さ せ 、 新 た に 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国

を 含 む 国 際 パ ネ ル デ ー タ に 基 づ い て 、 環 境 技 術 選 択 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 を 明 示

的 に 取 り 扱 っ た 上 で 、 計 量 経 済 学 的 な 分 析 を 行 う 。 そ し て 、 環 境 政 策 の 有 効 性 に 関 し て 、

先 進 国 と 発 展 途 上 国 に お け る 結 論 を 対 比 さ せ な が ら 、 検 証 す る 。  

 

第 1 ― 3 節  研 究 の 手 法  

本 論 文 で 用 い た 研 究 手 法 は 以 下 の ３ 点 に ま と め ら れ る 。  

 （ 1 ） 文 献 の 整 理 ・ 研 究  

研 究 に 関 す る 諸 理 論 を シ ス テ マ テ ィ ッ ク ・ リ タ ラ チ ュ ア レ ビ ュ ー に よ り 整 理 し 参 考 文 献

リ ス ト の 作 成 、 先 行 研 究 の サ ー ベ イ 作 業 を 行 い 、 関 連 分 野 の 全 体 像 を 把 握 す る 作 業 を 行 っ

た 。  

（ 2 ） 寡 占 市 場 モ デ ル の 構 築 と 理 論 分 析  

文 献 研 究 に 基 づ き 、 公 的 企 業 と 民 間 企 業 が 混 在 す る 混 合 寡 占 市 場 、 環 境 技 術 の 選 択 、
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C S R 企 業 の 存 在 や 消 費 者 の 環 境 意 識 を 明 示 的 に 取 り 扱 う 理 論 的 な モ デ ル を 構 築 し 、 定 性

的 な 結 論 を 得 た 。 先 行 研 究 か ら 得 ら れ た 理 論 的 ・ 定 性 的 結 論 を 参 考 に 、 上 記 の 新 し い 要 素

を 加 え 、 既 存 モ デ ル を 拡 張 し モ デ ル を 設 定 ・ 構 築 し た 。  

（ 3 ） 計 量 経 済 学 的 な 分 析  

理 論 的 ・ 定 性 的 な 分 析 に よ り 得 ら れ た 様 々 な 結 論 の 現 実 妥 当 性 を 検 証 す る た め 、 計 量 経

済 学 的 な 分 析 を 行 っ た 。 環 境 技 術 が 環 境 政 策 に 与 え る 影 響 、 特 に 先 進 諸 国 に 関 す る 計 量 的

研 究 に 加 え 、 発 展 途 上 国 を 含 め た 分 析 を 行 っ た 。 ま た 、 新 た に 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 行

動 が 環 境 政 策 に 与 え る 影 響 を 計 量 的 に 分 析 し た 。  

 

第 1 ― ４ 節  得 ら れ た 主 要 な 結 論 と そ の 貢 献  

 第 ３ 章 に お い て は 、 C a t o  ( 2 0 0 8 ) の 研 究 を 発 展 さ せ 、 M a t s u m u r a  a n d  K a n d a  ( 2 0 0 5 ) に

よ る 自 由 参 入 の 混 合 寡 占 市 場 モ デ ル に お い て 公 的 企 業 が 環 境 汚 染 排 出 を と も な わ な い 高 い

生 産 技 術 を 用 い て い る 状 況 を 想 定 し 、 私 的 企 業 の 生 産 に と も な う 汚 染 物 質 の 排 出 と そ れ を

防 止 す る た め の 環 境 税 を 導 入 し て 、 公 的 企 業 の 望 ま し い 行 動 を 検 討 し た 。 そ し て 、 企 業 数

が 外 生 変 数 と 内 生 変 数 と い う ２ つ の 場 合 に お い て 、 汚 染 物 質 の 排 出 と 環 境 税 が 産 業 均 衡 に

与 え る 効 果 を 検 討 し た 。  

第 3 章 に お い て は 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。 第 １ に 、 企 業 数 が 外 生 変 数 の 場 合 に は 、

産 業 均 衡 に お い て 社 会 的 厚 生 を 増 大 さ せ る た め に 、 公 的 企 業 を 少 な く と も 部 分 的 に 民 営 化

す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 環 境 税 の 増 税 は 私 的 企 業 の 生 産 量 を 減 少 さ せ 、 公 的 企 業 の 生

産 量 を 増 大 さ せ る 。 環 境 税 の 増 税 は 直 接 的 に 私 的 企 業 の 生 産 費 用 を 増 加 さ せ る た め 、 私 的

企 業 に 減 産 の 誘 因 を 持 た せ 、 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 産 業 の 最 適 性 と の

関 係 に 関 し て は 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 生 産 量 は 、 と も に 最 適 水 準 よ り 低 く な っ て い る こ

と が 示 さ れ た 。 第 ２ に 、 私 的 企 業 に 自 由 参 入 を 認 め る 場 合 に は 、 社 会 的 厚 生 は 公 的 企 業 が

完 全 に 公 的 な 行 動 （ 社 会 的 厚 生 の 最 大 化 ） を 行 う 場 合 に お い て 最 大 と な り 、 完 全 な 公 営 化

が 望 ま し い こ と が 示 さ れ る 。 ま た 、 環 境 税 を 課 税 す る と 、 公 的 企 業 の 生 産 量 は 増 加 す る 一

方 で 、 私 的 企 業 の 生 産 量 は 減 少 し 、 同 時 に 参 入 企 業 数 も 減 少 す る 。 こ の よ う に 、 社 会 的 厚

生 を 最 大 化 す る 誘 因 を 持 つ 公 的 企 業 は 、 私 的 企 業 が 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 ら す べ く 、 通 常

の 混 合 市 場 に 比 べ い っ そ う の 増 産 を 行 う 。 さ ら に 、 産 業 の 最 適 性 と の 関 係 に 関 し て は 、 公

的 企 業 の 最 適 水 準 と 私 的 企 業 の 自 由 参 入 に お け る 最 適 条 件 は 満 た さ れ る が 、 私 的 企 業 の 最

適 生 産 条 件 は 満 た さ れ ず 、 過 少 生 産 と な る こ と が 示 さ れ た 。  
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 第 ４ 章 に お い て は 、 ク ー ル ノ ー ・ ナ ッ シ ュ 型 寡 占 市 場 に お い て 汚 染 排 出 の 異 な る 2 種 類

の 環 境 技 術 が 選 択 可 能 で あ り 、 環 境 保 全 や 企 業 の 社 会 的 責 任 を 認 識 す る C S R 企 業 と 、 環

境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 す る 場 合 に お い て 、 E r i k s s o n （ 2 0 0 4 ）、 N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ）

や X u  a n d  L e e （ 2 0 1 8 ） な ど の 研 究 を 発 展 さ せ 、 複 数 の C S R 企 業 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費

者 が 存 在 す る 場 合 に お い て 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 し た 。 C S R 企 業 が 存 在 す る 場 合 の

環 境 政 策 に 関 す る 既 存 の 研 究 は 、 公 的 企 業 が 存 在 す る 混 合 産 業 の 研 究 を 発 展 さ せ た も の で

あ り 、 C S R 企 業 が 産 業 に 1 社 だ け 存 在 す る 場 合 の 分 析 に と ど ま っ て い る 。 本 章 に お い て 、

E r i k s s o n （ 2 0 0 4 ） な ど の 研 究 を 発 展 さ せ 、 新 た に 複 数 の C S R 企 業 が 存 在 し 、 そ の 企 業 数

が 内 生 的 に 決 ま り 、 市 場 の 動 向 や 政 府 の 環 境 政 策 に 応 じ て 変 化 す る 場 合 を 検 討 し た 。 さ ら

に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 場 合 の 環 境 政 策 に 関 す る 研 究 に お い て は 、

N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） の モ デ ル の 設 定 を よ り 発 展 さ せ 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 が 環

境 政 策 の 有 効 性 に 与 え る 影 響 を 検 討 す る と と も に 、 新 た に C S R 企 業 数 や 環 境 政 策 に ど の

よ う な 影 響 を も た ら す の か を 検 討 し た 。  

分 析 の 結 果 、 以 下 の よ う な 新 た な 所 見 を 得 た 。 第 １ に 、 環 境 税 は 、 環 境 汚 染 排 出 を と も

な う ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 も 企 業 数 も 減 少 さ せ る こ と に よ り 環 境 汚 染 排 出 を 減 少 さ せ る 。

さ ら に 、 環 境 汚 染 排 出 を と も な わ な い ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 選 択 す る C S R 企 業 数 が 増 加

す る こ と に よ り 、 環 境 保 全 が い っ そ う 進 展 す る こ と が 示 さ れ た 。 第 ２ に 、 環 境 意 識 の 高 い

消 費 者 が 存 在 す る 場 合 に 、 環 境 税 の 課 税 に よ り 、 環 境 技 術 の 導 入 が 促 進 さ れ 、 環 境 の 改 善

に つ な が る と と も に 、 環 境 政 策 の 有 効 性 が 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。 第 ３ に 、 環 境 意 識 の 高

い 消 費 者 が 存 在 す る 場 合 に は 、 C S R 企 業 数 の 増 加 と と も に ク リ ー ン な 生 産 技 術 の 選 択 が

進 み 、 ブ ラ ウ ン 企 業 数 が 減 少 す る 。 こ の よ う に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 増 加 に よ り 環 境

政 策 の 有 効 性 が い っ そ う 促 進 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。  

 第 ５ 章 に お い て 、 第 ３ 章 と 第 ４ 章 の 理 論 的 分 析 に よ り 得 ら れ た 理 論 的 な 結 論 の 現 実 妥 当

性 を 、 計 量 経 済 学 的 手 法 を 用 い て 検 証 す る 。 先 述 の よ う に 、 生 産 に お け る 環 境 技 術 の 選 択

が 環 境 政 策 の 効 果 に 大 き な 影 響 を 与 え 、 特 に 、 高 い 環 境 技 術 を 持 つ 公 的 企 業 に よ る 技 術 誘

導 政 策 が 産 業 全 体 の 環 境 政 策 効 果 を 高 め る こ と 、 ま た 、 C S R 企 業 に よ る 高 い 環 境 技 術 の

選 択 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 と の 相 互 効 果 が 、 環 境 政 策 の 有 効 性 に 大 き な 効 果 を 持

つ こ と が 示 さ れ た 。 環 境 技 術 の 導 入 が 環 境 政 策 に 与 え る 影 響 、 特 に 先 進 諸 国 に 関 す る 計 量

的 研 究 は 多 数 存 在 す る が 、 発 展 途 上 国 を 含 め た 分 析 や 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 行 動 が 環

境 政 策 に 与 え る 影 響 を 計 量 的 に 分 析 し た 研 究 は 多 く は な い 。 そ の た め 、 Wo r l d  B a n k  
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O p e n  D a t a を 用 い て 、 C O 2 と N O X の 排 出 を 取 り 上 げ 、 M i l l e r  a n d  Ve l a  ( 2 0 1 3 )  や  L i n  

a n d  L i  ( 2 0 1 1 )  な ど の 研 究 を 発 展 さ せ 、 新 た に 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 を 含 む 国 際 パ ネ ル デ

ー タ に 基 づ い て 、 環 境 技 術 の 選 択 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な ど の 影 響 を 踏 ま え な が

ら 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 計 量 経 済 学 的 に 検 証 し た 。  

 そ の 結 果 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。 第 1 に 、 環 境 関 連 税 は 先 進 国 や 発 展 途 上 国 の

C O 2 削 減 に 有 効 で あ り 、 環 境 技 術 の 選 択 は 先 進 国 の N O X 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 示 さ れ

た 。 第 2 に 、 Wo r l d  Va l u e s  S u r v e y の ア ン ケ ー ト デ ー タ か ら 得 ら れ た 環 境 意 識 の 高 い 消 費

者 の 比 率 に 関 し て は 、 ほ と ん ど の ケ ー ス に お い て 予 想 さ れ る 結 果 が 得 ら れ な か っ た 。 と こ

ろ が 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 に 関 し て は 、 発 展 途 上 国 の N O X 排 出 に 関 す る ケ ー ス を

除 く す べ て の ケ ー ス に つ い て 有 効 と な っ て お り 、 C O 2 と N O X の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ

と が 明 ら か に な っ た 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー は 一 般 的 に 化 石 エ ネ ル ギ ー よ り 高 価 で あ る こ と

を 考 慮 す る と 、 そ の 消 費 率 が 高 い こ と は 消 費 者 の 環 境 意 識 が 高 い こ と や 、 環 境 政 策 へ の 取

り 組 み が 進 ん で い る こ と を 示 し て い る と も 考 え ら れ る 。  

 

第 1 ― 5 節  本 論 文 の 構 成  

本 論 文 に お い て は 以 下 の よ う な 構 成 に 基 づ き 、 ゲ ー ム 理 論 を 基 礎 に し て 、 激 し い 企 業 間

の 競 争 と 自 由 参 入 、 公 的 企 業 と C S R 企 業 の 役 割 、 環 境 技 術 の 選 択 お よ び 環 境 意 識 の 高 い

消 費 者 の 存 在 な ど の 観 点 を 取 り 入 れ て 、 環 境 政 策 が 産 業 均 衡 に 与 え る 効 果 と そ の 有 効 性 に

関 す る 理 論 的 研 究 と 計 量 経 済 学 的 分 析 を 行 う 。  

ま ず 、 第 １ 章 に お い て 、 本 研 究 に 関 す る 背 景 や 問 題 意 識 、 本 論 文 で 展 開 す る 研 究 の 目 的

お よ び 主 要 な 結 論 と 構 成 に つ い て 述 べ る 。 次 に 、 第 ２ 章 に お い て 、 こ の 研 究 分 野 の 既 存 研

究 の 成 果 を 明 ら か に す る た め 、 先 行 研 究 を 検 討 す る 。 続 い て 、 第 ３ 章 に お い て 、 自 由 参 入

の ク ー ル ノ ー 寡 占 と 環 境 政 策 お よ び 公 的 企 業 の 役 割 に つ い て 検 討 す る 。 第 ４ 章 に お い て 、

ク ー ル ノ ー 寡 占 に お け る C S R 企 業 と 環 境 技 術 の 選 択 、 環 境 政 策 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消

費 者 が 存 在 す る 意 義 に つ い て 研 究 す る 。 第 ５ 章 に お い て 、 第 ３ 章 と 第 ４ 章 の 理 論 的 分 析 の

上 に 、 Wo r l d  B a n k  O p e n  D a t a を 用 い て 、 C O 2 と N O X の 排 出 を 取 り 上 げ 、 M i l l e r  a n d  

Ve l a  ( 2 0 1 3 )  や  L i n  a n d  L i  ( 2 0 1 1 )  な ど の 研 究 を 発 展 さ せ 、 新 た に 先 進 諸 国 と 発 展 途 上

国 を 含 む 国 際 パ ネ ル デ ー タ に 基 づ い て 、 環 境 技 術 の 選 択 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 が

環 境 政 策 の 有 効 性 に 与 え る 影 響 に 関 す る 計 量 分 析 を 行 う 。 最 後 に 、 第 ６ 章 は 、 終 章 で あ り 、

本 論 文 の 結 論 、 政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン お よ び 今 後 の 研 究 方 向 を 述 べ る 。  

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=5c1657264457f10eddd7688754b89d5f898d7a4c44fb36d4db6b02ac4df64d2fJmltdHM9MTY1Mjc5NjA4OCZpZ3VpZD03NmM0ODlmZi0zMjk0LTQxZWEtOGY5Ni00MTBlODdkYTNkOTMmaW5zaWQ9NTE2Mg&ptn=3&fclid=d86b569c-d5e9-11ec-97fa-05d2b4915f87&u=a1aHR0cHM6Ly93d3cud29ybGR2YWx1ZXNzdXJ2ZXkub3JnLw&ntb=1
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第 ２ 章  先 行 研 究 の 検 討  

 

 

 本 章 で は 、 第 １ 章 の 問 題 意 識 と 研 究 目 的 に 基 づ き 、 本 論 文 に お い て 展 開 す る 研 究 の 基 礎

的 な 枠 組 を 提 供 す る た め に 、 既 存 研 究 を ま と め 、 展 望 、 整 理 す る 。 以 下 で は 、 主 に 環 境 経

済 学 と 環 境 政 策 に 関 す る 初 期 の 研 究 、 中 国 の 環 境 の 現 状 お よ び 環 境 政 策 の 理 論 的 意 義 、 環

境 外 部 性 を と も な う 不 完 全 競 争 市 場 に 対 す る 税 金 と 補 助 金 の 影 響 、 自 由 参 入 の ク ー ル ノ ー

寡 占 と 環 境 政 策 お よ び 公 的 企 業 の 役 割 、 寡 占 市 場 に お け る 環 境 政 策 お よ び 環 境 に 意 識 が 高

い 消 費 者 の 影 響 、 環 境 技 術 の 選 択 と C S R 企 業 、 環 境 政 策 の 有 効 性 に 与 え る 影 響 に 関 す る

計 量 分 析 と い う ７ つ に 分 類 し て 検 討 す る 。  

 

第 2 ― 1 節  環 境 経 済 学 と 環 境 政 策 に 関 す る 初 期 の 研 究  

環 境 政 策 に 関 し て は 、 古 く か ら 優 れ た 研 究 が 蓄 積 さ れ て き た 。 そ れ ら の 先 駆 的 貢 献 と し

て 、 P i g o u （ 1 9 2 0 ） は 、 環 境 排 出 量 に 応 じ て 課 税 さ れ る 税 が 、 競 争 的 市 場 に お け る 最 適

を 達 成 す る こ と を 示 し た （ ピ グ ー 税 ）。 そ し て 、 こ の 研 究 を 契 機 と し て 、 環 境 経 済 学 や 環

境 税 、 補 助 金 な ど の 環 境 政 策 に 関 す る 多 く の 研 究 が 蓄 積 さ れ て き た 1 7 。 し か し な が ら 、 こ

の 結 論 は 、 完 全 競 争 市 場 に 限 定 さ れ る も の で あ り 、 そ の 後 、 税 率 決 定 に 必 要 な 汚 染 物 質 の

排 出 量 や そ の 限 界 被 害 に 関 す る 不 完 全 情 報 や 、 不 完 全 な 競 争 市 場 に お け る 生 産 者 間 の 戦 略

的 行 動 の 影 響 な ど 、 多 く の 問 題 点 が 指 摘 さ れ 、 そ れ に 対 す る 新 た な 研 究 が 蓄 積 さ れ つ つ あ

る 。  

ま ず 、 汚 染 物 質 の 排 出 や そ の 限 界 被 害 に 関 す る 情 報 不 足 に つ い て は 、 C o a s e （ 1 9 6 0 ）

に お い て 、 所 有 権 （ 環 境 の 利 用 権 な ど ） が 確 定 し て い る 場 合 に は 、 政 策 的 介 入 が な く て も

外 部 性 の 問 題 は 解 決 さ れ る こ と が 指 摘 さ れ た 。 取 引 費 用 が な い 場 合 に は 、 環 境 汚 染 の 発 生

者 と そ の 被 害 者 と の 直 接 交 渉 に よ り 、 汚 染 者 が 被 害 者 に 支 払 う 賠 償 金 、 あ る い は 被 害 者 が

汚 染 者 に 支 払 う 営 業 補 償 に よ り 、 所 得 分 配 の 問 題 を 除 外 す れ ば 、 効 率 的 な 排 出 削 減 が 行 わ

れ る こ と を 示 し た 。 こ の 場 合 に は 、 政 策 当 局 に よ る 情 報 収 集 も 介 入 も 必 要 は な い が 、 所 得

分 配 の 非 対 称 性 の 問 題 に 加 え て 、 当 事 者 間 交 渉 に は 大 き な 取 引 費 用 が 必 要 と な る こ と は 言

 

1 7  詳 し く は 、 植 田 （ 1 9 9 6 ）、 細 江 ・ 藤 田 （ 2 0 0 2 ）、 鎌 苅 ・ 村 田 （ 2 0 0 5 ）、 山 本 （ 2 0 1 2 ）、 浅 子

（ 2 0 1 5 ）、 平 澤 （ 2 0 1 7 ） な ど を 参 照 さ れ た い 。  
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う ま で も な い 。  

こ れ に 対 し て 、 B a u m o l  a n d  O a t e s （ 1 9 7 1 ） は 、 正 確 な 外 部 不 経 済 削 減 費 用 の 推 定 が 困

難 な 場 合 、 環 境 税 の 適 切 な 税 率 設 定 は 行 え な い が 、 暫 定 的 な 課 税 に よ っ て 達 成 さ れ た 排 出

水 準 と 目 標 水 準 に よ っ て 税 率 を 上 下 さ せ 、 目 標 水 準 を 達 成 す る 税 率 を 探 す と い う 方 法 を と

る こ と に よ り 、 最 終 的 に 適 正 な 税 率 が 達 成 さ れ る こ と を 示 し た （ ボ ー モ ル 、 オ ー ツ 税 ） 1 8 。

ま た 、 D a l e s （ 1 9 6 8 ） は 、 排 出 権 取 引 市 場 の 創 設 を 提 案 し 、 汚 染 物 質 の 排 出 者 に 排 出 枠

を 設 定 し た う え で 、 排 出 枠 を 下 回 っ た 者 が そ の 削 減 分 に 価 格 を 設 定 し て 排 出 枠 を 上 回 っ た

者 と 取 引 す る な ら ば 、 汚 染 物 質 の 削 減 が 進 む こ と を 指 摘 し た 1 9 。 こ れ は 、 汚 染 除 却 投 資 の

促 進 効 果 と と も に 、 政 策 当 事 者 の 環 境 投 資 費 用 に 関 す る 情 報 不 足 を 市 場 の 創 設 と 企 業 の イ

ン セ ン テ ィ ブ 効 果 に よ り 補 う 効 果 も 持 つ も の と 考 え ら れ る 。  

こ の ほ か 、 環 境 政 策 の 推 進 に 貢 献 す る 環 境 税 の 二 重 配 当 効 果 に 関 す る 研 究 も 行 わ れ た 。

G o u l d e r （ 1 9 9 5 ） は 、 環 境 税 に 期 待 さ れ る 効 果 は  2  つ あ り 、 そ の 第  1  は 、 環 境 税 に よ り

汚 染 排 出 が 削 減 さ れ る 環 境 改 善 効 果 で あ り 、 第  2  は 、 環 境 税 の 税 収 を 他 の 環 境 政 策 の 原

資 と し て 活 用 す る 、 あ る い は 、 既 存 の 歪 み を も つ 税 を 減 税 し 超 過 負 担 を 小 さ く す る と い う

効 率 性 改 善 効 果 で あ る 。 つ ま り 、 バ ッ ズ に 対 す る 課 税 に よ り 、 グ ッ ズ に 対 す る 減 税 や 、 そ

の 利 用 促 進 を 行 う も の と 解 釈 で き る 2 0 。  

以 下 で は 、 本 論 文 に 直 接 関 連 す る 中 国 の 環 境 問 題 、 市 場 競 争 の 不 完 全 性 、 寡 占 的 競 争 や

公 的 企 業 と の 企 業 間 競 争 、 生 産 技 術 の 選 択 、 財 の 差 別 化 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な

ど に 関 す る 研 究 の 展 開 を 展 望 す る 。  

 

第 2 ― 2 節  中 国 の 環 境 の 現 状 お よ び 環 境 政 策 の 理 論 的 意 義  

環 境 汚 染 が 越 境 性 と い う 特 徴 を 持 つ こ と に 着 目 し 、 中 国 の 環 境 の 現 状 及 び 環 境 政 策 の 理

論 的 意 義 を 研 究 し た 下 村 （ 2 0 0 2 ）、「 越 境 的 環 境 汚 染 へ の 動 学 ゲ ー ム 論 的 ア プ ロ ー チ ― 国

際 的 な ら び に 時 間 的 な 相 互 依 存 関 係 ― 」 で は 、 国 際 的 な ら び に 時 間 的 相 互 依 存 関 係 と い う

二 つ の 相 互 依 存 性 が 複 雑 に 絡 み 合 う 越 境 的 環 境 汚 染 問 題 を 分 析 す る た め に 、 動 学 ゲ ー ム を

 

1 8  B a u m o l  a n d  O a t e s  ( 1 9 8 9 ) な ど も 参 照 さ れ た い 。  

1 9  日 本 に お い て も 、 例 え ば 天 谷 （ 2 0 0 5 ） は 、 排 出 権 取 引 市 場 が 持 つ 動 学 的 イ ン セ ン テ ィ ブ 効 果 に つ

い て 検 討 し て い る 。 ま た 、 K a t o  ( 2 0 0 6 ) は 混 合 寡 占 市 場 に お い て 、 排 出 権 取 引 の 有 効 性 を 検 討 し て

い た 。  

2 0  例 え ば 、 鎌 田 、 村 田 （ 2 0 0 5 ） は 、 二 重 配 当 効 果 を 考 慮 し た 上 で 、 環 境 税 と 補 助 金 の 経 済 効 果 を 検

討 し て い る 。  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A8%8E%E7%8E%87
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用 い て 分 析 し た 。 さ ら に 、 A 、 B 両 国 が 対 称 的 で ゲ ー ム の 期 間 が 3 期 間 の 越 境 的 環 境 汚 染

ゲ ー ム を 構 築 し 、 一 般 的 な 環 境 汚 染 ゲ ー ム の 場 合 「 社 会 的 最 適 解 」、「 開 ル ー プ ナ ッ シ ュ 均

衡 」 と 「 マ ル コ フ 完 全 解 」 と い う 順 序 関 係 の 間 で 成 立 す る こ と を 示 し て い る 。  

ま た 、 馬 奈 木 （ 2 0 1 3 ） に お い て は 、 途 上 国 ・ 新 興 国 は 環 境 対 策 を す る ほ ど に 生 産 性 が

減 少 す る と い う 、 経 済 的 に 損 失 を 伴 う ト レ ー ド オ フ が あ る と 述 べ 、 そ の た め 経 済 の み を 優

先 的 に 考 え て 環 境 問 題 を 考 慮 し な い 背 景 に は 複 雑 な 問 題 が あ る こ と を 示 唆 し た 。 そ し て 、

国 土 面 積 が 広 い 中 国 に 対 し て 、 環 境 汚 染 排 出 量 を 緩 和 さ せ る よ う な イ ン セ ン テ ィ ブ を 与 え 、

技 術 進 歩 や 積 極 的 な 汚 染 削 減 へ の 取 り 組 み を 進 め る こ と こ そ が 、 持 続 可 能 な 経 済 発 展 を 達

成 す る た め に 重 要 で あ る と 指 摘 し て い る 。  

さ ら に 、 永 井 ・ 劉 （ 2 0 1 6 ） に お い て は 、 現 在 中 国 で は 、 急 速 な 経 済 成 長 に と も な い 、

特 に 大 気 汚 染 と 河 川 汚 染 が 深 刻 な 問 題 と な っ て お り 、 直 接 規 制 を 柱 と し て 厳 し い 環 境 規 制

が 当 局 に 要 請 さ れ て い る と 指 摘 し た 。 中 国 政 府 の 直 接 規 制 と 課 徴 金 を 併 用 す る 環 境 政 策 は 、

需 要 の 価 格 弾 力 性 に 対 応 し て 行 う こ と や 技 術 指 定 型 補 助 金 を 考 慮 す る こ と で さ ら に 経 済 効

率 性 を 高 め る こ と に つ な が る と 示 し て い る 。  

 

第 2 ― ３ 節  環 境 外 部 性 を と も な う 不 完 全 競 争 市 場 に 対 す る 税 金 と 補 助 金 の 影 響  

自 由 参 入 の ク ー ル ノ ー 寡 占 市 場 に お け る 市 場 メ カ ニ ズ ム に 関 す る 研 究 に お い て 、

M a n k i w  a n d  W h i n s t o n （ 1 9 8 6 ） は 、 自 由 参 入 の 市 場 均 衡 に お け る 参 入 企 業 の 数 が 過 剰 、

過 少 お よ び 最 適 と な る 条 件 を 示 し た 。 そ の 結 果 、 不 完 全 競 争 の 下 で ビ ジ ネ ス 窃 取 効 果 （ A 

B u s i n e s s  s t e a l i n g  E f f e c t ） が 生 産 を 減 少 さ せ る こ と 、 逆 に 、 過 度 の 参 入 は 市 場 に お け る

社 会 的 厚 生 損 失 を 引 き 起 こ す こ と を 示 し た 。  

さ ら に 、 D a v i s  a n d  W h i n s t o n （ 1 9 6 2 ）、 B a r n e t t （ 1 9 8 0 ）、 D a m a n i a （ 1 9 9 6 ） は 、 生 産

に 関 わ る 外 部 不 経 済 と 、 独 占 的 ま た は 寡 占 的 な 競 争 の 下 で 市 場 均 衡 を 研 究 し た 。 一 般 的 に 、

不 完 全 な 競 争 市 場 で は 、 生 産 水 準 と 総 供 給 量 は 完 全 競 争 市 場 の 水 準 よ り も 低 い 。 ま た 、 効

率 的 な 生 産 水 準 は 、 不 完 全 な 競 争 に よ る 生 産 減 少 と 外 部 不 経 済 の た め 超 過 供 給 の 場 合 が あ

る こ と を 示 し た 。  

環 境 経 済 学 の 分 野 に お い て 、 K a t s o u l a c o s  a n d  X e p a p a d e a s （ 1 9 9 5 ）、 L e e （ 1 9 9 9 ） は 、

自 由 参 入 の 不 完 全 競 争 市 場 に お い て 、 環 境 税 が 生 産 の 減 少 と 過 剰 参 入 を 引 き 起 こ し 、 効 率

性 の 低 下 を 招 く こ と を 示 し た 。 最 適 な 環 境 税 は 、 生 産 の 減 少 と 税 金 の 過 度 参 入 効 果 が 相 殺

さ れ る た め 、 限 界 環 境 損 害 の 水 準 に 設 定 さ れ る べ き で あ る こ と を 示 し た 。  
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環 境 外 部 性 を と も な う 不 完 全 競 争 市 場 に お い て 、 C r e m e r  a n d  T h i s s e （ 1 9 9 9 ） は 、 物 品

税 を 導 入 し 、 垂 直 分 業 モ デ ル を 用 い て 、 社 会 厚 生 の 改 善 を も た ら す 可 能 性 に つ い て 分 析 し

た 。 結 果 、 環 境 の 質 に 対 す る 補 助 金 を 通 じ て 社 会 的 厚 生 を 達 成 で き る こ と を 示 唆 し た が 、

課 税 が 環 境 政 策 の 非 常 に 強 力 な 手 段 で あ る こ と を 示 し た 。  

独 占 的 競 争 市 場 に お い て 、 D r ö g e  a n d  S c h r ö d e r （ 2 0 0 5 ） は 、 製 品 の 差 別 化 や 企 業 の 参

入 と 退 出 な ど の 視 点 を 用 い て 市 場 均 衡 を 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 環 境 税 は 汚 染 削 減 の た め の

有 効 な 手 段 で あ り 、 環 境 補 助 金 は よ り 緩 や か な 政 策 目 標 の 達 成 に 優 位 が あ る こ と を 示 た 2 1 。  

F u j i w a r a  ( 2 0 0 9 ) は 、 製 品 差 別 化 に よ る 自 由 参 入 の 寡 占 モ デ ル を 構 築 し 、 最 適 な 排 出 権

補 助 金 制 度 を 導 き 出 し た 。 そ の 結 果 、 自 由 参 入 の 存 在 だ け で な く 、 製 品 差 別 化 も 最 適 な 環

境 政 策 の 特 徴 づ け に 重 要 な 役 割 を 果 た す こ と を 示 し た 。 具 体 的 に は 、 短 期 に お い て 、 製 品

が よ り 差 別 化 さ れ て い る 場 合 に は 、 各 企 業 の 生 産 量 が 増 加 し 、 よ り 高 い 補 助 金 の 支 払 い が

必 要 と な る 。 他 方 、 長 期 の 場 合 に は 、 製 品 が よ り 差 別 さ れ る ほ ど 補 助 率 が 高 く な る と 指 摘

し た 2 2 。  

さ ら に 、 K o u n o （ 2 0 1 7 ） は 、 排 出 削 減 投 資 に お け る 戦 略 的 相 互 依 存 関 係 を 考 慮 に 入 れ

た 上 で 、 寡 占 の 状 況 下 に お け る 最 適 な 環 境 税 の あ り 方 に つ い て 論 じ た 。 環 境 税 や 環 境 補 助

金 政 策 に お い て 他 の プ レ イ ヤ ー の 行 動 を 反 映 さ せ 、 明 示 的 に 利 得 に 他 の 企 業 の 戦 略 を 組 み

込 ま せ る こ と に よ り 、 財 政 的 な 負 担 を 少 な く し て 最 適 な 生 産 量 や 投 資 行 動 を 引 き 出 す こ と

が 可 能 で あ る と 示 し た 。  

ま た 、 F i k r u  a n d  G a u t i e r  ( 2 0 1 7 ) は 、 ク ー ル ノ ー 寡 占 市 場 に お け る 最 適 な 環 境 課 税 に 対

す る 合 併 の 効 果 を 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 排 出 税 の 調 整 が 、 合 併 後 の 排 出 お よ び 公 害 レ ベ ル

に 依 存 す る こ と を 示 し た 。  

最 後 に 、 X u  a n d  L e e （ 2 0 1 7 ） は 、 自 由 参 入 の 不 完 全 競 争 市 場 に お け る 事 前 課 税 と 事 後

課 税 と い う ２ つ の 政 策 を 比 較 し 、 課 税 の 超 過 負 担 の 効 果 と 環 境 課 税 の タ イ ミ ン グ の 影 響 を

検 討 し た 。 そ の 結 果 、 事 後 課 税 が よ り 多 く の 民 間 企 業 の 参 入 を 誘 導 す る こ と か ら 、 課 税 の

超 過 負 担 が 大 き い 場 合 に は 、 事 後 課 税 は 事 前 課 税 の 場 合 よ り も 高 い 環 境 税 の 設 定 が 必 要 と

な る こ と を 示 し た  

 

 

2 1 例 え ば 、 D i s i t  a n d  S t i g l i t z  ( 1 9 7 7 ) な ど も 参 照 さ れ た い 。  

2 2  P e n g  e t  a l .  ( 2 0 1 9 ) な ど も 参 照 さ れ た い 。  
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第 2 ― ４ 節  自 由 参 入 の ク ー ル ノ ー 寡 占 と 環 境 政 策 お よ び 公 的 企 業 の 役 割  

公 的 企 業 の 存 在 は 、 社 会 経 済 的 持 続 性 を 維 持 す る た め に 最 も 重 要 な 政 府 の 行 動 の 1 つ と

し て 認 識 さ れ て き た 。 D e  F r a j a  a n d  D e l b o n o  ( 1 9 8 9 ,  1 9 9 0 ) は 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 が 同

じ 商 品 を 生 産 し 、 対 等 な 条 件 で 競 争 す る 状 況 を 検 討 し た 。 私 的 企 業 の 数 が 十 分 に 多 い 場 合 、

公 的 企 業 の 社 会 的 厚 生 最 大 化 行 動 は 結 果 と し て 社 会 的 厚 生 を 減 少 さ せ 、 公 的 企 業 の 民 営 化

が 望 ま し い こ と を 示 し た 。 他 方 、 私 的 企 業 の 数 が 十 分 に 少 な い 場 合 、 政 府 は 常 に 混 合 寡 占

を 好 む と 指 摘 し た 。  

ま た 、 M u e l l e r  ( 1 9 8 9 ) と Vi n i n g  a n d  B o a r d m a n  ( 1 9 9 2 ) は 、 高 い 参 入 障 壁 、 ま た は 外

部 性 が あ る 場 合 は 、 公 的 企 業 の 効 率 性 が 優 れ て い る 可 能 性 が あ る が 、 必 ず し も 公 的 企 業 が

私 的 企 業 よ り も 望 ま し い と い う こ と を 意 味 す る も の で は な い こ と を 指 摘 し た 。 そ し て 、 実

証 的 な 分 析 に よ り 、 比 較 可 能 な 公 的 企 業 と 比 較 し て 私 的 企 業 の 効 率 性 が 優 れ て い る こ と を

示 し た 。  

他 方 、 E s t r i n  a n d  d e  M e z a  ( 1 9 9 5 ) と P a l  ( 1 9 9 8 ) は 、 社 会 的 厚 生 を 最 大 化 す る 公 的 企

業 と 自 社 の 利 潤 を 最 大 化 す る 私 的 企 業 と の 間 の 相 互 作 用 を モ デ ル 化 し 、 公 的 企 業 が 私 的 企

業 と 同 等 、 あ る い は そ れ 以 上 の 効 率 性 を 持 つ な ら ば 、 公 的 企 業 は 市 場 価 格 が そ の 限 界 費 用

と 等 し く な る よ う な 量 を 生 産 し 、 結 果 と し て 公 的 独 占 を も た ら す こ と に な る こ と を 示 し た 。  

ま た 、 M a t s u m u r a  ( 1 9 9 8 ) は 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 が 混 在 し て い る こ と を 前 提 と し 、 政

府 が 公 的 企 業 の 行 動 を 操 作 で き る モ デ ル を 用 い て 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 が 同 じ 費 用 関 数 を

持 つ 場 合 、 完 全 民 営 化 は 最 適 で は な い こ と と 少 な く と も 部 分 的 な 民 営 化 が 望 ま し い こ と を

示 し た 2 3 。  

こ れ ら の 研 究 が 企 業 数 一 定 の 混 合 市 場 を 分 析 し て い た の に 対 し 、 M a t s u m u r a  a n d  

K a n d a  ( 2 0 0 5 ) は 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 が 混 在 す る 混 合 市 場 に お い て 私 的 企 業 が 自 由 参 入

可 能 な 寡 占 市 場 を 分 析 し た 。 分 析 結 果 と し て 、 自 由 参 入 の 混 合 市 場 経 済 に お い て は 、 公 的

企 業 の 厚 生 最 大 化 行 動 が 社 会 的 厚 生 を 高 め る た め 、 完 全 な 民 営 化 で な く 、 部 分 的 な 民 営 化

が 望 ま し い こ と を 示 し た 。  

B á r c e n a - R u i z  a n d  G a r z ó n  ( 2 0 0 6 )  と C a p u a n o  a n d  D e  F e o  ( 2 0 1 0 ) は 、 汚 染 排 出 量 を

抑 制 す る た め に 環 境 基 準 を 導 入 し た 場 合 、 私 的 企 業 の 数 が 十 分 に 少 な い 場 合 ( １ 社 、 ２

 

2 3  Yu  a n d  N i s h i g a k i  ( 2 0 1 9 ) も 参 照 さ れ た い 。  



20 

 

社 ) に は 、 公 的 企 業 が 十 分 に 非 効 率 的 で あ れ ば 民 営 化 が 望 ま し い こ と を 示 し た 2 4 。 逆 に 、

私 的 企 業 の 数 が 十 分 に 多 い 場 合 ( 3 社 以 上 ) に は 、 政 府 は 常 に 公 的 企 業 を 民 営 化 す る こ と が

望 ま し い と 指 摘 し た 。  

ま た 、 C a t o  ( 2 0 0 8 ) は 、 生 産 活 動 に 関 わ る 外 部 不 経 済 と 寡 占 的 な 競 争 の 下 で 産 業 の 民 営

化 政 策 を 研 究 し た 2 5 。 そ の 結 果 、 市 場 が 十 分 に 競 争 的 で あ っ て も 、 外 部 不 経 済 の 高 い 産 業

に お い て は 、 民 営 化 政 策 は 社 会 的 厚 生 に と っ て 有 害 で あ る と 明 ら か に し た 。 ま た 、 公 的 企

業 に 外 部 不 経 済 が 存 在 す る 場 合 に は 、 公 的 企 業 の 生 産 量 は 減 少 し 、 私 的 企 業 の 生 産 量 は 増

加 し 、 公 的 企 業 か ら 私 的 企 業 へ の 生 産 の 代 替 に つ な が る こ と を 示 し た 。  

ま た 、 B r a n d a o  a n d  C a s t r o ( 2 0 0 7 ) と I n o  a n d  M a t s u m u r a  ( 2 0 1 0 ) は 、 公 的 企 業 と 私 的

企 業 が 存 在 す る 自 由 参 入 の ク ー ル ノ ー 寡 占 産 業 モ デ ル を 用 い て 、 自 由 参 入 市 場 に お い て 、

公 的 企 業 が 活 動 す る 場 合 の 経 済 効 果 を 研 究 し た 。 そ の 結 果 、 公 的 企 業 の 存 在 が 市 場 に 参 入

す る 私 的 企 業 の 数 を 減 ら し 、 過 度 の 参 入 効 果 を 防 止 す る こ と に よ っ て 社 会 的 厚 生 を 高 め る

こ と が で き る こ と を 指 摘 し た 。 し か し 、 こ の 場 合 に お い て も 過 少 生 産 が 起 こ り 、 市 場 の 非

効 率 性 が 残 る こ と を 示 し た 。  

さ ら に 、 X u  a n d  L e e  ( 2 0 1 7 ) は 、 同 様 の モ デ ル を 用 い て 課 税 の 超 過 負 担 を 考 慮 し た 自 由

参 入 市 場 に お け る 環 境 政 策 を 検 討 し た 。 そ し て 、 自 由 参 入 市 場 に お け る 民 営 化 政 策 は 環 境

被 害 を 減 少 さ せ る が 、 参 入 費 用 が 低 い 場 合 の み 社 会 的 厚 生 を 増 加 さ せ る こ と を 示 し た 。  

 

第 2 ― 5 節  寡 占 市 場 に お け る 環 境 政 策 お よ び 環 境 意 識 が 高 い 消 費 者 の 影 響  

環 境 意 識 が 高 い 消 費 者 の 存 在 が 環 境 政 策 に 与 え る 影 響 に 関 し て は 、 B a n s a l  a n d  

G a n g o p a d h y a y （ 2 0 0 3 ） は 、 環 境 に 配 慮 し た 消 費 者 の 存 在 す る 寡 占 市 場 の 場 合 に お い て 、

価 格 競 争 が 行 わ れ て い る 場 合 に は 、 環 境 補 助 金 は 社 会 的 厚 生 を 改 善 す る こ と が で き る が 、

環 境 税 は 総 排 出 量 を 増 加 さ せ 、 総 社 会 的 厚 生 を 削 減 す る 可 能 性 が あ る こ と を 示 し た 。  

E r i k s s o n （ 2 0 0 4 ） は 、 環 境 技 術 選 択 が ホ テ リ ン グ 型 線 形 都 市 モ デ ル と 類 似 の 様 式 で 行

わ れ る モ デ ル に お い て 、 生 産 に 汚 染 排 出 が 伴 う 場 合 に は 、 消 費 者 の 環 境 意 識 が 環 境 被 害 の

減 少 を 達 成 す る に は 不 十 分 で あ り 、 追 加 的 な 環 境 政 策 が 必 要 と な る こ と を 示 し た 。  

C o n r a d （ 2 0 0 5 ） は 、 企 業 が 価 格 競 争 を 行 う 前 に 、 製 品 の 環 境 特 性 を 選 ぶ 場 合 の 均 衡 を

 

2 4  こ の 非 効 率 性 は 、 公 的 企 業 の 限 界 費 用 、 市 場 規 模 お よ び 政 府 に よ る 環 境 評 価 に 依 存 す る 。  

2 5  C a t o  ( 2 0 0 6 ) と  C a t o  a n d  M a t s u m u r a  ( 2 0 1 5 ) な ど も 参 照 さ れ た い 。  
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特 徴 づ け 、 顧 客 が 商 品 の 環 境 側 面 に 関 心 が あ る 場 合 の 製 品 差 別 化 の 市 場 へ の 影 響 を 研 究 し

た 。 環 境 へ の 意 識 の 高 ま り は 、 環 境 に 優 し い 代 替 品 が 利 用 可 能 な 商 品 を 消 費 す る 喜 び に 影

響 を 与 え る 可 能 性 が あ り 、 環 境 改 善 に つ な が る こ と を 指 摘 し た 。  

ま た 、 E s p i n o l a - A r r e d o n d o  a n d  Z h a o  ( 2 0 1 2 ) は 、 ク リ ー ン な 製 品 と ブ ラ ウ ン 製 品 の 間

で 選 択 す る 消 費 者 の 行 動 に 異 な る 効 果 を 与 え る 政 策 を 検 討 し 、 ホ テ リ ン グ の 線 型 都 市 モ デ

ル を 用 い て 、 環 境 税 と 環 境 補 助 金 の 効 果 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 環 境 に 配 慮 し た 消 費 者 が

い る 場 合 、 税 金 あ る い は 補 助 金 政 策 が 社 会 的 厚 生 を 改 善 で き る こ と を 示 し た 2 6 。  

N i s h i k a w a  ( 2 0 1 5 ) は 、 環 境 排 出 を と も な う 低 コ ス ト の 生 産 技 術 と 、 環 境 排 出 の な い 高

コ ス ト な 生 産 技 術 が 選 択 可 能 な ク ー ル ノ ー 寡 占 産 業 に お い て 、 政 府 規 制 が 環 境 の 外 部 性 に

及 ぼ す 影 響 を 分 析 し た 。 環 境 政 策 （ 一 括 固 定 型 税 、 環 境 税 、 環 境 補 助 金 ） を 対 比 さ せ 、 社

会 厚 生 を 改 善 す る こ と を 示 す と と も に 、 大 部 分 の 消 費 者 が 環 境 に 配 慮 し て い る 場 合 、 政 府

は エ コ ・ ラ ベ ル で 最 も 高 い 社 会 厚 生 を 達 成 で き る こ と を 示 し た 2 7 。  

さ ら に 、 A m b e c  a n d  D e  D o n d e r ( 2 0 2 2 ) は 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が ク リ ー ン な 製 品 を

購 入 す る と き 満 足 を 得 る 場 合 、 市 場 に よ り 大 き な 歪 み を も た ら す 環 境 税 よ り 環 境 基 準 の 制

定 が 有 効 に な る こ と を 示 し た 。  

 

第 2 ― ６ 節  環 境 技 術 の 選 択 と C S R 企 業  

 企 業 の 事 業 活 動 領 域 の 拡 大 に と も な い 、 企 業 の 社 会 的 責 任 や 生 産 技 術 の 選 択 に 対 す る 関

心 が 高 ま っ て い る 。 横 塚 （ 2 0 0 8 ,  2 0 1 0 ） に お い て は 、 中 国 で は C S R に 関 す る 意 識 が 徐 々

に 高 ま っ て き て お り 、 今 後 も さ ら に C S R の 概 念 が 中 国 で 普 及 す る こ と に な れ ば 、 深 刻 さ

を 増 し て い る 環 境 問 題 や 労 働 者 の 待 遇 、 人 権 の 尊 重 な ど の 社 会 的 問 題 に 対 す る 企 業 や 政 府

の 取 組 み を 促 す こ と に つ な が る と 述 べ た 。 中 国 で は C S R の 普 及 政 策 に よ り 、 消 費 者 な ど

民 間 レ ベ ル で も さ ら に C S R と い う 用 語 が 浸 透 す る と 予 想 さ れ 、 C S R 活 動 の 拡 充 は ブ ラ ン

ド イ メ ー ジ の 構 築 や 強 化 な ど に つ な が る 可 能 性 も あ り 、 多 く の 企 業 に と っ て チ ャ ン ス が 拡

大 す る こ と も 指 摘 し た 。  

ま た 、 P o r t e r  a n d  K r a m e r  ( 2 0 0 6 ) に お い て は 、 従 来 の 利 潤 最 大 化 を 目 的 と し た 企 業 行

動 の 考 え 方 に 対 し 、 C S R 企 業 は 、 各 自 の 利 潤 よ り も 倫 理 的 な 問 題 や 地 域 福 祉 な ど を 重 視

 

2 6  R o d r i g u e z - I b e a s  ( 2 0 0 7 ) な ど も 参 照 さ れ た い 。  

2 7  エ コ ・ ラ ベ ル に 関 す る 研 究 に つ い て 、 M a t t o o  a n d  S i n g h  ( 1 9 9 4 ) 、 K i r c h h o f f  ( 2 0 0 0 ) や D o s i  a n d  

M o r e t t o  ( 2 0 0 1 ) 、 C l e m e n z  ( 2 0 1 0 ) 、  K o n i s h i  ( 2 0 1 1 ) 、  K w o n g  ( 2 0 1 1 ) な ど も 参 照 さ れ た い 。  
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す る 企 業 が 増 加 し て お り 、 今 後 世 界 的 な ビ ジ ネ ス 戦 略 の 主 流 と な る と 指 摘 し た 。  

松 野 ・ 合 力 （ 2 0 0 6 ） に よ る と 、 企 業 が  C S R  遂 行 の 観 点 か ら 経 営 戦 略 を 策 定 す る 場 合 、

す べ て の 策 定 プ ロ セ ス の 項 目 に お い て 「 経 済 （ 利 益 の 確 保 ）」 の み な ら ず 、「 社 会 （ 地 域 社

会 、 消 費 者 利 益 、 従 業 員 の 満 足 度 の 確 保 ）」 お よ び 「 環 境 （ 環 境 保 全 ）」 的 視 点 を 取 り 入 れ

な け れ ば な ら な い と し て い る 。 ま た 、 企 業 が 持 続 可 能 な 発 展 を 求 め 、 C S R 遂 行 の 観 点 か

ら 経 営 戦 略 を 策 定 し 、「 企 業 的 利 益 」 と  「 社 会 的 利 益 」 を 有 機 的 に 統 合 化 す れ ば 、 持 続 可

能 な 発 展 に つ な が る と と も に 、 新 た な ビ ジ ネ ス ・ チ ャ ン ス が 生 ま れ る 可 能 性 が あ る こ と を

指 摘 し た 。  

中 国 経 済 社 会 に お い て も 、钟（ 2 0 1 1 ） に よ る と 、 持 続 可 能 な 社 会 の 建 設 に 不 可 避 な 社

会 問 題 、 労 働 問 題 な ど の 解 決 手 段 と し て 、 ま た 、 急 激 な 経 済 成 長 で 顕 在 化 し た 環 境 、 生 態

系 保 全 へ の 対 応 と し て 、 国 主 導 で C S R 企 業 が 推 進 さ れ て い る と 論 じ た 。  

 さ ら に 、 L i u ,  Wa n g  a n d  L e e  ( 2 0 1 5 )  に お い て 、 企 業 が 非 政 府 組 織 に よ っ て 認 定 さ れ

た 戦 略 的 環 境 企 業 の 社 会 的 責 任 （ E C S R ） を 採 用 す る イ ン セ ン テ ィ ブ に 対 し て 、 市 場 の 競

争 構 造 の 影 響 を 検 討 し た 。 企 業 に 認 証 済 み E C S R の 採 用 を 促 す た め に 、 認 証 者 は 最 適 な 基

準 よ り も 低 い 基 準 を 設 定 す る こ と 、 ま た 、 ク ー ル ノ ー 競 争 に お け る 基 準 は 、 ベ ル ト ラ ン 競

争 に お け る 基 準 よ り も 高 く な る こ と を 示 し た 。 ま た 、 企 業 と 消 費 者 が 企 業 の 認 定 E C S R

の 恩 恵 を 受 け る こ と を 指 摘 し た 。  

G a r c í a  e t  a l .  ( 2 0 1 8 )  は 、 環 境 汚 染 削 減 技 術 を 備 え た 消 費 者 に 優 し い 企 業 と 環 境 政 策 の

タ イ ミ ン グ を 検 討 し 、 取 引 可 能 な 許 可 証 と 排 出 税 政 策 を 比 較 し た 。 政 府 が そ れ ら の 政 策 を

確 実 に 実 行 で き る 場 合 、 両 方 の 政 策 の 下 で の 均 衡 に お い て 、 許 可 証 の 価 格 設 定 と 環 境 税 の

課 税 の 政 策 効 果 が 同 等 で あ る こ と を 示 し た 。 ま た 、 企 業 は 排 出 量 許 可 制 度 の 下 で よ り 高 い

排 出 割 当 を 誘 発 す る た め に よ り 少 な い 排 出 量 を 削 減 し 、 消 費 者 に 優 し い 企 業 は 税 政 策 の 下

で 税 率 を 下 げ る た め に よ り 多 く の 排 出 量 を 削 減 す る こ と が で き る と 指 摘 し た 。  

L e a l  e t  a l .  ( 2 0 1 8 ) は 、 環 境 に 優 し い 企 業 と ク ー ル ノ ー 寡 占 モ デ ル を 用 い て 、 汚 染 削 減

技 術 の 選 択 と 環 境 政 策 へ の 政 府 の コ ミ ッ ト メ ン ト の タ イ ミ ン グ に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結

果 、 環 境 に 優 し い 企 業 が 環 境 政 策 へ の コ ミ ッ ト メ ン ト な し に 厚 生 と 環 境 の 質 に 対 し て よ り

良 い 結 果 を も た ら す 可 能 性 が あ る こ と を 指 摘 し た 。  

そ の ほ か 、 X u  a n d  L e e （ 2 0 1 8 ） は 、 ク ー ル ノ ー 寡 占 市 場 に お い て C S R 企 業 を 導 入 し 、

環 境 税 と 社 会 的 厚 生 へ の 影 響 に 対 す る C S R 企 業 の 役 割 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 C S R 企 業

が 市 場 に 存 在 す る 場 合 に は 環 境 政 策 の 効 果 が 促 進 さ れ る が 、 逆 に 、 よ り 高 い 課 税 が 過 剰 生

https://www.semanticscholar.org/author/Chih-Chen-Liu/50557158
https://www.semanticscholar.org/author/Leonard-F.S.-Wang/2108522130
https://www.semanticscholar.org/author/Sang-ho-Lee/51958579
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S1059056018301655#!
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産 を も た ら す の で 、 C S R 推 進 の た め の 適 切 な 規 制 の 枠 組 み が 必 要 で あ る と 指 摘 し た 。  

 K i m  e t  a l .  ( 2 0 1 9 ) は 、 公 的 企 業 が 、 企 業 の 社 会 的 責 任 に 配 慮 し た 私 的 企 業 と 競 争 す る

モ デ ル を 設 定 し 、 最 適 な 民 営 化 ・ 国 有 化 政 策 に つ い て 検 討 し た 。 同 一 の 費 用 関 数 を 想 定 し

て も 、 民 間 企 業 が 同 質 で あ る 場 合 、 最 適 な 民 営 化 の 程 度 は C S R の レ ベ ル と と も に 減 少 す

る が 、 企 業 間 の 目 的 が 大 幅 に 異 質 で あ る 場 合 、 C S R の 程 度 と の 関 係 は 単 調 で は な い こ と

を 示 し た 。 こ の よ う に 、 企 業 間 の 異 質 性 の 大 き さ に 影 響 を 与 え る C S R 活 動 が 、 混 合 寡 占

に お け る 最 適 な 民 営 化 政 策 を 選 択 す る 上 で 重 要 で あ る こ と を 示 唆 し た 。  

 

第 2 ― ７ 節  環 境 政 策 の 有 効 性 に 与 え る 影 響 に 関 す る 計 量 分 析  

2 ― ７ ― 1  日 本 に つ い て の C O 2  排 出 量 に 関 す る 計 量 分 析  

環 境 排 出 に 関 す る 計 量 分 析 は 、 そ の 多 く が 茅 恒 等 式 を 用 い た 排 出 要 因 分 析 と な っ て い る

2 8 。 日 本 で は 、 C O 2  排 出 量 に 関 す る 研 究 と 分 析 の 中 で 、 特 に 交 通 部 門 の 影 響 に 関 す る 研 究

が 活 発 に 行 わ れ て い る 。  

松 岡 ・ 村 上 ・ 松 本 （ 2 0 0 0 ） は 、 研 究 範 囲 を ア ジ ア ま で 広 げ て 、 ア ジ ア 諸 国 で の 製 造 業

と 電 力 業 を 中 心 に  C O 2  排 出 構 造 の 変 化 を 分 析 し た 。 1 9 8 6  年 以 降 は 、 省 エ ネ ル ギ ー 技 術

要 因 に よ り 、 も は や 経 済 成 長 に と も な う C O 2  排 出 量 の 増 加 を 抑 え る こ と が 困 難 と な り 、

1 9 9 3  年 お よ び  1 9 9 4  年 に か け て は 、 逆 に 排 出 増 加 傾 向 に 転 じ て い る 。 そ し て 、 ア ジ ア 諸

国 に お い て は 製 造 業 に 効 率 改 善 の 余 地 が 大 き く 、 費 用 対 効 果 の 高 い 対 策 が で き る が 、 電 力

業 に お い て は イ ン ド や 中 国 に お い て 効 率 改 善 が 進 ん で な い た め 、 日 本 か ら の 技 術 協 力 を 行

う こ と に よ り 電 力 部 門 に お け る  C O 2  排 出 量 削 減 の 可 能 性 が 検 討 で き る と 指 摘 し た 。  

ま た 、 交 通 部 門 に お い て 、 杉 原 ・ 生 駒 ・ 山 下 （ 2 0 0 7 ） は 土 地 利 用 と 交 通 の あ り 方 を 、

環 境 の 面 に 着 目 し 研 究 を 実 施 し た 。 大 都 市 の 「 都 市 雇 用 圏 」 デ ー タ を 用 い 、 重 回 帰 分 析 に

 

2 8 日 本 で は 、 エ ネ ル ギ ー 政 策 で 3 E （ 環 境 保 全 ＝ E n v i r o n m e n t 、 エ ネ ル ギ ー の 安 定 供 給 ＝

E n e r g y S e c u r i t y 、 経 済 性 ＝ E c o n o m y ） の 同 時 達 成 が 必 要 と さ れ て き た 。 こ の 三 者 の 関 係 を 端 的 に

表 す も の と し て 、「 茅 フ ォ ー ミ ュ ラ （ K a y a モ デ ル ）」 が あ る 。 日 本 の 地 球 温 暖 化 対 策 の 権 威 、 茅 陽 一

氏 （ 東 京 大 学 名 誉 教 授 ） が 提 示 し た も の で 、 1 9 9 7 年 1 2 月 に 京 都 で 開 催 さ れ た 国 連 気 候 変 動 枠 組 み

条 約 第 3 回 締 約 国 会 議 （ C O P 3 ） 前 後 に は 、 日 本 の 温 暖 化 対 策 の 方 向 性 を 示 す 基 本 的 な 考 え 方 と し

て 、 広 く 認 識 さ れ た も の で あ る 。 茅 恒 等 式 は 次 の よ う に 表 さ れ る 。  

C O 2 排 出 量 ＝ （
エ ネ ル ギ ー 消 費 量

経 済 活 動 量
） × （

CO2 排 出 量

エ ネ ル ギ ー 消 費 量
） × 経 済 活 動 量  

 こ れ を 言 い 換 え る と 次 の よ う な 式 に な る 。  

C O 2 排 出 量 ＝ エ ネ ル ギ ー 効 率 × C O 2 排 出 原 単 位 × 国 内 総 生 産 （ G D P ）  

 具 体 的 に は 、 寧 （ 2 0 1 6 ） や 橋 爪 （ 2 0 1 8 ） な ど を 参 照 さ れ た い 。  

https://link.springer.com/article/10.1007/s00712-018-00651-7#auth-Seung_Leul-Kim
https://ieei.or.jp/author/hashizume-yoshihiro/
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よ り 、 中 心 都 市 で は 乗 用 車 の 保 有 が 、 郊 外 地 域 で は 乗 用 車 保 有 に 加 え て 郊 外 化 が 、 乗 用 車  

C O 2  排 出 量 の 増 加 要 因 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、 交 通 部 門 か ら の 環 境 負 荷 軽 減

を 考 慮 し た 公 共 交 通 指 向 型 の 開 発 を 行 う た め に 、 自 家 用 乗 用 車 抑 制 策 が 必 要 で あ る こ と も

指 摘 し た 。  

岡 田 （ 2 0 0 8 ） は 、 交 通 部 門 の 中 で 貨 物 交 通 起 因 の  C O 2  排 出 要 因 を 分 析 し た 。 こ の 研 究

で は 、 茅 恒 等 式 を 利 用 し て 貨 物 部 門 に 関 す る  C O 2  排 出 要 因 の 検 討 を 行 っ た 。 研 究 を 通 じ

て 、 C O 2  排 出 削 減 に お い て は 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 の 改 善 が 一 番 大 き な 寄 与 を し た と 判 明 し

た 。  

さ ら に 、 米 澤 ・ 松 橋 （ 2 0 0 9 ） は 、 自 治 体 規 模 の 違 い に よ る 自 家 用 乗 用 車 の  C O 2  排 出 の

分 析 に つ い て 、 自 治 体 の 規 模 と  C O 2  排 出 量 の 関 係 に 注 目 し た 。 そ の 結 果 、 自 治 体 の 規 模

が 大 き い と こ ろ の  C O 2  排 出 量 が 減 少 し て 、 逆 に 規 模 が 小 さ い と こ ろ は 増 加 す る こ と を 確

認 し た 。 排 出 要 因 と し て は 、 い ず れ の 自 治 体 規 模 で も 排 出 係 数 の 低 下 と ト リ ッ プ あ た り 走

行 距 離 の 寄 与 が 大 き か っ た 。 ま た 、 効 果 が 大 き い 削 減 対 策 と し て 、 低 燃 費 車 両 の 普 及 が 一

番 有 効 な 対 策 で あ る こ と を 明 ら か に し た 。  

 

2 ― ７ ― 2  環 境 税 の 影 響 に 関 す る 既 存 の 実 証 研 究  

環 境 税 の 影 響 に 関 す る 研 究 は 、 そ の 多 く が O E C D 諸 国 を 対 象 と し て 展 開 さ れ て い る 。

K n e e s e  a n d  S c h u l t z e  ( 1 9 7 5 ) は 、 環 境 汚 染 問 題 を 解 決 す る た め に は 、 環 境 規 制 と 補 助 金

の 組 み 合 わ せ は 、 大 気 汚 染 と 水 質 汚 染 に 対 処 す る た め の 高 価 で 非 効 率 的 な 方 法 で あ る と 主

張 し た 。 ま た 、 環 境 政 策 か ら も た ら さ れ る 環 境 保 護 の 成 果 は 、 主 に 新 技 術 の 開 発 と 普 及 へ

の 影 響 に よ っ て 決 ま る こ と を 明 ら か に し た 。  

ま た 、 M i l l e r  a n d  Ve l a （ 2 0 1 3 ） は 、 O E C D 諸 国 の デ ー タ を 用 い て 、 パ ネ ル 分 析 を 行 い 、

ス ウ ェ ー デ ン な ど の 税 金 が 非 常 に 高 い 国 で は 、 再 生 可 能 な エ ネ ル ギ ー 生 産 が 進 み 、 C O 2  

の 排 出 量 が 大 幅 に 削 減 さ れ て い る と 指 摘 し た 。  

L ó p e z - M e n é n d e z  e t  a l . （ 2 0 1 4 ） は 、 1 9 9 6 年 か ら 2 0 1 0 年 の 期 間 中 に お い て 、 E U  2 7

か 国 の パ ネ ル デ ー タ を 用 い た 環 境 ク ズ ネ ッ ツ 曲 線 の 推 定 を 通 じ て 、 C O 2  排 出 量 が 経 済 成

長 に 与 え る 影 響 を 分 析 し た 。 そ し て 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 が  C O 2  排 出 量 に 大 き な

影 響 を 与 え る こ と が 示 さ れ た 2 9 。  

 

2 9  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー に つ い て 、 M o h t a s h a m  ( 2 0 1 5 ) を 参 照 さ れ た い 。  
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M o u t i n h o  e t  a l . （ 2 0 1 8 ） は 、 ヨ ー ロ ッ パ 全 体 の  C O 2  排 出 量 の 変 動 は 、 世 界 の 他 の 地

域 と 異 な り 、 過 去  1 0  年 間 、 主 に 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 生 産 性 と  G D P  あ た り の 再 生 可 能

電 力 生 産 の 影 響 に よ る も の で あ っ た と 指 摘 し た 。  

S e n  a n d  Vo l l e b e r g h （ 2 0 1 8 ） は 、 O E C D 諸 国 の エ ネ ル ギ ー 税 率 に 関 す る デ ー タ セ ッ ト

を 用 い て 、 炭 素 税 が エ ネ ル ギ ー 消 費 に 与 え る 長 期 的 な 効 果 を 推 定 し た 。 そ の 結 果 、 エ ネ ル

ギ ー 関 連 の 税 金 は 、 再 生 不 可 能 な エ ネ ル ギ ー の 削 減 を 条 件 と し て 、 炭 素 排 出 量 を 軽 減 で き

る と 主 張 し た 3 0 。 ま た 、 A R D L モ デ ル を 用 い て 、 O E C D の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 に 対 す る 環

境 関 連 税 の 影 響 を 研 究 し た 3 1 。 そ の 結 果 、 税 と 新 し い 政 策 が 温 室 効 果 ガ ス 排 出 を 軽 減 す る

た め の 効 果 的 な ツ ー ル に な り 得 る と 述 べ た 。  

そ の 後 、 A n d r e o n i （ 2 0 1 9 ） と B o r o z a n  （ 2 0 1 9 ） は 、 経 済 成 長 や エ ネ ル ギ ー 消 費 、 環

境 課 税 な ど の 環 境 関 連 指 標 が 環 境 汚 染 レ ベ ル に 影 響 を 与 え る 可 能 性 に 着 目 し 、 環 境 指 標 の

間 で 動 学 的 な 関 連 に つ い て 検 討 し た 。 こ れ ら の 実 証 的 研 究 か ら 、 分 析 の 結 果 は 選 択 さ れ た

変 数 、 期 間 、 お よ び 技 術 的 方 法 論 に 依 存 し て 、 大 き く 異 な る こ と を 指 摘 し た 。  

M a r d o n e s  a n d  C a b e l l o （ 2 0 1 9 ） は 、 二 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 硫 黄 お よ び 窒 素 な ど 様 々 な 種

類 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 に 対 す る 炭 素 税 の 削 減 効 果 を 研 究 し た 。 分 析 の 結 果 、 炭 素 税 に よ り 、

二 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 硫 黄 お よ び 窒 素 の 排 出 量 が そ れ ぞ れ 1 1 ％ 、 4 9 ％ お よ び  5 ％ 削 減 さ れ

た と 主 張 し た 。 ま た 、 こ の 研 究 は 、 環 境 税 の 税 率 の 変 化 が 汚 染 物 質 の 排 出 に 与 え る 影 響 は

小 さ い か も し れ な い と 指 摘 し た 。  

ま た 、 H e  e t  a l . （ 2 0 1 9 a ） と H e  e t  a l .  ( 2 0 1 9 b ) は 、 A R D L モ デ ル に 基 づ い て 、 1 9 9 4

年 か ら 2 0 1 6 年 に か け て 北 欧 ４ か 国 と G 7 諸 国 で 課 さ れ た 環 境 税 の 経 済 的 な 影 響 を 分 析 し

た 。 そ の 結 果 、 北 欧 4 か 国 の ク リ ー ン 配 当 が  C O 2  排 出 量 に 悪 影 響 を 及 ぼ し 、 G 7  諸 国 の

ク リ ー ン 配 当 が 化 石 燃 料 の 使 用 に 悪 影 響 を 与 え る こ と を 示 し た 。  

さ ら に 、 G h a z o u a n i  e t  a l .  ( 2 0 2 1 ) は 、 欧 州 諸 国 の  1 9 9 4  年 か ら  2 0 1 8  年 の デ ー タ を 用

い て 、 環 境 関 連 税 に 加 え て 環 境 技 術 に 関 す る  C O 2  排 出 削 減 の 有 効 性 を 分 析 し た 。 そ の 結

果 、 環 境 関 連 税 に 加 え て 高 い 環 境 技 術 の 採 用 が 環 境 政 策 に と っ て 有 効 で あ り 、 環 境 技 術 普

及 の た め の 国 際 連 携 や 資 金 融 資 が 必 要 で あ る こ と を 指 摘 し た 。  

続 い て 、 第 ３ 章 に お い て は 、 混 合 市 場 と 公 的 企 業 が 環 境 政 策 に 果 た す 役 割 を 検 討 す る た

 
3 0  具 体 的 に は 、 P e a c e  ( 1 9 9 1 ) も 参 照 さ れ た い 。  

3 1  A R D L （ A u t o r e g r e s s i v e  D i s t r i b u t e d  L a g 、 自 己 回 帰 分 布 ラ グ ） モ デ ル と は 、 従 属 変 数 と 独 立 変 数

の 両 方 の ラ グ を 説 明 変 数 と し て 含 む 標 準 的 な 最 小 二 乗 推 定 で あ る 。  
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め に 、 M a t s u m u r a  a n d  K a n d a  ( 2 0 0 5 ) に よ る 、 自 由 参 入 の 混 合 市 場 を 拡 張 し 、 民 間 企 業

と 公 的 企 業 が 混 在 し 、 資 金 制 約 も 技 術 制 約 も 厳 し い と い う 状 況 に お い て 、 公 的 企 業 に よ る

高 価 で ク リ ー ン な 生 産 技 術 の 導 入 に 焦 点 を あ て 、 産 業 均 衡 の 効 率 性 と 環 境 政 策 の 効 果 を 研

究 す る 。  
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第 3 章  自 由 参 入 の ク ー ル ノ ー 寡 占 と 環 境 政 策 お よ び 公 的 企 業 の 役 割  

 

 

第 3 ― 1 節  イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン  

 公 的 企 業 の 効 率 性 の 低 さ が 長 ら く 問 題 視 さ え て き た 中 国 で は 、 1 9 9 0 年 代 に は 、 公 的 企

業 の 民 営 化 な ど の 改 革 が 政 府 に よ っ て 進 め ら れ た き た 。 し か し 、 リ ー マ ン シ ョ ッ ク 後 の 景

気 刺 激 策 が 打 た れ た 際 、 多 く の 財 政 資 金 が 大 型 公 的 企 業 に 向 け ら れ た こ と か ら 、 鉄 道 、 電

信 、 都 市 ガ ス 、 電 気 、 鉄 鋼 な ど 様 々 な 分 野 で は 、 私 的 企 業 に 対 し て 公 的 企 業 の 影 響 力 を 高

め 経 済 活 動 に 対 す る 国 家 の 統 制 を 強 化 す る 「 国 進 民 退 」 の 動 き が あ る 3 2 。 さ ら に 、 1 9 9 9

年 「 公 的 企 業 の 改 革 と 発 展 に 関 す る 若 干 の 重 要 問 題 の 決 定 」 で は 、「 国 家 の 経 済 力 を 高 め 、

国 防 力 と 民 族 の 凝 集 力 を 高 め る に は 公 的 企 業 の 発 展 を 促 進 す る 必 要 が あ る 」 と し て 公 的 企

業 を 持 つ 理 由 が 提 示 さ れ て い る 3 3 。 と こ ろ が 、 近 年 、 そ れ ら の 産 業 に お い て は 、 市 場 へ の

参 入 規 制 や 公 的 企 業 の 低 い パ フ ォ ー マ ン ス な ど が 問 題 に な り 、 規 制 緩 和 に よ る 小 規 模 参 入

や あ る い は 参 入 の 自 由 化 を 認 め た り 、 公 的 企 業 の 民 営 化 な ど が 政 策 的 な 課 題 と な っ て い る 。

既 存 の 混 合 寡 占 市 場 に お け る 研 究 は 、 公 的 企 業 の 効 率 性 や 市 場 に お け る パ フ ォ ー マ ン ス 、

そ し て 、 そ れ を 踏 ま え る 政 府 が 公 的 企 業 を 民 営 化 す べ き か ど う か と い う 政 策 を 分 析 す る こ

と を 目 的 と し て き た 。  

 公 的 企 業 の 民 営 化 の 是 非 に 関 し て は 、 古 く か ら 議 論 が 続 い て い る 。 自 由 参 入 の 混 合 市 場

に お い て D e  F r a j a  a n d  D e l b o n  ( 1 9 8 9 ) は 、 公 的 企 業 の 社 会 的 厚 生 最 大 化 行 動 は 結 果 と し

て 社 会 的 厚 生 を 減 少 さ せ 、 公 的 企 業 の 民 営 化 が 望 ま し い こ と を 示 し た 。 逆 に 、

M a t s u m u r a  ( 1 9 9 8 ) は 、 政 府 が 公 的 企 業 の 行 動 を 操 作 で き る モ デ ル を 用 い て 、 少 な く と も

部 分 的 な 民 営 化 が 望 ま し い こ と を 示 し た 。 M a t s u m u r a  a n d  K a n d a  ( 2 0 0 5 ) は 、 公 的 企 業 の

 

3 2  国 有 経 済 の 増 強 と 民 間 経 済 の 縮 小 を 指 す 。  

3 3  中 国 の 公 的 企 業 は も と も と 国 策 を 推 進 す る た め に 国 家 が 作 る も の で あ る 。 末 廣 ( 2 0 0 0 ) に お い て は 、

中 国 の よ う な 社 会 主 義 国 ば か り で な く 、 ア ジ ア で も 明 治 時 代 の 日 本 も 官 営 富 岡 製 糸 場 や 官 営 八 幡 製

鉄 所 な ど の 国 有 企 業 を 作 る こ と で 工 業 化 を 推 進 し た し 、 韓 国 、 タ イ 、 イ ン ド ネ シ ア な ど 多 く の 国 が

国 有 企 業 を 設 立 し て 工 業 化 を 目 指 し て き た と 述 べ て い る 。 ま た 、 今 井 ( 1 9 9 3 ) で は 、 中 国 の 公 的 企 業

は 常 に 新 し い 経 営 方 針 を 導 入 し 、 公 的 企 業 に も 独 立 採 算 原 則 に 基 づ く 経 営 と 資 本 ・ 行 政 の 分 離 が 図

ら れ る よ う に な り 、 私 的 資 金 も 公 的 企 業 へ 注 が れ る 。 ま た 、 中 国 は W T O へ 加 盟 し て か ら 、 公 的 企

業 の 経 営 や 資 金 調 達 も さ ら に 効 率 化 に な る 可 能 性 が あ る と 指 摘 し た 。 し た が っ て 、 環 境 政 策 を 考 え

る 時 、 公 的 企 業 に は 汚 染 排 出 の 少 な い 高 価 な 生 産 技 術 を 用 い た 生 産 活 動 を 行 い 、 私 的 企 業 の 環 境 対

応 を 誘 導 す る 役 割 が 考 え ら れ る 。  
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活 動 が 市 場 に 参 入 す る 私 的 企 業 の 数 を 減 ら し 、 過 度 の 市 場 参 入 を 防 止 す る こ と に よ り 、 社

会 的 厚 生 を 高 め る こ と を 示 し た 。 こ の よ う な 研 究 は 、 D e  F r a j a  a n d  D e l b o n o  ( 1 9 8 9 ,  

1 9 9 0 ) 、 P a l  ( 1 9 9 8 ) 、 E s t r i n  a n d  d e  M e z a  ( 1 9 9 5 ) 、 B r a n d a o  a n d  C a s t r o ( 2 0 0 7 ) と I n o  

a n d  M a t s u m u r a  ( 2 0 1 0 ) な ど に お い て も 、 様 々 な 想 定 の 下 で 検 討 さ れ て き た 。 他 方 、

M u e l l e r  ( 1 9 8 9 )  と Vi n i n g  a n d  B o a r d m a n  ( 1 9 9 2 )  で は 、 実 証 的 な 分 析 に よ り 、 比 較 可 能

な 公 的 企 業 と 比 較 し て 私 的 企 業 の 効 率 性 が 優 れ て い る こ と を 示 し た 。  

他 方 、 自 由 参 入 の 混 合 市 場 に お い て 環 境 政 策 を 研 究 し た 文 献 に つ い て は 、 B á r c e n a -

R u i z  a n d  G a r z ó n  ( 2 0 0 6 ) は 、 環 境 基 準 の 導 入 が 、 公 的 企 業 が 非 効 率 的 で あ れ ば 公 的 企 業

を 民 営 化 す る こ と が 望 ま し い と 指 摘 し て い る 。 逆 に 、 C a t o  ( 2 0 0 8 ) は 、 外 部 不 経 済 の 高 い

産 業 に お い て は 、 民 営 化 政 策 は 社 会 的 厚 生 に と っ て 有 害 で あ る と 明 ら か に し た 。 さ ら に 、

X u  a n d  L e e  ( 2 0 1 7 ) で は 、 課 税 の 超 過 負 担 を 考 慮 し 自 由 参 入 市 場 に お け る 民 営 化 政 策 は 、

環 境 被 害 を 減 少 さ せ る が 、 参 入 費 用 が 低 い 場 合 の み 社 会 的 厚 生 を 増 加 さ せ る こ と を 示 し た 。  

 と こ ろ が 、 こ れ ら の 分 析 に お い て は 、 公 的 企 業 は 私 的 企 業 と 比 較 し て 非 効 率 的 で あ る か 、

あ る い は 同 じ 技 術 水 準 を 持 つ と 仮 定 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 今 日 の 中 国 の 産 業 に お い

て は 、 様 相 は 大 き く 異 な っ て い る 3 4 。 こ こ で 中 国 の 企 業 の 全 体 像 を 俯 瞰 し て み よ う （ 表 ３

－ 1 ）。 こ れ を み る と 、 公 的 企 業 、 私 的 企 業 お よ び 外 資 企 業 を 混 在 し て お り 、 特 に 、 公 益

事 業 や 金 融 以 外 の 多 く の 主 要 産 業 に お い て も 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 が 混 在 し て お り 、 産 業

内 に お い て お 互 い に 激 し い 競 争 を く り 広 げ て い る ば か り で は な く 、 多 く の 産 業 に お い て 、

国 際 的 に も 厳 し い コ ス ト 競 争 に 直 面 し て い る 。  

中 国 の 公 的 企 業 の 役 割 に 関 し て は 、 丸 川 （ 2 0 1 3 ） は 、 国 有 企 業 の 役 割 を 「 国 家 の 安 全

に 関 わ る 産 業 、 重 要 な 公 共 財 、 自 然 独 占 産 業 、 支 柱 産 業 と ハ イ テ ク 産 業 の 基 幹 企 業 」 と 広

く 認 め 、 中 国 は 今 後 こ れ ら の 企 業 を 国 策 推 進 の 手 段 と し て 強 化 し て い く で あ ろ う と 指 摘 し

た 。 こ れ ら の 分 野 は 、 表 ３ － ２ の よ う に ま と め る こ と が で き る 。 特 に 、 2 0 0 0 年 代 以 降 、

「 国 進 民 退 」 が 指 摘 さ れ る よ う に な っ た 3 5 。 こ れ に 関 し て 、 孫 根 ( 2 0 1 7 ) は 、 政 府 に よ る

国 有 企 業 に 対 す る 大 規 模 な 財 政 支 援 、 生 産 高 の 増 加 へ の 支 援 、 海 外 の エ ネ ル ギ ー ・ 資 源 権

益 お よ び 技 術 と 知 的 財 産 の 獲 得 な ど の 促 進 策 を あ げ て い る 。  

 

3 4  具 体 的 に は 、 伊 藤 ・ 張 ( 2 0 0 5 ) を 参 照 さ れ た い 。  

3 5  「 国 進 民 退 」 の 実 態 に 関 し て は 、 以 下 の 特 徴 が ま と め ら れ る 。 ① 地 方 国 有 企 業 が 相 対 的 に 縮 小 し て

い る の に 対 し て 、 中 央 政 府 所 属 の 国 有 企 業 は 資 産 保 有 量 、 企 業 数 、 従 業 員 数 が 増 加 し て い た 。 ② 中

央 政 府 所 属 の 国 有 企 業 の 中 、 特 に 国 務 院 直 属 の 「 央 企 」 が 増 強 を リ ー ド し て い る 。  
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表 ３ － 1   中 国 の 企 業 形 態 別 及 び 企 業 数 （ 2 0 1 0 年 以 降 ） 3 6  

 

 

表 ３ － ２   国 有 経 済 主 導 の 産 業 分 野 3 7  

 

国 家 の 安 全 に 関 わ る 産 業  

国 防 に 関 す る 産 業 、 貨 幣 の 鋳 造 お よ

び 国 家 の 戦 略 的 備 蓄 シ ス テ ム （ 食 料

の 備 蓄 、 エ ネ ル ギ ー の 備 蓄 な ど ）  

自 然 独 占 お よ び 寡 占 産 業  郵 政 、 電 気 通 信 、 電 力 、 鉄 道 、 航 空

な ど  

 

重 要 な 公 共 財 を 提 供 す る 産 業  

都 市 部 に お け る 水 道 、 ガ ス 、 公 共 交

通 お よ び 、 港 、 空 港 、 水 利 施 設 、 重

要 な 防 護 林 工 事 な ど  

基 幹 産 業 と ハ イ テ ク 産 業 に お け る 中

核 企 業  

石 油 採 掘 、 鉄 鋼 、 自 動 車 、 電 子 の 先

端 部 門 な ど  

 

ま た 、 中 国 の 公 的 企 業 に は 政 策 的 に 高 い 技 術 を 導 入 す る こ と が 求 め ら れ て い る 3 8 。 例 え

 

3 6  中 国 国 家 統 計 局 『 中 国 統 計 年 鑑 』 h t t p : / / w w w . s t a t s . g o v . c n / t j s j / n d s j / （ 2 0 2 0 年 6 月 5 日 閲 覧 ）。

2 0 1 1 年 、 2 0 1 3 年 、 2 0 1 5 年 、 2 0 1 7 年 及 び 2 0 1 8 年 の も の に と る 作 成 。  

3 7  具 体 的 に は 、 孫 根 ( 2 0 1 7 ) を 参 照 さ れ た い 。  

3 8  現 時 点 で も あ る 一 部 の 公 的 企 業 は 技 術 レ ベ ル が 低 い が 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 関 係 に つ い て は 、

2 0 1 3 年 以 後 、 改 革 の 目 的 を 公 的 企 業 の 強 化 と 位 置 付 け て 、 公 的 企 業 を 世 界 で 一 流 の 多 国 籍 企 業 に

育 て る と の 方 針 が 掲 げ ら れ て き た 。 公 的 企 業 の 強 化 に つ い て は 、「 よ り 強 く 、 よ り 大 き く 」 を 標 榜 し

て 、 中 央 政 府 所 管 の 大 手 国 有 企 業 同 士 の 合 併 が 相 次 い で い る 。 特 に 、 投 資 主 導 、 景 気 対 策 や 海 外 進

出 な ど の 方 面 で 、 公 的 企 業 の 成 長 を 確 保 す る た め 、 資 源 、 エ ネ ル ギ ー 分 野 は ほ ぼ 公 的 企 業 に よ っ て

独 占 し て お り 、 海 外 市 場 に お い て は 、 世 界 の ト ッ プ エ ネ ル ギ ー 企 業 と 熾 烈 な 競 争 を 繰 り 広 げ な が ら

企業形態　　　数　年 2010年 2012年 2014年 2016年 2017年

国有企業 153,800 159,644 130,216 132,373 133,223

集団所有制企業 192,300 183,870 1,472,551 141,442 155,641

株式合作制企業 71,800 74,697 69,767 67,654 62,350

連営企業 13,000 13,585 21,402 20,094 16,550

有限責任会社 773,300 1,090,375 1,848,091 2,532,423 2,368,950

株式有限会社 119,200 138,698 145,986 174,881 151,259

私営企業 4,683,900 5,917,718 7,766,188 10,500,697 14,368,860

港、澳、台投資企業 99,000 112,602 172,076 117,764 130,214

外系投資企業 118,200 130,851 119,878 122,391 136,997
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ば 、 永 井 ・ 劉 （ 2 0 1 6 ） は 、 山 東 省 に あ る 中 国 の 公 的 企 業 と し て の 大 手 企 業 「 山 東 鋼 鉄 集

団 有 限 公 司 」 に 属 し 、 年 間 1 0 0 0 万 ト ン の 鋼 材 を 生 産 す る 中 国 屈 指 の 「 済 南 鋼 鉄 集 団 公 司 」

は 、 2 0 1 1 年 に 6 つ の 旧 設 備 を 更 新 し 新 た な プ ラ ン ト が 完 成 し て い た と 述 べ た 3 9 。 そ れ は

生 産 量 で は 従 来 と 同 じ だ が 、 労 働 力 の 削 減 や 二 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 硫 黄 な ど の 排 出 量 削 減 、

さ ら に 廃 棄 物 を 用 い た 発 電 設 備 を 有 す る も の で あ る 。 ま た 、 横 塚 ( 2 0 0 8 ) で は 、 中 国 の 有

力 企 業 の C S R 報 告 書 の 分 析 よ り 、 公 的 企 業 が 排 出 削 減 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 に 注

力 し て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。 そ し て 、 2 0 1 7 年 以 来 、「 経 済 の 質 の 高 い 発 展 」 が

重 視 さ れ る こ と に な る と 、 経 済 発 展 の 原 動 力 も 従 来 と は 変 わ っ て く る 。 中 国 は イ ノ ベ ー シ

ョ ン 、 都 市 ・ 農 村 、 各 地 域 、 各 産 業 、 経 済 ・ 社 会 な ど の 「 協 調 」、 環 境 の 重 視 （ ク リ ー ン ）、

対 外 開 放 、 発 展 の 成 果 の 全 国 民 に よ る 「 共 有 」 の 5 つ の 「 新 発 展 理 念 」 を 提 出 し た 。 逆

に 、 私 的 企 業 に つ い て は 、 機 械 設 備 が 高 価 で あ る た め 老 朽 施 設 の 使 用 、 技 術 水 準 の 低 い 施

設 の 使 用 、 機 械 設 備 の 維 持 管 理 や 技 術 習 得 が 困 難 で あ り 、 厳 し い 競 争 の 中 で 、 コ ス ト 削 減

の た め 環 境 対 策 へ 十 分 な 取 り 組 み が 行 わ れ て い な い 4 0 。  

 本 章 に お い て は 、 中 国 経 済 の こ の よ う な 状 況 に お け る 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る た め

に 、 公 的 企 業 が 環 境 排 出 を と も な わ な い 高 い 生 産 技 術 の 下 で 操 業 し て い る 状 況 を 想 定 し 、

環 境 政 策 の 効 果 や 公 的 企 業 の 生 産 水 準 、 私 的 企 業 の 生 産 量 や 参 入 退 出 な ど を 検 討 す る 。 環

境 政 策 を 考 慮 す る こ と に よ り 、 自 由 参 入 の 混 合 寡 占 市 場 に お け る 公 的 企 業 に は 、 先 述 の よ

う に 新 た な 役 割 が 期 待 さ れ る 。 本 章 に お い て は 、 C a t o  ( 2 0 0 8 ) モ デ ル を 参 考 に し な が ら 、

M a t s u m u r a  a n d  K a n d a  ( 2 0 0 5 ) に よ る 、 自 由 参 入 の 混 合 寡 占 市 場 モ デ ル に お い て 新 た に 公

的 企 業 が 環 境 排 出 を と も な わ な い 高 い 生 産 技 術 を 用 い て い る 状 況 を 想 定 し 、 私 的 企 業 の 生

産 に と も な う 汚 染 物 質 の 排 出 と そ れ を 防 止 す る た め の 環 境 税 を 導 入 し て 、 公 的 企 業 の 望 ま

し い 行 動 を 検 討 す る 。 そ し て 、 企 業 数 が 外 生 変 数 と 内 生 変 数 と い う 2 つ の パ タ ー ン を 分 け

て 、 汚 染 物 質 の 排 出 と 環 境 税 が 産 業 均 衡 に 与 え る 効 果 を 検 討 す る 。  

 

も 、 持 続 的 な 事 業 規 模 の 拡 大 が 保 証 さ れ て い る 。 一 方 、 私 的 企 業 は 、 公 的 企 業 に 民 間 資 本 を 導 入 し

て 経 営 ノ ウ ハ ウ 等 を 活 用 し 、 企 業 と し て の ガ バ ナ ン ス を 高 め 、 政 府 と 企 業 を 分 離 す る こ と で 効 率 性

を 高 め る こ と を 目 指 し て い る 。  

3 9  工 場 は 1 9 5 8 年 に 建 設 さ れ 、 そ の 敷 地 内 に 従 業 員 家 族 用 の 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中 学 校 、 高 校 、 専 門 学

校 が あ る 。 卒 業 後 同 工 場 に 就 職 す る ケ ー ス や 、 中 国 の 大 学 を 卒 業 後 同 工 場 で 2 ～ 3 年 勤 務 し 、 日 本 の

「 新 日 本 製 鉄 」 で 研 修 、 そ の 後 同 工 場 に 復 帰 さ せ る と い う 形 で 人 材 を 育 成 し て き た 。  

4 0  中 国 で は 、 他 の 先 進 諸 国 と 比 べ て 遜 色 の な い 環 境 基 準 を 設 定 し 、 環 境 政 策 を 行 な っ て い る に も か か

わ ら ず 、 そ の 効 果 が 必 ず し も 上 が っ て い な い 理 由 の １ つ と な っ て い る 。  
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そ の 結 果 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。 第 １ に 、 企 業 数 が 外 生 的 に 一 定 の 場 合 に は 、 環 境

税 の 増 税 は 私 的 企 業 の 生 産 量 を 減 少 さ せ 、 公 的 企 業 の 生 産 量 を 増 大 さ せ る 。 一 方 、 環 境 税

の 増 税 は 直 接 的 に 私 的 企 業 の 生 産 費 用 を 増 加 さ せ る た め 、 私 的 企 業 に 減 産 の 誘 因 を 持 た せ 、

排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 少 さ せ る 。 ま た 、 産 業 の 最 適 性 と の 関 係 に 関 し て は 、 公 的 企 業 と 私

的 企 業 の 生 産 量 は 、 と も に 最 適 水 準 よ り 低 く な っ て い る こ と が 示 さ れ た 。 さ ら に 、 産 業 均

衡 に お い て 社 会 的 厚 生 を 増 大 さ せ る た め に 、 公 的 企 業 を 少 な く と も 部 分 的 に 民 営 化 す る こ

と が 望 ま し い 。 第 ２ に 、 私 的 企 業 に 自 由 参 入 を 認 め る 場 合 に は 、 社 会 的 厚 生 は 公 的 企 業 の

公 営 行 動 に 関 す る 係 数 値 が １ に お い て 最 大 と な り 、 完 全 な 公 営 化 が 望 ま し い こ と が 示 さ れ

る 。 ま た 、 環 境 税 を 課 税 す る と 、 公 的 企 業 の 生 産 量 は 増 加 す る 一 方 で 、 私 的 企 業 の 生 産 量

は 減 少 す る 同 時 に 、 参 入 企 業 数 も 減 少 す る 。 こ の よ う に 、 社 会 的 厚 生 を 最 大 化 す る 誘 因 を

持 つ 公 的 企 業 は 、 私 的 企 業 が 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 ら す べ く 、 通 常 の 混 合 市 場 に 比 べ い っ

そ う の 増 産 を 行 う 。 さ ら に 、 産 業 の 最 適 性 と の 関 係 に 関 し て は 、 公 的 企 業 の 最 適 水 準 と 私

的 企 業 の 自 由 参 入 に お け る 最 適 条 件 は 満 た さ れ る が 、 私 的 企 業 の 最 適 生 産 条 件 は 満 た さ れ

ず 、 過 少 生 産 と な る こ と が 示 さ れ た 。  

本 章 は 以 下 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 3 ― 2 節 で は 、 ク ー ル ノ ー 寡 占 と の 混 合 経 済 市

場 の 基 本 モ デ ル を 構 築 し 、 基 本 的 な 設 定 を 提 示 す る 。 第 3 ― 3 節 で は 、 企 業 数 が 外 生 変 数

の 場 合 で の 個 別 企 業 の 均 衡 産 出 量 お よ び 汚 染 物 質 の 排 出 と 環 境 税 が 産 業 均 衡 に 与 え る 効 果

お よ び 社 会 の 最 適 性 に つ い て 検 討 す る 。 第 3 ― 4 節 で は 、 企 業 数 が 内 生 変 数 の 場 合 で の 自

由 参 入 の 産 業 均 衡 に お け る 社 会 的 厚 生 の 最 大 化 条 件 お よ び 汚 染 物 質 の 排 出 が あ る 場 合 に 、

環 境 税 に よ り 環 境 政 策 の 効 果 お よ び 社 会 の 最 適 性 に つ い て 検 討 す る 。 第 3 ― 5 節 で は 、 結

論 を 導 く 。  

 

第 3 ― 2 節  基 本 モ デ ル  

 ク ー ル ノ ー 寡 占 の 混 合 経 済 市 場 を 考 え 、 す べ て の 企 業 は 完 全 代 替 的 な 財 を 生 産 し 、 そ の

財 に 対 す る 市 場 需 要 は 、 需 要 量 を  𝑞 と し て  𝑝(𝑞) と 与 え ら れ る と す る 。  

企 業  0 は 公 的 企 業 で 、 公 的 お よ び 私 的 に 保 有 さ れ て 、 社 会 的 厚 生 と 利 潤 の 加 重 平 均 を

最 大 化 す る こ と 目 的 と す る 。 ま た 、 企 業  ⅈ（ ⅈ =  1 , 2 ,⋯ , n ） は 私 的 企 業 で 、 各 自 の 利 潤 を 最

大 化 す る と 仮 定 す る 。  

 当 該 産 業 に お い て は 、 私 的 企 業 の 生 産 活 動 に と も な う 外 部 不 経 済 が 発 生 し 、 汚 染 排 出 量

は 、 各 企 業 の 生 産 量 に 比 例 す る 。 ま た 、 排 出 量 が 生 産 量 の 増 加 と と も に 上 昇 す る 。  
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 他 方 、 公 的 企 業 は コ ス ト の 高 い 生 産 技 術 を 用 い て 生 産 し て お り 、 簡 単 化 の た め 、 汚 染 物

質 を 排 出 し な い と 仮 定 す る 。 私 的 企 業 の 汚 染 物 質 の 排 出 は  𝐸(𝑥𝑖) と し 、 政 府 は 、 排 出 量 一

単 位 当 た り 環 境 税   𝜏 を 課 税 す る 。  

 社 会 的 厚 生 は 、 消 費 者 余 剰 と 生 産 者 余 剰 の 合 計 か ら 汚 染 排 出 に と も な う 環 境 被 害  

∑ 𝐸(𝑥𝑖) 
𝑛

𝑖＝ 1
を 差 し 引 い た も の と し て 定 義 さ れ る 。  

 

𝑊 = ∫ 𝑝(𝑞)ⅆ𝑞
𝑋

0

− 𝑝𝑋 + ∑𝛱𝑖

𝑛

𝑖=0

− ∑𝐸(𝑥𝑖)

𝑛

𝑖=1

= ∫ 𝑝(𝑞)ⅆ𝑞
𝑋

0

− ∑𝑐𝑖(𝑥𝑖)

𝑛

𝑖=0

―∑𝐸(𝑥𝑖)

𝑛

𝑖=1

 

 ( 3 - 1 )  

 こ こ で 、  𝛱𝑖  は 企 業 ⅈの 利 潤 で 、  𝑥𝑖  は 企 業 ⅈの 生 産 量 、 𝑐𝑖(𝑥𝑖) は 企 業 ⅈの 費 用 で あ る 。 こ れ ら

は 次 の （ 3 - 2 ）、（ 3 - 3 ） と （ 3 - 4 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝛱𝑖 = 𝑝(𝑋)𝑥𝑖 − 𝑐𝑖(𝑥𝑖) − 𝜏𝑥𝑖  （ ⅈ =  1 , 2 ,⋯ ,n ）  

 ( 3 - 2 )  

𝛱0 = 𝑝(𝑋)𝑥0 − 𝑐0(𝑥0)   （ ⅈ =  0 ）  

 ( 3 - 3 )  

𝑋 = ∑𝑥𝑖

𝑛

𝑖=0

 

 ( 3 - 4 )  

こ こ で 、  𝑐0(𝑥0) > 𝑐𝑖(𝑥𝑖), ∀𝑥𝑖(ⅈ  =  1,2,⋯ , 𝑛)と す る 。  

ま た 、  𝑈𝑖（ ⅈ  =  0,1,2,⋯ , 𝑛） を 企 業 ⅈの ペ イ オ フ と す る 。 私 的 企 業 と 公 的 企 業 に つ い て は そ

れ ぞ れ 以 下 の （ 3 - 5 ） と （ 3 - 6 ） 式 で 表 す 。  

 

𝑈𝑖 = 𝛱𝑖   （ ⅈ =  1 , 2 ,⋯ , n ）  

 ( 3 - 5 )  

𝑈0 = 𝛼𝑊 + (1 − 𝛼)𝛱0  （𝛼 ∈ [0,1]）  

 ( 3 - 6 )  

 こ こ で 、  𝛼 は 公 的 企 業 の 行 動 原 理 を 規 定 す る 変 数 で あ り 、  𝛼 =  1 な ら 、 公 的 企 業 は 社 会

的 厚 生 水 準 を 最 大 化 し 、  𝛼=  0 な ら 、 自 己 の 利 潤 を 最 大 化 す る 。 𝛼 は 政 府 が 決 定 す る と 考

え る 。  
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仮 定 1  市 場 の 逆 需 要 関 数  𝑝(𝑞) は 微 分 可 能 と 仮 定 し 、  𝑝′ < 0, ∀𝑞 ∈ 𝑝(𝑞) > 0 と す る 。  

 仮 定 ２  企 業 の 費 用 関 数  𝑐𝑖(𝑥𝑖) は 2 階 微 分 可 能 と 仮 定 し 、  𝑐′ > 0, 𝑐′′ > 0, ∀𝑥𝑖 ≥ 0 と  𝑐𝑖 （ ⅈ  =

 1,2,⋯ , 𝑛） は 厳 密 に 増 加 関 数 と す る 。  

 さ ら に 、 企 業 の 費 用 関 数 は 以 下 の （ 3 - 7 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝑐𝑖(𝑥𝑖) = {
0       𝑥𝑖 = 0

𝐹 + 𝑣𝑖(𝑥𝑖)   𝑥𝑖 > 0
 

 ( 3 - 7 )  

 こ こ で 、  𝐹 は 正 の 定 数 で あ り 、 私 的 企 業 が 参 入 す る 場 合 に 支 払 う 固 定 費 用 と 仮 定 す る 。

ま た 、 M a t s u m u r a  a n d  K a n d a  ( 2 0 0 5 ) な ど と 同 様 に 、 公 的 企 業 は 固 定 費 用 を 負 担 し な い と

仮 定 す る 。 す な わ ち 、𝑣𝑖(0) = 0,  𝑣𝑖
′ > 0, 𝑣𝑖

′′ > 0 と す る 。  

 

第 3 ― 3 節  企 業 数 が 外 生 変 数 の 場 合  

 こ こ で は 、 私 的 企 業 数 が 外 生 的 に 決 め ら れ 、 一 定 の 場 合 を 検 討 す る 。 ま ず 、 ゲ ー ム の タ

イ ミ ン グ に つ い て 示 す 。  

ゲ ー ム は 3 段 階 の ク ー ル ノ ー 型 寡 占 ゲ ー ム を 考 え 、 完 全 情 報 ゲ ー ム で あ る と 仮 定 す る 。

第 1 段 階 で は 、 政 府 は 公 的 企 業 0 を 設 立 す る 。 ま た 、 公 的 企 業 の 費 用 関 数 、 私 的 企 業 の 排

出 関 数 お よ び 市 場 の 逆 需 要 関 数 を 下 に 、 ピ グ ー 税  𝜏 を 設 定 す る 。 さ ら に 、𝛼 を 政 策 的 に 決

定 し 、  𝜏 と  𝛼 を 発 表 す る 。 第 2 段 階 で は 、 私 的 企 業 は  𝜏 と  𝛼 を 知 り 、 当 該 産 業 に 参 入 す る

か ど う か を 決 定 す る 。 第 3 段 階 で は 、 公 的 企 業 と 参 入 し た 私 的 企 業 は 各 自 の ペ イ オ フ  𝑈𝑖  

を 最 大 に す る よ う に 、 個 別 に 生 産 量 を 決 定 す る 。  

 公 的 企 業 の 目 的 関 数 は 次 の （ 3 - 8 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝑈0 = 𝛼𝑊 + (1 − 𝛼)𝛱0 

 

= 𝛼[∫ 𝑝(𝑞)ⅆ𝑞
𝑋

0

− ∑𝑐𝑖(𝑥𝑖)

𝑛

𝑖=0

―∑𝐸(𝑥𝑖)

𝑛

𝑖=1

] + (1 − 𝛼)[𝑝(𝑋)𝑥0 − 𝑐0(𝑥0)] 

 ( 3 - 8 )  

 公 的 企 業 の 目 的 関 数 （ 3 - 8 ） 式 に 基 づ き 、 公 的 企 業 の ペ イ オ フ  𝑈0 の 最 大 化 条 件 を （ 3 - 9 ）

式 の よ う に 求 め る 。  



34 

 

 

ⅆ𝑈0

ⅆ𝑥0
= 𝑝(𝑋) + (1 − 𝛼)𝑝′(𝑋)𝑥0 − 𝑐0

′ = 0 

( 3 - 9 )  

私 的 企 業 の 目 的 関 数 は 次 の （ 3 - 1 0 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝑈𝑖 = 𝑝(𝑋)𝑥𝑖 − 𝑐𝑖(𝑥𝑖) − 𝜏𝑥𝑖  （ ⅈ =  1 , 2 ,⋯ ,n ）  

( 3 - 1 0 )  

私 的 企 業 の 目 的 関 数 （ 3 - 1 0 ） 式 に 基 づ き 、 私 的 企 業 の ペ イ オ フ  𝑈𝑖  の 最 大 化 条 件 を （ 3 -

1 1 ） 式 の よ う に 求 め る 。  

 

ⅆ𝑈𝑖

ⅆ𝑥𝑖
= 𝑝(𝑋) + 𝑝′(𝑋)𝑥𝑖 − 𝑐𝑖

′ − 𝜏 = 0 

( 3 - 1 1 )  

仮 定 3  そ れ ぞ れ に 関 連 す る 2 階 条 件 は 満 た さ れ る と 仮 定 す る 。  

仮 定 4  同 質 的 な 私 的 企 業  

 

𝑐𝑖(𝑥) = 𝑐1(𝑥) （∀𝑥 ≥ 0;  ⅈ ∈ {1,2,⋯ , n}）  

 

𝑥1 = 𝑥2 = ⋯ = 𝑥𝑛 ≡ 𝑥1 

( 3 - 1 2 )  

 ( 3 - 1 2 ) 式 は 、 私 的 企 業 の 費 用 関 数 が 同 一 の 仮 定 よ り 、 生 産 量 も 同 じ に な る こ と を 示 し

て い る 。 し た が っ て 、𝑋 = 𝑥0 + 𝑛𝑥1 と な る 。  

以 下 で は 、 産 業 内 の 企 業 数 が 所 与 の 場 合 に つ い て 、 最 適 な  𝛼 を 求 め る 。  

 

定 義 1  企 業 数 が 固 定 の 場 合 の 均 衡 産 出 量  

 こ こ で 、 𝑥0
𝐹(𝛼, 𝜏, 𝑛) は 公 的 企 業 の 均 衡 生 産 量 、 𝑥1

𝐹(𝛼, 𝜏, 𝑛) は 私 的 企 業 の 均 衡 生 産 量 と す る

と 、 ま た 、 仮 定 4 同 質 的 な 私 的 企 業 を 満 た す た め 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 最 大 条 件 は そ れ

ぞ れ 次 の （ 3 - 1 3 ） と （ 3 - 1 4 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 。   

 



35 

 

𝑝(𝑋) + (1 − 𝛼)𝑝′(𝑋)𝑥0
𝐹 − 𝑐0

′ = 0 

 ( 3 - 1 3 )  

𝑝(𝑋) + 𝑝′(𝑋)𝑛𝑥1
𝐹 − 𝑐1

′ − 𝜏 = 0 

( 3 - 1 4 )  

3 ― 1 ― 1  民 営 化 か 公 的 運 営 か  

こ こ で 、 政 府 の 政 策  𝛼 お よ び 汚 染 物 質 の 排 出 と 環 境 税 が 産 業 均 衡 に 与 え る 効 果 を 検 討

す る た め 、 政 策 パ ラ メ ー タ  𝛼 が 上 昇 す る 時 と 環 境 税  𝜏 が 切 り 上 げ ら れ た 時 の 公 的 企 業 の

均 衡 生 産 量   𝑥0
𝐹 と 私 的 企 業 の 均 衡 生 産 量   𝑥1 

𝐹 へ の 効 果 を 検 討 す る 。  

( 3 - 1 3 ) と ( 3 - 1 4 ) 式 を  𝛼 と  𝜏 に つ い て 全 微 分 す る と 、 次 の ( 3 - 1 5 ) と ( 3 - 1 6 ) 式 に な る 。  

 

{𝑝′[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑃] + [(1 − 𝛼)𝑃′ − 𝑐0
′′]} ⅆ𝑥0

𝐹 + 𝑛𝑝′[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑝] ⅆ𝑥1
𝐹 = 𝑝′𝑥0

𝐹 ⅆ𝛼 

( 3 - 1 5 )  

𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃] ⅆ𝑥0
𝐹 + 𝑛{𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑝] + (𝑝′ − 𝑐1

′′)} ⅆ𝑥1
𝐹 = ⅆ𝜏 

( 3 - 1 6 )  

た だ し 、  𝛽 （0 ≤ 𝛽 ≡
𝑥0

𝐹

𝛸
≤ 1） は 公 的 企 業 の 生 産 率 、  1 − 𝛽 は 私 的 企 業 の 生 産 率 で あ り 、   

𝜀𝑝 ≡ （ − p′′）
𝛸

𝑝′  は 、 価 格 変 化 の 弾 力 性 を 表 し て い る 。 こ れ は 、 需 要 関 数 の 形 状 に よ り 一

般 的 に は 正 、 負 両 方 の 符 号 を 取 る が 、 以 下 で は 、 本 章 全 体 を 通 じ て  𝜀𝑝 ≤ 𝑚ⅈ𝑛 {
1

𝛽
,

1

1−𝛽
} と 仮

定 す る 。 こ れ は 、 需 要 の 変 化 に 対 し て 価 格 の 変 化 率 が 十 分 に 小 さ い こ と を 意 味 し て い る 。  

（ 3 - 1 5 ） と （ 3 - 1 6 ） 式 を 連 立 さ せ て 、 解 く こ と に よ り 、 次 の （ 3 - 1 7 ） と （ 3 - 1 8 ） 式

が 得 ら れ る 。  

 

ⅆ𝑥0
𝐹

ⅆ𝛼 
 =  

1

D
(𝑝′𝑥0

𝐹 𝑎22) > 0 

（ 3 - 1 7 ）  

ⅆ𝑥1
𝐹

ⅆ𝛼
 =  

1

D
(−𝑝′𝑥0

𝐹 𝑎21) < 0 

（ 3 - 1 8 ）  

 た だ し 、  𝑎21 = 𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃] < 0 ,  𝑎22 = 𝑛{𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑝] + (𝑝′ − 𝑐1
′′)} < 0 , 

 

D ≡ [(1 − 𝛼)𝑃′ − 𝑐0
′′]𝑛𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃] + [(1 − 𝛼)𝑃′ − 𝑐0

′′]𝑛(𝑝′ − 𝑐1
′′)+𝑝′[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑃] (𝑝′ − 𝑐1

′′) > 0 

 

と 示 さ れ る 。  
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 ( 3 - 1 7 ) と ( 3 - 1 8 ) 式 は そ れ ぞ れ 、 𝛼 が 上 昇 し た 時 に 公 的 企 業 の 生 産 量 は 増 加 、 私 的 企 業

の 生 産 量 は 減 少 す る こ と を 示 し て い る 。 こ れ ら の 事 実 は 、 次 の 補 題 1 を ま と め ら れ る 。  

 

補 題 １  

 仮 定 1 ～ 4 が 満 た さ れ 、  𝑥0
𝐹 > 0 か つ  𝑥1

𝐹 > 0 だ と し よ う 。  𝑥0
𝐹 は  𝛼 に つ い て 増 加 関 数 で あ り 、

 𝑥1
𝐹 は  𝛼 に つ い て 減 少 関 数 で あ る た め 、 政 府 の 政 策  𝛼 の 増 加 に つ れ て 公 的 企 業 の 均 衡 生 産

量   𝑥0
𝐹 は 増 加 し 、 私 的 企 業 の 均 衡 生 産 量   𝑥1 

𝐹 は 減 少 す る 。  

 

政 府 の 政 策  𝛼 の 上 昇 は 、 公 的 企 業 の 行 動 目 的 が 社 会 的 厚 生 の 最 大 化 に 傾 斜 す る こ と を 意

味 し て い る 。 そ し て こ の 補 題 は 、 公 的 企 業 は 社 会 的 厚 生 を 増 大 さ せ る た め に 生 産 量 を 増 大

さ せ 、 逆 に 、 私 的 企 業 の 生 産 が 抑 制 さ れ る こ と を 意 味 し て い る 。  

 

定 義 2  産 業 均 衡 に お け る 社 会 的 厚 生 関 数  

補 題 1 よ り 、 公 的 企 業 の 均 衡 生 産 量  𝑥0
𝐹と 私 的 企 業 の 均 衡 生 産 量  𝑥1 

𝐹  は  𝛼 に 依 存 し て い る

の で 、 産 業 均 衡 に お け る 厚 生 関 数 と し て 、 次 の （ 3 - 1 9 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝑊𝐹(𝛼) = ∫ 𝑝(𝑞)ⅆ𝑞
𝑥0

𝐹+𝑛𝑥1
𝐹

0

− 𝑐0(𝑥0
𝐹) − 𝑛𝑐1(𝑥1

𝐹) − 𝑛𝐸(𝑥1
𝐹) 

( 3 - 1 9 )  

こ こ で 、 社 会 的 厚 生 を 最 大 に す る  𝛼 は   0 < 𝛼 < 1 と な る 。 こ の こ と は 次 の 定 理 に 示 さ れ

る 。  

 

定 理 1  企 業 数 が 不 変 の 場 合 に は 、 仮 定 1 ～ 4 が 満 た さ れ 、  𝑥0
𝐹 > 0 か つ  𝑥1

𝐹 > 0 だ と し よ

う 。 社 会 的 厚 生 の 最 大 化 条 件  ０ ≤  𝛼 < 1 を 満 た す た め 、 公 的 企 業 を 少 な く と も 部 分 的 に 民

営 化 す る こ と が 望 ま し い 。  

 

証 明 ：  

 社 会 的 厚 生 を  𝛼 に つ い て 微 分 す る こ と に よ り 、（ 3 - 2 0 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 。  
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𝑊𝐹′
(𝛼) = (𝑝 − 𝑐0

′)
ⅆ𝑥0

𝐹

ⅆ𝛼 
+ 𝑛(𝑝 − 𝑐1

′ − 𝐸′)
ⅆ𝑥1

𝐹

ⅆ𝛼
 

( 3 - 2 0 )  

仮 定 1 ～ ４ が 満 た さ れ 、 ( 3 - 1 3 ) と ( 3 - 1 9 ) 式 を 用 い る と 、   𝑝 − 𝑐0
′ = −(1 − 𝛼)𝑝′(𝑋)𝑥0 > 0で 、  

ⅆ𝑥0
𝐹

ⅆ𝛼 
 > 0 の た め 、 ( 3 - 2 2 ) 式 の 第 一 項 は プ ラ ス で あ る 。 ま た 、 ( 3 - 1 4 ) と ( 3 - 2 0 ) 式 を 用 い る

と 、  𝑝 − 𝑐1
′ − 𝐸′ = −𝑝′(𝑋)𝑥1 > 0 で 、  

ⅆ𝑥1
𝐹

ⅆ𝛼
 < 0 の た め 、 第 二 項 は マ イ ナ ス と な る 。 特 に  𝛼 = 0 

の 場 合 に は 、 ( 3 - 9 ) 式 よ り  𝑝(𝑋) + 𝑝′(𝑋)𝑥0 − 𝑐0
′ = 0 と な り 、  𝑝(𝑋) − 𝑐0

′ > 0 と な る 。 ま た 、  

ⅆ𝑥0
𝐹

ⅆ𝛼 
> |𝑛

ⅆ𝑥1
𝐹

ⅆ𝛼
| が 示 さ れ る の で 、  𝑝 − 𝑐0

′ ≥ 𝑝 − 𝑐1
′ − 𝐸′ の 場 合 、 つ ま り  𝑐0

′ ≤ 𝑐1
′ + 𝐸′ の 場 合 に お い

て 、   𝑊𝐹′
(𝛼) > 0 と な る 4 1 。 一 方 、   𝛼 = 1 の 場 合 に は 、 ( 3 - 9 ) 式 よ り  𝑝(𝑋) − 𝑐0

′ = 0 と な り 、

 𝑊𝐹′
(𝛼) < 0 と な る た め 、 社 会 的 厚 生 が 最 大 に な る  𝛼 は ０ ≤  𝛼 < 1 と な る 。  

 

こ の 定 理 は 企 業 数 が 一 定 の 場 合 に は 、 公 的 企 業 は 少 な く と も 部 分 的 に 公 的 運 営 が 求 め ら

れ る こ と を 意 味 し て い る 。 こ の 結 論 は 、 企 業 数 が 一 定 で 産 業 全 体 の 生 産 量 が 最 適 水 準 、 公

的 企 業 が 一 部 民 営 化 す る こ と に よ り 生 産 量 の 調 整 が 行 わ れ る か ら と 理 解 で き よ う 。  

こ の 結 論 は 、 公 的 企 業 の 技 術 に 関 す る 想 定 が 異 な っ て は い る が 、 M a t s u m u r a  a n d  

K a n d a  ( 2 0 0 5 ) と の 結 論 と 整 合 的 で あ る と 考 え る こ と が で き よ う 。 他 方 、 企 業 数 が 一 定 な

場 合 に は 完 全 に 民 営 化 が 望 ま し い と い う C a t o  ( 2 0 0 8 ) の 結 論 と は 大 き く 異 な る こ と が わ か

る 。 こ れ は 、 本 章 で は 公 的 企 業 の 限 界 費 用 が 私 的 企 業 の 限 界 費 用 と 排 出 の 限 界 費 用 の 和 よ

り 小 さ い こ と を 想 定 し て い る の で 、 C a t o  ( 2 0 0 8 ) の ケ ー ス よ り も 公 的 企 業 の 最 適 生 産 量 が

増 加 す る か ら と 考 え る こ と が で き よ う 。  

 

3 ― 3 ― 2  環 境 税 の 効 果  

政 府 政 策 の 効 果 と 同 じ 求 め 方 で 、（ 3 - 1 5 ） と （ 3 - 1 6 ） 式 を 連 立 さ せ て 、 次 の （ 3 - 2 1 ）

と （ 3 - 2 2 ） 式 を 得 る 。  

 

ⅆ𝑥0
𝐹

ⅆ𝜏 
=

1

𝐷
(−𝑎12) > 0 

（ 3 - 2 1 ）  

 

4 1  補 論 Ⅰ を 参 照 さ れ た い 。  
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ⅆ𝑥1
𝐹

ⅆ𝜏 
=

1

𝐷
𝑎11 < 0 

（ 3 - 2 2 ）  

た だ し 、  𝑎11 = 𝑝′[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑃] + [(1 − 𝛼)𝑃′ − 𝑐0
′′] < 0  , 𝑎12 = 𝑛𝑝′[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑝] < 0 と 示 さ

れ る 。  

( 3 - 2 1 ) と ( 3 - 2 2 ) 式 よ り 、  𝑥0
𝐹 は  𝜏 に つ い て 増 加 関 数 で あ り 、   𝑥1

𝐹 は  𝜏 に つ い て 減 少 関 数

で あ る 。 し た が っ て 、 次 の 定 理 2 が 得 ら れ る 。  

 

定 理 2  企 業 数 が 不 変 の 場 合 に は 、 環 境 税 の 増 税 は 私 的 企 業 の 生 産 量 を 減 少 さ せ 、 公 的

企 業 の 生 産 量 を 増 大 さ せ る 4 2 。 こ れ は 、  𝛼 の 値 に か か わ ら ず 成 立 す る 。  

 

こ の 定 理 は 、 環 境 税 の 増 税 が 直 接 的 に 私 的 企 業 の 生 産 費 用 を 増 加 さ せ る た め 、 私 的 企 業

に 減 産 の 誘 因 を 持 た せ 、 そ れ に と も な っ て 排 出 す る 汚 染 物 質 が 減 少 す る と と も に 、 汚 染 排

出 を と も な わ な い 公 的 企 業 の 生 産 が 増 加 す る こ と を 意 味 し て い る 。  

 

こ の 結 論 は 、 C a t o  ( 2 0 0 8 )  が 示 し た 、 私 的 企 業 数 が 一 定 の 場 合 に 、 外 部 不 経 済 が 存 在

す る 場 合 に は 、 公 的 企 業 の 生 産 量 を 減 少 し 、 私 的 企 業 の 生 産 量 を 増 加 す る と い う 結 論 と 逆

に な っ て い る こ と が わ か る 。 そ の 理 由 は 、 C a t o  ( 2 0 0 8 ) に お い て は 、 公 的 企 業 の 社 会 的 限

界 費 用 が 私 的 企 業 の そ れ を 上 回 る 想 定 と な っ て お り 、 本 章 の 想 定 と は 逆 と な っ て い る か ら

と 理 解 で き よ う 。  

 

3 ― 3 ― 3  産 業 均 衡 の 最 適 性 と の 関 係  

 企 業 数  𝑛 が 外 生 変 数 の 場 合 に は 、 社 会 的 厚 生 を 最 大 化 す る 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 生 産 量

に 関 す る 条 件 は 、 そ れ ぞ れ  𝑝 (𝑋) − 𝑐0
′ = 0 と  𝑝(𝑋) − 𝑐1

′ − 𝐸′ = 0 と 示 さ れ る 。  

と こ ろ が 、 公 的 企 業 に つ い て 、 公 的 企 業 の 最 大 化 条 件 （ 3 - 1 3 ） 式 を 考 慮 す れ ば 、 下 の

（ 3 - 2 3 ） 式 が 成 立 す る 。  

 

 

4 2  こ こ で は 、 公 的 企 業 が 環 境 排 出 を と も な わ な い 高 い 生 産 技 術 を 使 用 し て い る と 仮 定 し て い る こ と を

注 意 さ れ た い 。  
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𝑝 (𝑋) − 𝑐0
′ = −(1 − 𝛼)𝑝′(𝑋)𝑥0

𝐹 > 0 

( 3 - 2 3 )  

 し た が っ て 、 公 的 企 業 の 生 産 量  𝑥0
𝐹 は 社 会 的 な 最 適 水 準 よ り 低 く な っ て い る こ と が わ か

る 。  

 ま た 、 私 的 企 業 に つ い て 、 私 的 企 業 の 最 大 化 条 件 （ 3 - 1 4 ） 式 を 考 慮 す れ ば 、 下 の （ 3 -

2 4 ） 式 に な る 。  

 

𝑝(𝑋) − 𝑐1
′ − 𝜏 = −𝑝′(𝑋)𝑛𝑥1

𝐹 > 0 

( 3 - 2 4 )  

し た が っ て 、 民 間 企 業 の 生 産 量 も 社 会 的 最 適 の 水 準 よ り 低 く な っ て い る こ と が わ か る 。  

 

定 理 3  企 業 数  𝑛 が 不 変 の 場 合 に は 、 公 的 企 業 と 民 間 企 業 の 生 産 量 は 、 と も に 最 適 水 準

よ り 低 く な っ て い る 。  

 

こ の 定 理 は 、 ( 3 - 2 3 ) 式 に お い て 、  𝛼 < 1 の 場 合 に は 、 右 辺 は プ ラ ス と な り 、  𝑝 (𝑋) > 𝑐0
′  

に な る た め 、 望 ま し い 生 産 水 準 よ り 低 い こ と を 意 味 し て い る 。 ま た 、 私 的 企 業 に つ い て も

同 様 の こ と が 言 え る 。 ま た 、  𝜏 = 𝐸′ の 下 で は 最 適 な 生 産 量 は 達 成 で き な い こ と も わ か る 。  

 

第 3 ― 4 節  私 的 企 業 の 自 由 参 入 の 場 合  

 次 に 、 私 的 企 業 が 当 該 市 場 に 自 由 参 入 す る 場 合 に つ い て 検 討 す る 。 こ の 場 合 、 企 業 数 は

内 生 変 数 と な る 。  

第 3 ― ３ 節 と 同 じ く 、 ゲ ー ム は 4 段 階 の ク ー ル ノ ー 型 寡 占 ゲ ー ム を 考 え 、 完 全 情 報 ゲ ー

ム で あ る と 仮 定 す る 。 第 1 段 階 に お い て 、 政 府 は 公 的 企 業 を 設 立 す る こ と を 決 定 す る 。 こ

の 場 合 に は 、 固 定 費 用  𝐹0 が か か る 。 こ れ は 公 的 企 業 の 埋 没 費 用 で あ る 。 第 2 段 階 に お い

て は 、 政 府 が 社 会 的 厚 生 を 最 大 に す る よ う に  𝛼 ∈ [0,1] を 決 定 す る 。 第 3 段 階 に お い て は 、

私 的 企 業 は  𝛼 を 知 り 、 当 該 産 業 に 参 入 す る か ど う か を 決 定 す る 。 参 入 す る 場 合 に は 、 固 定

費 用  𝐹1 が か か る が 、 こ れ は 私 的 企 業 の 埋 没 費 用 で あ る 。 最 後 に 、 第 4 段 階 に お い て 、 参

入 し た 企 業 が 生 産 量 を 決 定 す る 。  

 ま ず 、 第 4 段 階 の サ ブ ゲ ー ム か ら 解 い て い く 。  

 公 的 企 業 の 生 産 量 の 決 定 に つ い て は 、 一 階 条 件 は （ 3 - 1 3 ） 式 と 同 じ で あ る 。  
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𝑝(𝑋) + (1 − 𝛼)𝑝′(𝑋)𝑥0 − 𝑐0
′ = 0 

( 3 - 1 3 )  

 私 的 企 業 に つ い て は 、（ 3 - 1 4 ） 式 が 成 立 す る が 、 仮 定 4 同 質 的 私 的 企 業 よ り 、（ 3 - 4 ） と

（ 3 - 1 4 ） に 適 用 す る こ と に よ り 、 次 の （ 3 - 2 5 ） と （ 3 - 2 6 ） 式 が 得 ら れ る 。  

 

𝑋 = 𝑥0 + 𝑛𝑥1 

( 3 - 2 5 )  

𝑝(𝑋) + 𝑛p′(𝑋)x1 − 𝑐1
′ − 𝜏 = 0 

( 3 - 2 6 )  

次 は 、 第 3 段 階 に お い て 、  𝛼 を 所 与 と し て 、 サ ブ ゲ ー ム を 解 く 。  

私 的 企 業 は 利 潤 が 非 負 の 場 合 の み 参 加 す る の で 、 自 由 参 入 の 産 業 均 衡 に お い て は 、 利 潤

は ゼ ロ と な る 。 し た が っ て 、 次 の （ 3 - 2 7 ） 式 が 成 立 す る 。  

 

𝑝(𝑋)𝑥1 − 𝑐1(𝑥1) − 𝜏𝑥1 = 0 

( 3 - 2 7 )  

 こ こ で 、  𝑐1(𝑥1) = 𝐹 + 𝑣1(𝑥1) と な る こ と を 注 意 さ れ た い 。  

 

3 ― 4 ― 1  民 営 化 か 公 的 運 営 か  

 以 下 で は 、 𝑥0
𝐸 は 均 衡 の 公 的 企 業 生 産 量 、 𝑥1

𝐸 は 均 衡 の 私 的 企 業 生 産 量 、  𝑛𝐸 は 均 衡 の 企 業

数 、  𝑋𝐸 は 均 衡 に お け る 産 業 全 体 の 生 産 量 と す る 。 こ れ は 、（ 3 - 2 5 ） と （ 3 - 1 3 ） 式 、（ 3 -

2 6 ） と （ 3 - 2 7 ） 式 か ら 導 出 さ れ る 。 な お 、 こ れ ら す べ て を 正 と 仮 定 す る 。  

 （ 3 - 1 3 ）、（ 3 - 2 6 ） と （ 3 - 2 7 ） 式 を 全 微 分 し 、 𝛼 に つ い て 解 く こ と に よ り 、 次 の ( 3 -

2 8 ) ~ ( 3 - 3 0 ) 式 が 得 ら れ る 。  

 

ⅆ𝑥1

ⅆ𝛼
=

𝑝′2𝑥0𝑥1

𝐷
(𝑎21𝑥1 − 𝑎21𝑥1) = 0 

( 3 - 2 8 )  

ⅆ𝑥0

ⅆ𝛼
=

𝑝𝑥0𝑥1

𝐷
[𝑝′𝑥1(𝑝

′ − 𝑐0
′′) − 𝑎21(𝑝 − 𝑐1

′ − 𝜏 )] > 0 
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( 3 - 2 9 )  

ⅆ𝑛

ⅆ𝛼
=

𝑝′2𝑥0𝑥1

𝐷
𝑎22 < 0 

 ( 3 - 3 0 )  

た だ し 、  𝑎21 = 𝑝′′𝑥1 + 𝑝′ = 𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑝] < 0 ,   𝑎22 = 𝑛𝑝′{[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃] + (𝑝′ − 𝑐1
′′)} < 0 ,  

 

D = 𝑝′𝑥1[𝑥1(𝑎11𝑎22 − 𝑎12𝑎21) + (𝑎12𝑎23 − 𝑎13𝑎22)] > 0 

 

と 示 さ れ る 。  

こ こ て 、 以 下 の 補 題 2 ～ 4 が 得 ら れ る 4 3 。  

 

補 題 2  

 仮 定 1 ～ 4 が 成 立 す る と し よ う 。 そ の と き 、𝑥1
𝐸  は  𝛼 に 依 存 し な い 4 4 。 ま た 、𝑋𝐸 は  𝛼 に 依

存 し な い 4 5 。  

 

補 題 3  

 仮 定 1 ～ 4 が 成 立 す る と し よ う 。 そ の と き 、
ⅆ𝑥0

𝐸

ⅆ𝛼
> 0 な の で 、 均 衡 に お け る 公 的 企 業 の 生

産 量  𝑥0 
𝐸  は  𝛼 の 増 加 に つ れ て 増 加 す る 4 6 。  

 

補 題 4  

 仮 定 1 ～ 4 が 成 立 す る と し よ う 。 そ の と き 、  
ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼
< 0 な の で 、 均 衡 に お け る 企 業 数  𝑛𝐸 は

 𝛼 の 増 加 に つ れ て 減 少 す る 4 7 。  

 

 政 府 の 政 策  𝛼 の 上 昇 は 、 公 的 企 業 が 社 会 的 厚 生 の 増 大 と い う 行 動 目 的 を よ り 重 視 す る こ

と を 意 味 し て い る 。 そ の 結 果 、  𝛼 の 上 昇 に と も な い 、 公 的 企 業 の 生 産 量 は 増 加 し 、 逆 に 、

 

4 3  証 明 は 補 論 Ⅱ を 参 照 さ れ た い 。  

4 4  補 論 Ⅱ の （ A . 9 ） 式 を 参 照 さ れ た い 。  

4 5  補 論 Ⅱ の （ A . 1 2 ） 式 を 参 照 さ れ た い 。  

4 6  補 論 Ⅱ の （ A . 1 0 ） 式 を 参 照 さ れ た い 。  

4 7  補 論 Ⅱ の （ A . 1 1 ） 式 を 参 照 さ れ た い 。  
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私 的 企 業 の 利 潤 水 準 は 低 下 す る の で 、 参 入 企 業 数 の 減 少 を も た ら す こ と が わ か る 。  

 

定 義 3  自 由 参 入 の 産 業 均 衡 に お け る 社 会 的 厚 生 関 数  

 

𝑊𝐸(𝛼) = ∫ 𝑝(𝑞)ⅆ𝑞
𝑥0

𝐸+𝑛𝐸𝑥1
𝐸

0

− 𝑐0(𝑥0
𝐸) − 𝑛𝐸𝑐1(𝑥1

𝐸) − 𝑛𝐸𝐸(𝑥1
𝐸) 

( 3 - 3 1 )  

 こ こ で 、   𝛼 に 関 し て ( 3 - 3 1 ) 式 を 微 分 す る こ と に よ り 次 式 に な る 。  

 

𝑊𝐸′
(𝛼) = 𝑝(𝑋)(

ⅆ𝑥0
𝐸

ⅆ𝛼 
+

ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼 
𝑥1

𝐸 + 𝑛𝐸
ⅆ𝑥1

𝐸

ⅆ𝛼 
) − 𝑐0

′
ⅆ𝑥0

𝐸

ⅆ𝛼 
− (𝑐1 + 𝐸)

ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼 
− 𝑛𝐸(𝑐1 + 𝐸)

ⅆ𝑥1
𝐸

ⅆ𝛼 
 

( 3 - 3 2 )  

上 述 の 補 題 2 よ り 、  𝑋𝐸 は  𝛼 に 依 存 し な い た め 、   
ⅆ𝑥0

𝐸

ⅆ𝛼 
+

ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼 
𝑥1

𝐸 + 𝑛𝐸 ⅆ𝑥1
𝐸

ⅆ𝛼 
= 0 と な り 、（ 3 - 3 2 ）

式 右 辺 の 第 一 項 は ゼ ロ と な る 。 同 じ く 、 補 題 ２ よ り 、  𝑥1
𝐸 は  𝛼 に 依 存 し な い た め 、  

ⅆ𝑥1
𝐸

ⅆ𝛼 
= 0 

と な り 、 ( 3 - 3 2 ) 式 の 右 辺 の 第 四 項 は ゼ ロ と な る 。  

し た が っ て 、（ 3 - 3 3 ） 式 が 得 ら れ る 。  

 

𝑊𝐸′
(𝛼) = −𝑐0

′
ⅆ𝑥0

𝐸

ⅆ𝛼 
− (𝑐1 + 𝐸)

ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼 
 

( 3 - 3 3 )  

 補 題 4 よ り 、 均 衡 に お け る 企 業 数  𝑛𝐸 は  𝛼 の 増 加 に つ れ て 減 少 す る 。 そ し て 、  𝛼 の 増 加

に よ る 私 的 企 業 の 費 用 減 少 分 は  (𝑐1 + 𝐸)
ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼 
=

𝑐1+𝐸

𝑥1
𝐸

ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼 
𝑥1

𝐸 と 示 さ れ る 。 こ こ で 、  
𝑐1+𝐸

𝑥1
𝐸  は 汚 染 損

害 を 含 め た 平 均 費 用 と な り 、
ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼 
𝑥1

𝐸 は 私 的 企 業 の 生 産 物 の 減 少 分 を 示 す 。 同 時 に 、  𝛼 の 上

昇 は 公 的 企 業 の 生 産 量 を 増 加 さ せ る 。 こ れ を 伴 う 生 産 費 用 の 上 昇 分 が  𝑐0
′ ⅆ𝑥0

𝐸

ⅆ𝛼 
 と 示 さ れ る 。  

 ま た 、 自 由 参 入 産 業 均 衡 の 条 件 （ 3 - 2 7 ） 式 に お い て 、 𝐸(𝑥1
𝐸) ≥ 𝜏𝑥1

𝐸  で あ れ ば 、
𝑐1+𝐸

𝑥1
𝐸  ≥ 𝑝 

と な る 。 公 的 企 業 の 均 衡 条 件 （ 3 - 1 3 ） 式 よ り 、 𝑝(𝑋) − 𝑐0
′ = −(1 − 𝛼)𝑝′(𝑋)𝑥0

𝐸 > 0 と な り 、 価

格  𝑝 は  𝑐0
′  よ り 厳 密 に 大 き い 。 総 生 産 量  𝑋 は  𝛼 に 依 存 し な い の で 、   

ⅆ𝑥0
𝐸

ⅆ𝛼
+ 𝑥1

𝐸 ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼
+ 𝑛𝐸 ⅆ𝑥1

𝐸

ⅆ𝛼
= 0 

と な り 、 補 題 2 よ り  
ⅆ𝑥1

𝐸

ⅆ𝛼
= 0 な の で 、  

ⅆ𝑥0
𝐸

ⅆ𝛼
= −𝑥1

𝐸 ⅆ𝑛𝐸

ⅆ𝛼
 と な る 。  

以 上 を （ 3 - 3 3 ） 式 に 代 入 す る と （ 3 - 3 4 ） 式 が 得 ら れ る 。  
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𝑊𝐸′
(𝛼) = (

𝑐1+𝐸

𝑥1
𝐸 − 𝑐0

′)
ⅆ𝑥0

𝐸

ⅆ𝛼
> [𝑝(𝑋) − 𝑐0

′ ]
ⅆ𝑥0

𝐸

ⅆ𝛼
= 0 

( 3 - 3 4 )  

 し た が っ て 、 上 式 の よ う に  𝑊𝐸′
(𝛼) > 0 (0 ≤ 𝛼 ≤ 1) が 示 さ れ る の で 、  𝛼 = 1 に お い て 社 会

的 厚 生 が 最 大 と な る こ と が わ か る 。  

 

 

定 理 4  仮 定 1 ～ 4 が 満 た さ れ る な ら ば 、 社 会 的 厚 生  𝑊𝐸 は  𝛼 = 1 に お い て 最 大 と な り 、

公 的 企 業 は 限 界 費 用 価 格 形 成 原 理 に よ り 生 産 を 行 う た め 、 完 全 な 公 営 化 が 望 ま し い 。  

 

証 明 ：  

𝛼 = 1の 場 合 （ 3 - 1 3 ） 式 よ り  𝑝(𝑋) − 𝑐0
′ = 0 と な り 、 公 的 企 業 は 限 界 費 用 価 格 形 成 原 理 に

よ り 生 産 を 行 う た め 、 完 全 な 公 営 化 が 望 ま し い 。  

 

社 会 的 余 剰 の 最 大 化 を 目 的 と す る 公 的 企 業 は 、 私 的 企 業 に 比 べ て 積 極 的 に 生 産 す る 誘 因

を 持 つ が 、 本 章 の 設 定 に お い て は 、 公 的 企 業 の 社 会 的 限 界 費 用 は 私 的 企 業 の そ れ よ り 低 い

の で 、 私 的 企 業 数 が 可 変 の 場 合 に は 公 的 企 業 は 完 全 な 公 的 運 営 を 行 い 、 社 会 的 厚 生 の 増 大

の た め に 生 産 量 を 増 加 さ せ る こ と を 意 味 し て い る 。  

 

こ の 定 理 は 、 C a t o  ( 2 0 0 8 )  が 指 摘 し た 、 外 部 不 経 済 の 高 い 産 業 に お い て は 、 民 営 化 政

策 は 社 会 的 厚 生 に と っ て 有 害 で あ る と い う 結 論 と 整 合 的 で あ る と 考 え て よ い で あ ろ う 。 一

方 、  B á r c e n a - R u i z  a n d  G a r z ó n  ( 2 0 0 6 )  で の 私 的 企 業 の 数 が 十 分 に 多 い 場 合 に は 、 政 府

は 常 に 公 的 企 業 を 民 営 化 す る と い う 結 論 と は 逆 に な る 。 こ れ は 、 本 章 に お い て は 、 公 的 企

業 の 限 界 費 用 が 私 的 企 業 の 社 会 的 限 界 費 用 よ り 低 い こ と を 想 定 し て い る か ら と 理 解 す る こ

と が 出 来 よ う 。  

 

3 ― 4 ― 2  環 境 税 の 効 果  

次 に 、 環 境 税 に よ る 環 境 政 策 の 効 果 を 検 討 す る 。  

環 境 税 が 公 的 企 業 の 生 産 量 に 対 す る 影 響 は  
ⅆ𝑥0

ⅆ𝜏
  に つ い て 解 く と （ 3 - 3 5 ） 式 が 得 ら れ る 。  
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ⅆ𝑥0

ⅆ𝜏
= −

𝑥1
2

𝐷
[(1 − 𝛼)𝑝′(1 − 𝛽𝜀𝑃 )][(1 + 𝑛)𝑃′ − 𝑐′′] > 0 

( 3 - 3 5 )  

 環 境 税 が 私 的 企 業 の 生 産 量 に 対 す る 影 響 は  
ⅆ𝑥1 

ⅆ𝜏
 に つ い て 解 く と （ 3 - 3 6 ） 式 が 得 ら れ る 。  

 

ⅆ𝑥1

ⅆ𝜏
= −

𝑥1
3𝑝′

𝐷
{(1 − 𝛼)𝑝′′𝑥1 + 𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃]  − 𝑐′′} < 0 

( 3 - 3 6 )  

環 境 税 が 企 業 数 に 対 す る 影 響 は  
ⅆ𝑛

ⅆ𝜏
 に つ い て 解 く と （ 3 - 3 7 ） 式 が 得 ら れ る 。  

 

ⅆ𝑛

ⅆ𝜏
=

𝑥1𝑛

𝐷
{𝑝′(1 − 𝛽𝜀𝑃 )[(1 − 𝛼)(𝑝′ − 𝑐′′) + 𝑝′(1 − 𝛼)] 

                                 +[(1 − 𝛼)𝑝′ − 𝑐′′]𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃]  + (𝑝′ − 𝑐′′)2} < 0 

 

( 3 - 3 7 )  

定 理 5  仮 定 1 ～ 4 が 満 た さ れ る な ら ば 、 環 境 税 の 増 税 は 公 的 企 業 の 生 産 量 を 増 加 さ せ

る 一 方 で 、 私 的 企 業 の 生 産 量 を 減 少 さ せ る 。 同 時 に 、 参 入 企 業 数 も 減 少 す る 。  

 

こ の 定 理 の 経 済 的 意 味 は 、 社 会 的 厚 生 最 大 化 の 目 的 を 持 ち 、 高 い 環 境 技 術 を 有 す る 公 的

企 業 が 私 的 企 業 が 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 ら す べ く 、 通 常 の 混 合 市 場 に 比 べ 、 い っ そ う の 増

産 を 行 う 誘 因 を 持 つ こ と を 意 味 し て い る 。  

 

こ の 結 論 は 、 C a t o  ( 2 0 0 8 ) の 、 環 境 税 の 増 税 に と も な い 私 的 企 業 の 生 産 量 と 参 入 企 業 数

は 増 加 し 、 公 的 企 業 の 生 産 量 は 減 少 し 、 公 的 企 業 か ら 私 的 企 業 へ の 生 産 代 替 に つ な が る と

い う 結 論 と 逆 に な る こ と が わ か る 。 こ れ に つ い て も 、 公 的 企 業 の 限 界 費 用 が 民 間 企 業 の 社

会 的 限 界 費 用 よ り 低 い と い う 本 章 の 想 定 が も た ら す も の と 理 解 す る こ と が 出 来 よ う 。  

 

3 ― 4 ― 3  産 業 均 衡 の 最 適 性 と の 関 係  

 企 業 数  𝑛 が 内 生 変 数 の 場 合 に は 、 公 的 企 業 、 私 的 企 業 の 自 由 参 入 条 件 と 私 的 企 業 の 最 大

化 条 件 は そ れ ぞ れ  𝑝 (𝑋) − 𝑐0
′ = 0 , 𝑝(𝑋)𝑥1 − 𝑐1 − 𝐸 = 0 と  𝑝(𝑋) − 𝑐1

′ − 𝐸′ = 0 と 示 さ れ る 。  
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 公 的 企 業 に つ い て 、  𝛼 = 1 か つ 公 的 企 業 の 最 大 化 条 件 （ 3 - 1 3 ） 式 よ り 、 下 の （ 3 - 3 8 ）

式 が 満 た さ れ る こ と が わ か る 。  

 

𝑝 (𝑋) − 𝑐0
′ = 0 

( 3 - 3 8 )  

し た が っ て 、 公 的 企 業 は 最 大 化 条 件 を 満 た す 。  

ま た 、 私 的 企 業 の 自 由 参 入 に つ い て 、  𝜏𝑥1 = 𝐸 と す れ ば 、（ 3 - 2 7 ） 式 よ り 、 下 の （ 3 - 3 9 ）

式 が 得 ら れ る 。  

 

𝑝(𝑋)𝑥1 − 𝑐1(𝑥1) − 𝐸 = 𝑝(𝑋)𝑥1 − 𝑐1(𝑥1) − 𝜏𝑥1 = 0 

（ 3 - 3 9 ）  

し た が っ て 、 こ の 場 合 に 自 由 参 市 場 は 、 社 会 的 に 最 適 な 企 業 数 を 達 成 す る 。  

最 後 に 、 私 的 企 業 に つ い て 、 私 的 企 業 の 最 大 化 条 件 （ 3 - 2 6 ） 式 を 考 慮 す れ ば 、 下 の

（ 3 - 4 0 ） 式 が 得 ら れ る 。  

 

𝑝(𝑋) − 𝑐1
′ − 𝜏 = −𝑝′(𝑋)𝑛𝑥1

𝐹 > 0 

（ 3 - 4 0 )  

 し た が っ て 、  𝜏 = 𝐸′ の 下 で は 最 適 な 生 産 量 は 達 成 で き な い 。  

 

定 理 6  企 業 数  𝑛 が 内 生 変 数 の 場 合 に は 、 産 業 均 衡 に お い て 公 的 企 業 の 生 産 の 最 適 水 準

と 私 的 企 業 の 自 由 参 入 に お け る 最 適 条 件 が 満 た さ れ る 。 一 方 、 私 的 企 業 の 利 潤 最 大 化 が 実

現 で き な い た め 、 私 的 企 業 は 最 適 生 産 条 件 を 満 た さ ず 、 過 少 生 産 と な っ て い る 。  

 

こ の よ う に 、 公 的 企 業 が 社 会 的 厚 生 の 最 大 化 を 行 っ て い る 場 合 に お い て も 、 環 境 税 を 含

め た 限 界 費 用 が 価 格 よ り 低 く と ど ま り 、 私 的 企 業 の 生 産 の 最 適 が 満 た さ れ な い こ と が わ か

る 。 ま た 、 こ こ で も ピ グ ー 税 （ 𝜏 = 𝐸′ ） の 下 で は 、 最 適 な 生 産 量 は 達 成 で き な い こ と も 示

さ れ た 。  

 

第 3 ― 5 節  結 論 と 今 後 の 課 題  

 本 章 に お い て は 、 中 国 経 済 の 公 的 企 業 を 中 心 と し た 生 産 技 術 の 高 度 化 や 環 境 改 善 の 推 進
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政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る た め 、 公 的 企 業 が 環 境 排 出 を と も な わ な い 高 い 生 産 技 術 の 下 で 操

業 し て い る 状 況 を 想 定 し 、 環 境 政 策 の 効 果 や 公 的 企 業 の 生 産 水 準 、 私 的 企 業 の 生 産 量 や 参

入 退 出 な ど を 検 討 し た 。 自 由 参 入 の 混 合 寡 占 市 場 モ デ ル に お い て 公 的 企 業 が 環 境 排 出 を と

も な わ な い 高 い 生 産 技 術 を 用 い て い る 状 況 を 想 定 し 、 汚 染 物 質 の 排 出 と そ れ を 防 止 す る 環

境 税 を 導 入 し て 、 公 的 企 業 の 望 ま し い 行 動 を 検 討 し た 。 そ し て 、 企 業 数 が 外 生 変 数 と 内 生

変 数 と い う 二 つ の パ タ ー ン を 分 け て 、 汚 染 物 質 の 排 出 と 環 境 税 が 産 業 均 衡 に 与 え る 効 果 を

検 討 し た 。 そ し て 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。  

第 １ に 、 私 的 企 業 数 が 一 定 の 場 合 に は 産 業 均 衡 に お い て 、 公 的 企 業 の 行 動 原 理 を 規 定 す

る 変 数 の 値 に か か わ ら ず 、 環 境 税 の 増 税 は 私 的 企 業 の 生 産 量 を 減 少 さ せ 、 公 的 企 業 の 生 産

量 を 増 大 さ せ る 。 一 方 、 環 境 税 の 増 税 は 直 接 的 に 私 的 企 業 の 生 産 費 用 を 増 加 さ せ る た め 、

私 的 企 業 に 減 産 の 誘 因 を 持 た せ 、 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 少 さ せ る 。 ま た 、 産 業 の 最 適 性 と

の 関 係 に 関 し て は 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 生 産 量 は 、 と も に 最 適 水 準 よ り 低 く な っ て い る

こ と が わ か っ た 。 さ ら に 、 社 会 的 厚 生 を 増 大 さ せ る た め に 、 公 的 企 業 を 少 な く と も 部 分 的

に 民 営 化 す る こ と が 望 ま し い 。  

第 ２ に 、 私 的 企 業 に 自 由 参 入 を 認 め 企 業 数 が 内 生 変 数 の 場 合 に は 、 社 会 的 厚 生 は 、 公 的

企 業 の 行 動 原 理 を 規 定 す る 変 数 の 値 が １ ( 社 会 的 厚 生 を 最 大 化 す る 場 合 ) に お い て 最 大 と

な り 、 社 会 的 余 剰 の 最 大 化 を 目 的 と す る 公 的 企 業 は 、 私 的 企 業 に 比 べ て 積 極 的 に 生 産 す る

誘 因 を 持 つ 。 そ し て 、 こ れ が 戦 略 的 代 替 性 を 通 じ て 私 的 企 業 の 生 産 を 減 ら す 要 因 と な り 、

公 的 企 業 は 限 界 費 用 価 格 形 成 原 理 に よ り 生 産 を 行 う た め 、 完 全 な 公 営 化 が 望 ま し い こ と が

示 さ れ た 。 ま た 、 環 境 税 の 増 税 は 公 的 企 業 の 生 産 量 は 増 加 さ せ る 一 方 で 、 私 的 企 業 の 生 産

量 を 減 少 さ せ る と 同 時 に 、 参 入 企 業 数 も 減 少 さ せ る 。 ま た 、 高 い 環 境 技 術 を 有 す る 公 的 企

業 は 、 私 的 企 業 が 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 ら す べ く 、 通 常 の 混 合 市 場 に 比 べ 、 い っ そ う の 増

産 を 行 う 誘 因 を 持 つ 。 さ ら に 、 産 業 の 最 適 性 と の 関 係 に 関 し て は 、 公 的 企 業 の 最 適 水 準 と

私 的 企 業 の 自 由 参 入 に お け る 最 適 条 件 を 満 た さ れ る が 、 私 的 企 業 の 利 潤 最 大 化 が 実 現 で き

な い た め 、 私 的 企 業 の 最 適 性 は 満 た さ れ ず 、 過 少 生 産 が 起 こ る こ と が 示 さ れ た 。  

こ の よ う に 、 公 的 企 業 が 環 境 排 出 を と も な わ な い 高 い 生 産 技 術 を 有 す る 場 合 、 公 的 企 業

の 生 産 水 準 を 増 大 さ せ る こ と が 、 環 境 政 策 を 推 進 す る こ と に つ な が り 、 社 会 的 厚 生 を 増 大

さ せ る こ と が 示 さ れ た 。 し た が っ て 、 こ こ で 検 討 し た 公 的 企 業 の 技 術 改 革 に よ る 環 境 政 策

の 推 進 と い う 政 策 に は 、 一 定 の 有 効 性 が あ る と 考 え る こ と が 出 来 よ う 。  

最 後 に 、 残 さ れ た 課 題 と し て 、 本 章 で は 、 公 的 企 業 の 生 産 技 術 や 費 用 に つ い て 、 議 論 を
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簡 単 に す る た め に 想 定 し て い る が 、 中 国 に お け る 環 境 政 策 を よ り 深 く 検 討 す る た め に 、 環

境 政 策 に と も な う 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 間 の 生 産 技 術 の 選 択 や 、 生 産 量 の 調 整 、 価 格 形 成

に 関 す る 現 実 を 把 握 す る こ と は 、 大 変 興 味 深 い 問 題 で あ る 。 こ の た め 、 今 後 現 地 調 査 を 行

う と と も に 、 公 表 デ ー タ を 用 い た 計 量 経 済 学 的 研 究 を 進 め た い 。  

 

 

補 論 Ⅰ  

 （ 3 - 1 5 ） と （ 3 - 1 6 ） 式 を 連 立 さ せ て 示 す と 、 次 式 が 得 ら れ る 。  

 

[
𝑎11 𝑎12

𝑎21 𝑎22
] [

ⅆ𝑥0
𝐹

ⅆ𝑥1
𝐹] = [𝑝

′𝑥0
𝐹 0

0 1
] [

ⅆ𝛼
ⅆ𝜏

] 

 

た だ し 、 𝑎11 = 𝑝′[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑃] + [(1 − 𝛼)𝑃′ − 𝑐0
′′] < 0 (𝜀𝑝 ≤

1

(1−𝛼)𝛽
)  ,  𝑎12 = 𝑛𝑝′[1 − (1 −

𝛼)𝛽𝜀𝑝] ≤ 0  ,  𝑎21 = 𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃] < 0 (𝜀𝑝 ≤
1

1−𝛽
) ,  𝑎22 = 𝑛{𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑝] + (𝑝′ − 𝑐1

′′)} < 0  と す

る 。 左 辺 係 数 行 列 式 を D と す る と 、  

 

D = [(1 − 𝛼)𝑃′ − 𝑐0
′′]𝑛𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃] + [(1 − 𝛼)𝑃′ − 𝑐0

′′]𝑛(𝑝′ − 𝑐1
′′) 

+𝑝′[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑃] (𝑝′ − 𝑐1
′′) > 0 

 

に な る 。  

し た が っ て 、 次 の 式 が 成 立 す る 。  

 

ⅆ𝑥0
𝐹

ⅆ𝛼 
 =  

𝑝′𝑥0
𝐹

D
𝑛{𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑝] + (𝑝′ − 𝑐1

′′)} 

( A . 1 )  

𝑛
ⅆ𝑥1

𝐹

ⅆ𝛼
 =  

−𝑝′𝑥0
𝐹

D
𝑛𝑝′[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃] < 0 

( A . 2 )  

（ A . 1 ） と （ A . 2 ） を 用 い る と 、   
ⅆ𝑥0

𝐹

ⅆ𝛼 
> |𝑛

ⅆ𝑥1
𝐹

ⅆ𝛼
| と な る 。  

 

補 論 Ⅱ  

 （ 3 - 2 5 ） 式 を （ 3 - 1 3 ）、（ 3 - 2 6 ） と （ 3 - 2 7 ） 式 に 代 入 す る こ と よ り 、 次 の 式 が 得 ら れ
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る 。  

 

(1 − 𝛼)𝑝′(𝑥0 + 𝑛𝑥1)𝑥0 + 𝑝(𝑥0 + 𝑛𝑥1) − 𝑐0
′(𝑥0) = 0 

( A . 3 )  

𝑝′(𝑥0 + 𝑛𝑥1)𝑥1 + 𝑝(𝑥0 + 𝑛𝑥1) − 𝑐1
′(𝑥1) − 𝜏 = 0 

( A . 4 )  

𝑝(𝑥0 + 𝑛𝑥1)𝑥1 − 𝑐1
′(𝑥1) − 𝜏𝑥1 = 0 

( A . 5 )  

（ A . 3 ）、（ A . 4 ） と （ A . 5 ） を 全 微 分 す る こ と に よ り 、 次 の よ う に な る 。  

 

[(1 − 𝛼)(𝑝′′𝑥0 + 𝑝′)(𝑝′ − 𝑐0
′′)] ⅆ𝑥0 + [𝑛(1 − 𝛼)𝑝′′𝑥0+𝑛𝑝′] ⅆ𝑥1 + [(1 − 𝛼)𝑝′′𝑥0𝑥1+𝑝′𝑥1] ⅆ𝑛 = 𝑝′𝑥0 ⅆ𝛼 

( A . 6 )  

(𝑝′′𝑥1 + 𝑝′) ⅆ𝑥0 + [𝑛𝑝′′𝑥1 + (1 + 𝑛)𝑝′ − 𝑐1
′′] ⅆ𝑥1 + (𝑥1

2𝑝′′+𝑝′𝑥1)ⅆ𝑛 =  ⅆ𝜏 

( A . 7 )  

𝑝′𝑥1 ⅆ𝑥0 + [𝑛𝑝′𝑥1(𝑝 − 𝑐1
′ − 𝜏)] + 𝑥1

2𝑝′ ⅆ𝑛＝𝑥1 ⅆ𝜏 

( A . 8 )  

( A . 6 ) ~ ( A . 8 ) 式 を 行 列 の 形 に 整 理 す る と 、 次 の よ う に 得 る 。  

 

[

𝑎11 𝑎12 𝑎13

𝑎21 𝑎22 𝑎23

𝑝′𝑥1 0 𝑥1
2𝑝′

] [
ⅆ𝑥0

ⅆ𝑥1

ⅆ𝑛

] = [
𝑥0𝑝

′

0
0

] ⅆ𝛼 + [
0
1
𝑥1

] ⅆ𝜏 

 

た だ し 、  𝑝′′𝑥0 + 𝑝′ = 𝑝′(1 − 𝛽𝜀𝑃 )(こ こ で 、 𝜀𝑝 ≤ 𝑚ⅈ𝑛 (
1

𝛽
,

1

1−𝛽
) と 仮 定 す る 。 ) の た め 、   𝑎11 =

(1 − 𝛼)𝑝′(1 − 𝛽𝜀𝑃)(𝑝′ − 𝑐0
′′) , 𝑎12 = 𝑛[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑃]𝑝′ ,  𝑎13 = 𝑝′𝑥1[1 − (1 − 𝛼)𝛽𝜀𝑃] ,  𝑎21 = 𝑝′[1 − (1 −

𝛽)𝜀𝑃] ,   𝑎22 = 𝑛𝑝′{[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃](𝑝′ − 𝑐1
′′)},  𝑎23 = 𝑝′𝑥1[1 − (1 − 𝛽)𝜀𝑃]と す る 。 左 辺 係 数 行 列 式 を

D と す る と 、  

 

D = 𝑝′𝑥1[𝑥1(𝑎11𝑎22 − 𝑎12𝑎21) + (𝑎12𝑎23 − 𝑎13𝑎22)] > 0 

 

に な る 。  

し た が っ て 、 𝑥0
𝐸 は 均 衡 の 公 的 企 業 生 産 量 、 𝑥1

𝐸 は 均 衡 の 私 的 企 業 生 産 量 、  𝑛𝐸 は 均 衡 の 企
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業 数 で 表 す と 、 以 下 の よ う に な る 。  

 

ⅆ𝑥1

ⅆ𝛼
=

𝑝′2𝑥0𝑥1

𝐷
(𝑎21𝑥1 − 𝑎21𝑥1) = 0 

( A . 9 )  

ⅆ𝑥0

ⅆ𝛼
=

𝑝𝑥0𝑥1

𝐷
[𝑝′𝑥1(𝑝

′ − 𝑐0
′′) − 𝑎21(𝑝 − 𝑐1

′ − 𝜏 )] > 0 

( A . 1 0 )  

ⅆ𝑛

ⅆ𝛼
=

𝑝′2𝑥0𝑥1

𝐷
𝑎22 < 0 

( A . 1 1 )  

 ( A . 9 ) ～ ( A . 1 1 ) 式 を 用 い る と 、 均 衡 に お け る 産 業 全 体 の 生 産 量  𝑋𝐸 は 次 の ( A . 1 2 ) 式 を 満

た す 。  

 

ⅆ𝑋

ⅆ𝛼
=

ⅆ𝑥0

ⅆ𝛼
+𝑥1

ⅆ𝑛

ⅆ𝛼
+ 𝑛

ⅆ𝑥1

ⅆ𝛼
= 0 

( A . 1 2 )  
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第 ４ 章  ク ー ル ノ ー 的 寡 占 市 場 に お け る C SR 企 業 と 環 境 技 術 の 選 択 、  

環 境 政 策 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 意 義  

 

 

第 4 ― 1 節  イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン  

近 年 、 急 速 な 経 済 成 長 が 進 む ア ジ ア で は 、 工 業 化 や モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン 、 消 費 活 動 の 活

発 化 な ど に よ り 大 気 汚 染 や 水 質 汚 染 と い っ た 環 境 問 題 が 顕 在 化 し て き た 。 ま た 、 ア ジ ア 各

国 ・ 地 域 に お い て は 、 激 し い 産 業 競 争 の 中 で 、 と も す れ ば 環 境 対 策 が 後 回 し に さ れ た り 、

環 境 関 連 技 術 や ノ ウ ハ ウ が 不 足 す る な ど 、 経 済 成 長 に と も な う 外 部 不 経 済 効 果 が 大 き な 問

題 と な っ て い る 。 特 に 、 中 国 の 環 境 問 題 の 根 底 に は 、 経 済 成 長 を 優 先 し た 重 工 業 偏 重 の 産

業 構 造 、 エ ネ ル ギ ー の 石 炭 依 存 、 地 方 政 府 と 企 業 の 環 境 意 識 の 低 さ 、 さ ら に は 環 境 負 荷 増

大 型 の 生 活 様 式 の 拡 大 が あ る 4 8  。 同 時 に 、 ア メ リ カ と 欧 州 諸 国 が 中 国 や ア ジ ア の 輸 出 企

業 に 対 し て 、 I S O 1 4 0 0 0 な ど の 国 際 認 証 基 準 の 制 定 ・ 普 及 を 求 め る よ う に な っ た 4 9 。 激 し

い 国 際 競 争 の 下 で 環 境 汚 染 が 深 刻 に な る と と も に 、 環 境 保 全 や 地 球 温 暖 化 防 止 に 資 す る 生

産 技 術 の 選 択 や 、 消 費 者 の 利 益 や 社 会 的 責 任 を 重 視 す る 企 業 行 動 が 重 要 と な っ て い る 5 0 。  

中 国 で は 、 近 年 、 企 業 の 社 会 的 責 任 に 関 す る 関 心 が 高 ま っ て い る 5 1 。 2 0 0 6 年 に 会 社 法

が 改 正 さ れ 、「 社 会 的 責 任 」 に 関 す る 条 項 が 設 け ら れ た 。 こ れ に よ り 中 国 の 商 法 上 に は じ

め て C S R の 概 念 が 組 み 入 れ ら れ る こ と に な り 、 国 有 ・ 私 営 を 問 わ ず 中 国 の 企 業 は 社 会 的

 

4 8  永 井 ・ 劉 （ 2 0 1 6 ）。  

4 9  I S O 1 4 0 0 0 は 、 国 際 標 準 化 機 構  ( I S O )  が 発 行 し た 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 関 す る 国 際 規 格  ( I S )  

群 の 総 称 で あ る 。 近 年 で は 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 適 用 範 囲 の 拡 大 が 見 ら れ 、 組 織 の 社 会 的

責 任  ( S R :  S o c i a l  R e s p o n s i b i l i t y )  を 評 価 す る 際 の 基 準 に 利 用 さ れ る こ と が あ る 。 ま た 、 組 織 内 外

の 双 方 向 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 環 境 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 促 進 さ れ 、 そ の 情 報 は 重 要 な 企 業 情

報 と し て 位 置 づ け ら れ る 動 向 が あ る 。  

5 0  近 年 で は 、 C S R 企 業 に つ い て は 、 P o r t e r  a n d  K r a m e r  ( 2 0 0 6 ) は 、 各 自 の 利 潤 よ り も 倫 理 的 な 問 題

や 地 域 福 祉 な ど を 重 視 す る C S R 企 業 が 増 加 し て い る こ と と 、 中 国 経 済 社 会 に お い て も 、钟（ 2 0 1 1 ）

に よ る と 、 持 続 可 能 な 社 会 の 建 設 に 不 可 避 な 社 会 問 題 、 労 働 問 題 な ど の 解 決 手 段 と し て 、 ま た 、 急

激 な 経 済 成 長 で 顕 在 化 し た 環 境 、 生 態 系 保 全 へ の 対 応 と し て 、 国 主 導 で 企 業 の 社 会 責 任 が 推 進 さ れ

て い る と 論 じ た 。 ま た 、 横 塚 （ 2 0 0 8 ,  2 0 1 0 ） は 、 中 国 で は C S R に 関 す る 意 識 が 徐 々 に 高 ま っ て き

て お り 、 社 会 的 問 題 に 対 す る 企 業 や 政 府 の 取 組 み を 促 す こ と に つ な が る と 述 べ た 。  

5 1  中 国 に お け る C S R に 関 し て は 、 中 国 社 会 科 学 院 の 「 企 業 社 会 責 任 研 究 セ ン タ ー 」 に よ れ ば 、 中 国

で C S R に 関 す る 報 告 を 行 っ た 企 業 は 2 0 0 6 年 の 3 2 社 か ら 2 0 1 4 年 の 1 5 2 6 社 に 急 増 し て き た 。 さ

ら に 、 企 業 の 数 は 増 え て い る の み な ら ず 、 そ の 質 も よ く な っ て き て い る 。  
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責 任 を 意 識 し た 経 営 を 求 め ら れ る 5 2 。 表 4 － 1 は 、 2 0 1 8 ～ 2 0 2 0 年 に お い て I S O 1 4 0 0 1 取

得 件 数 の 国 別 順 位 の 一 覧 で あ る 。 こ れ を み る と 、 I S O 1 4 0 0 0 1 と い う 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ

ス テ ム 規 格 に お い て 中 国 が 圧 倒 的 な 取 得 数 で ト ッ プ の 座 を 占 め て い ま す 。 欧 米 諸 国 の 多 く

の 国 の 企 業 が 中 国 に 進 出 し 、 企 業 と し て の 信 頼 性 を 担 保 す る た め に I S O の 取 得 を 奨 励 し

て い る こ と は 認 証 取 得 企 業 数 が 増 え る 理 由 の 一 つ で あ ろ う 5 3 。  

 

表 ４ － １   I S O 1 4 0 0 1 取 得 件 数 の 国 別 順 位 （ 2 0 1 8 ～ 2 0 2 0 年 ）  

（ 出 所 ） I S O 本 部 の 公 表 デ ー タ に 基 づ き 、 筆 者 作 成 5 4  

 

こ の よ う な 社 会 経 済 の 変 化 は 、 特 に 先 進 諸 国 に お い て は 、 企 業 に と っ て 課 題 克 服 に 向 け

た ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス と も な り 得 る 。 例 え ば 、 高 度 な 汚 染 除 去 や 環 境 技 術 の 開 発 に 投 資 を し

た り 、 環 境 に 配 慮 し た 生 産 活 動 や 企 業 行 動 に よ り 企 業 の 差 別 化 を 目 指 す C S R 企 業 の 増 加

な ど が そ の 例 で あ る 。 環 境 対 策 を 目 的 と し て 生 産 体 系 を 再 構 策 す る た め に は 、 高 い コ ス ト

を 負 担 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め 、 C S R 企 業 へ の 転 換 や 中 国 や B R I C S で 生 産 さ れ た 輸 出

品 を 消 費 す る 欧 米 諸 国 の 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 増 加 が 必 要 と な っ て い る 。 本 章 で は 、 中

 

5 2  横 塚 （ 2 0 0 8 ）。  

5 3  I S O 2 6 0 0 0 番 が 企 業 の 社 会 的 責 任 を 規 定 し て い る が 、 こ れ は ガ イ ド ラ イ ン で あ り 、 認 証 数 等 の デ ー

タ は 得 ら れ な い 。 そ の 規 程 の 第 6 章 に 、 順 守 す べ き 事 項 と し て 以 下 を 挙 げ て い る 。 組 織 統 治 、 人 権 、

労 働 慣 行 、 環 境 、 公 正 な 事 業 慣 行 、 消 費 者 に 関 す る 課 題 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 参 画 お よ び 発 展 、 そ し て 、

環 境 に つ い て は I S O １ ４ ０ ０ １ の 取 得 が そ の 目 標 と な る 。  

5 4  A v a i l a b l e  a t :  h t t p s : / / w w w . i s o . o r g / t h e - i s o - s u r v e y . h t m l （ 2 0 2 2 年 ８ 月 8 日 閲 覧 ）  

2 0 1 8 年  2 0 1 9 年  2 0 2 0 年  

国 名  取 得 数  国 名  取 得 数  国 名  取 得 数  

中 国  1 3 6 , 7 1 5  中 国  1 3 4 , 9 2 6  中 国  1 6 8 , 1 2 9  

日 本  1 9 , 1 3 1  日 本  1 8 , 0 2 6  日 本  1 7 , 8 0 4  

イ タ リ ア  1 5 , 1 1 8  イ タ リ ア  1 6 , 9 1 7  イ タ リ ア  1 6 , 8 5 8  

ス ペ イ ン  1 2 , 1 9 8  ス ペ イ ン  1 2 , 8 7 1  ス ペ イ ン  1 2 , 5 8 4  

イ ギ リ ス  1 1 , 2 0 1  イ ギ リ ス  1 1 , 4 2 0  イ ギ リ ス  1 1 , 6 2 7  

ド イ ツ  8 , 0 2 8  イ ン ド  8 , 4 8 6  ド イ ツ  9 , 9 5 5  

イ ン ド  7 , 3 7 4  ド イ ツ  8 , 4 6 5  イ ン ド  8 , 4 1 6  

フ ラ ン ス  6 , 0 8 4  フ ラ ン ス  6 , 4 0 2  フ ラ ン ス  6 , 4 5 8  

韓 国  5 , 7 7 7  韓 国  5 , 6 9 8  ル ー マ ニ ア  5 , 2 2 1  

ル ー マ ニ ア  4 , 5 5 3  ル ー マ ニ ア  4 , 6 5 8  韓 国  5 , 0 9 1  

https://www.iso.org/the-iso-survey.html（2022年８月8
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国 は じ め 発 展 途 上 国 に お い て 、 C S R 企 業 の 促 進 や 需 要 先 の 先 進 諸 国 に お い て 環 境 意 識 の

高 い 消 費 者 の 増 加 が 環 境 技 術 の 選 択 を 進 め 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 高 め る か 否 か を 検 討 す る

た め 、 寡 占 的 産 業 に C S R 企 業 の 役 割 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な ど の 観 点 を 取

り 入 れ て 、 環 境 政 策 と 持 続 可 能 な 産 業 発 展 を 検 討 す る 。  

本 章 で は 、 産 業 組 織 の 構 造 分 析 を 中 心 と す る ゲ ー ム 理 論 を 用 い て 、 環 境 保 全 や 企 業 の 社

会 的 責 任 を 重 視 す る C S R 企 業 を 導 入 し 、 技 術 選 択 や 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る 。 ま ず 、

前 半 部 分 に お い て は 、 環 境 に や さ し い 高 価 で ク リ ー ン な 生 産 技 術 と 、 環 境 排 出 を と も な う

安 価 な 生 産 技 術 と い う 技 術 選 択 が 可 能 な 状 況 に お い て 、 激 し い 競 争 市 場 の 中 で 高 価 で ク リ

ー ン な 生 産 技 術 が 選 択 さ れ る か ど う か を 中 心 と し て 検 討 す る 。 次 に 、 汚 染 物 質 を 排 出 す る

安 価 な 生 産 技 術 を 用 い て 利 潤 を 追 求 す る ブ ラ ウ ン 企 業 に 環 境 税 を 導 入 し 、 C S R 企 業 と ブ

ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 や 企 業 数 に 与 え る 効 果 を 研 究 す る 。 ま た 、 本 章 の 後 半 部 分 に お い て は 、

環 境 に 優 し い 高 い 生 産 技 術 を 用 い て 生 産 さ れ た 財 ・ サ ー ビ ス に 対 し て よ り 高 い 支 払 い 準 備

を 持 っ て い る 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 を 導 入 し て 、 線 型 の 需 要 関 数 を 想 定 し 、 市 場 の 効 率 性

や 環 境 政 策 の 有 効 性 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 意 義 に つ い て 研 究 す る 。  

環 境 に 配 慮 し た 生 産 技 術 の 選 択 に 関 し て は 、 N i s h i k a w a  ( 2 0 1 5 )  は 、 環 境 排 出 の 異 な る

2 種 類 の 生 産 技 術 が 選 択 可 能 な ク ー ル ノ ー 寡 占 産 業 に お い て 、 環 境 政 策 （ 一 括 固 定 型 税 、

環 境 税 、 環 境 補 助 金 ） を 検 討 し 、 環 境 へ の 限 界 社 会 的 損 害 が 比 較 的 大 き い 場 合 、 補 助 金 に

よ り 最 も 高 い 社 会 的 厚 生 が 達 成 さ れ 、 逆 の 場 合 に は 、 税 金 に よ り 最 高 の 社 会 的 厚 生 を 達 成

で き る と 指 摘 し た 。 ま た 、 X u  a n d  L e e （ 2 0 1 8 ） は 、 ク ー ル ノ ー 寡 占 市 場 に お い て C S R 企

業 を 導 入 し 、 自 由 参 入 の 下 で の 最 適 な 環 境 税 率 は 限 界 環 境 費 用 も 高 く な る こ と を 示 し た 。

ま た 、 C S R 企 業 の 導 入 に よ り 、 環 境 の 質 と 社 会 的 厚 生 の 両 方 を 向 上 さ せ る こ と も 指 摘 し

た 。  

さ ら に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 お よ び 環 境 政 策 へ の 影 響 に 関 し て 、 E r i k s s o n

（ 2 0 0 4 ） は 、 環 境 技 術 選 択 が 可 能 な モ デ ル に お い て 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 だ け

で は 最 適 を 達 成 す る に は 不 十 分 で あ る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 E s p i n o l a - A r r e d o n d o  

a n d  Z h a o  ( 2 0 1 2 ) 、 N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） は 、 環 境 に 優 し い 商 品 と 従 来 の 製 品 の 間 で 消 費

者 が 選 択 可 能 な 場 合 に 、 環 境 に 配 慮 し た 消 費 者 が い る 場 合 、 環 境 税 あ る い は 補 助 金 政 策 の

有 効 性 が 高 ま り 、 社 会 的 厚 生 を 改 善 で き る こ と を 示 し た 。 し か し な が ら 、 生 産 に と も な う

環 境 排 出 に 大 き な 影 響 を も た ら す 生 産 技 術 の 選 択 や 、 C S R 企 業 が 存 在 す る 場 合 、 ま た 、

環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 が も た ら す 環 境 政 策 の 有 効 性 な ど の 問 題 に 立 ち 入 る 研 究 は 、
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必 ず し も 十 分 で は な い 。  

本 章 で は 、 ク ー ル ノ ー 寡 占 市 場 に お い て 汚 染 排 出 の 異 な る 2 種 類 の 環 境 技 術 が 選 択 可 能

で あ り 、 環 境 保 全 や 企 業 の 社 会 的 責 任 を 認 識 す る C S R 企 業 と 、 中 国 や B R I C S で 生 産 さ れ

た 輸 出 品 を 消 費 す る 欧 米 諸 国 の 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 す る 場 合 に お い て 、

E r i k s s o n （ 2 0 0 4 ）、 N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） や X u  a n d  L e e （ 2 0 1 8 ） な ど の 研 究 を い っ そ う

発 展 さ せ 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る 5 5 。 具 体 的 に は 、 C S R 企 業 を 導 入 し た 環 境 政 策 に

関 す る 既 存 の 研 究 は 、 そ の ほ と ん ど が 公 的 企 業 が 存 在 す る 混 合 産 業 の 研 究 を 発 展 さ せ た も

の で あ り 、 C S R 企 業 が 産 業 に １ 社 だ け 存 在 す る 場 合 の 分 析 に と ど ま っ て い る 5 6 。 本 章 で は 、

E r i k s s o n （ 2 0 0 4 ）、 X u  a n d  L e e （ 2 0 1 8 ） な ど の 研 究 を 発 展 さ せ 、 新 た に 複 数 の C S R 企 業

が 存 在 し 、 そ の 企 業 数 が 内 生 的 に 決 ま る と と も に 、 市 場 の 動 向 や 政 府 の 環 境 政 策 に 応 じ て

変 化 す る 場 合 を 検 討 す る 。 そ れ に よ り 、 企 業 数 が 可 変 的 な C S R 企 業 が 存 在 す る 場 合 の 環

境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る と と も に 、 環 境 政 策 が C S R 企 業 数 に ど の よ う な 影 響 を も た ら

す の か に つ い て も 検 討 す る 。 さ ら に 、 環 境 意 識 が 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 場 合 の 環 境 政 策 に

関 す る 研 究 に お い て は 、 N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） の モ デ ル を 発 展 さ せ 、 新 た に C S R 企 業 と 環

境 意 識 が 高 い 消 費 者 が 併 存 す る 状 況 に お い て 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る と と も に 、 環 境

政 策 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 増 加 が C S R 企 業 数 に ど の よ う な 影 響 を も た ら す の か を 検

討 す る 5 7 。  

分 析 の 結 果 、 以 下 の よ う な 新 た な 所 見 を 得 た 。 第 １ に 、 環 境 税 は 、 汚 染 排 出 を と も な う

企 業 の 生 産 量 も 企 業 数 も 減 少 さ せ る こ と に よ り 汚 染 排 出 を 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 汚 染 排 出

を と も な わ な い ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 選 択 す る C S R 企 業 数 が 増 加 す る こ と に よ り 、 環 境

保 全 が い っ そ う 進 展 す る こ と が 示 さ れ た 。 第 ２ に 、 C S R 企 業 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が

併 存 す る 場 合 に 、 環 境 税 に よ り C S R 企 業 数 の 増 加 と 高 い 環 境 技 術 の 導 入 を 促 進 す る こ と

で 環 境 の 改 善 に つ な が り 、 環 境 政 策 の 有 効 性 が さ ら に 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。 第 ３ に 、 環

 

5 5 本 章 で の 技 術 選 択 モ デ ル で は 、 一 般 的 に ク リ ー ン 企 業 も 利 潤 最 大 化 を 行 う こ と が 仮 定 さ れ る の が 普

通 で あ り 、 こ こ で は 、 C S R 企 業 が 社 会 的 厚 生 に も 興 味 を 持 ち 生 産 量 を 決 定 す る 設 定 と し て い る か ら 、

C S R 企 業 は 社 会 的 厚 生 （ 消 費 者 余 剰 ） を 増 加 さ せ る た め 、 そ の 生 産 量 が 技 術 選 択 モ デ ル よ り 大 き く

な っ て い る こ と を 注 意 さ れ た い 。  

5 6  例 え ば 、 X u  a n d  L e e （ 2 0 1 8 ） に つ い て は 、 C S R 企 業 を 1 企 業 だ け と 考 え て い た の で 、 環 境 政 策 が

C S R 企 業 数 や そ の 生 産 量 に 与 え る 効 果 を 分 析 す る こ と が で き な か っ た 。  

5 7  N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） に お い て は 、 高 い 環 境 技 術 を 採 用 す る 企 業 も 利 潤 最 大 化 を し て い る の で 、 税

や 補 助 金 が な い と 環 境 に 優 し い 技 術 は 採 用 さ れ な い 。 ま た 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率 が 増 加 す

る こ と の 効 果 を 検 討 し て い な い 。  
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境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 割 合 が 増 加 す る 場 合 に は 、 C S R 企 業 数 の 増 加 と と も に ク リ ー ン な

生 産 技 術 の 選 択 が 進 み 、 ブ ラ ウ ン 企 業 数 が 減 少 す る こ と に よ り 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の

増 加 は 環 境 改 善 を も た ら し 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 促 進 す る 効 果 を 持 つ こ と が 示 さ れ た 。  

本 章 の 構 成 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 第 4 ― ２ 節 に お い て 、 技 術 選 択 を と も な い 、 C S R 企

業 と ブ ラ ウ ン 企 業 が 同 時 に 存 在 す る ク ー ル ノ ー 寡 占 市 場 の 基 本 モ デ ル を 構 築 し 、 基 本 的 な

設 定 を 提 示 す る 。 そ し て 、 第 4 ― ３ 節 に お い て 、 産 業 均 衡 を 求 め ブ ラ ウ ン 企 業 に 課 税 し た

場 合 と そ の 市 場 均 衡 へ の 影 響 に つ い て 検 討 す る 。 第 4 ― ４ 節 に お い て 、 環 境 意 識 の 高 い 消

費 者 は 存 在 す る 場 合 、 市 場 均 衡 へ の 影 響 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 意 義 に つ

い て 検 討 す る 。 最 後 に 、 第 4 ― ５ 節 に お い て 、 結 論 を 導 く 。  

 

第 4 ― 2 節  基 本 モ デ ル  

産 業 に N 企 業 が あ り 、 全 て の 企 業 は 同 質 的 （ 完 全 代 替 的 ） な 財 を 生 産 し て お り 、 そ の

財 に 対 す る 市 場 需 要 は 、  𝑃(𝑄) に よ り 与 え ら れ る と 仮 定 す る 5 8 。  

生 産 技 術 に は 、 次 の よ う な 2 種 類 が あ る と 想 定 す る 。 そ の 一 つ は 、 汚 染 物 質 の 排 出 を と

も な わ な い ク リ ー ン で 高 コ ス ト な 生 産 技 術 で あ り 、 も う 一 つ は 、 汚 染 物 質 を 排 出 す る が 低

コ ス ト の 生 産 技 術 で あ り 、 企 業 は ど ち ら か を 選 択 す る こ と が で き る と 仮 定 す る 。  

環 境 保 全 や 企 業 の 社 会 的 責 任 を 重 視 す る C S R 企 業 は 、 高 価 で ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 選

択 し 、 環 境 に 配 慮 し た 生 産 活 動 を 行 う 。 C S R 企 業 数 は  𝑛 ∈ (0 ≤ 𝑛 ≤ 𝑁) と し 、 高 価 で ク リ ー

ン な 生 産 技 術 を 用 い る の で 、 汚 染 物 質 を 排 出 し な い と 仮 定 す る 。 ま た 、 X u  a n d  L e e

（ 2 0 1 8 ） と 同 様 に 、 C S R 企 業 は 、 利 潤 の 最 大 化 を 行 動 目 的 と せ ず 、 社 会 的 厚 生 と 利 潤 の

加 重 平 均 の 最 大 化 を 目 的 と す る と 仮 定 す る 。  

他 方 、 ブ ラ ウ ン 企 業 は 、 利 潤 の 最 大 化 を 行 動 目 的 と し 、 安 価 で 汚 染 排 出 を と も な う 生 産

技 術 を 用 い て 生 産 を 行 う と 仮 定 す る 。 ブ ラ ウ ン 企 業 に は  𝑁 -𝑛  社 が あ り 、 環 境 汚 染 排 出 量

は 、 各 企 業 の 生 産 量 の 増 加 と と も に 増 加 す る と 仮 定 す る 。  

環 境 税   𝜏  に 関 し て は 、 先 述 の よ う に 、 C S R 企 業 は 高 価 で ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 選 択 し

て い る た め 、 汚 染 物 質 を 排 出 し な い と 仮 定 し て い る 。 し た が っ て 、 汚 染 排 出 に 対 す る 課 税

を 課 さ な い 。 他 方 、 ブ ラ ウ ン 企 業 は 安 価 な 生 産 技 術 を 選 択 し 生 産 活 動 を 行 う た め 、 汚 染 物

 

5 8  第 ４ － 4 節 に お い て は 、 C S R 企 業 が 生 産 す る 財 が 、 環 境 に や さ し い 財 と し て 認 識 さ れ る よ う に 、 差

別 化 さ れ た 状 況 を 検 討 す る 。  



55 

 

質 を 排 出 す る の で 、 排 出 水 準 に 応 じ て 税 率  𝜏 で 排 出 税 を 課 す 。 汚 染 排 出 量 は 、 各 企 業 の 生

産 量 に 比 例 し 、 排 出 量 が 生 産 水 準 の 増 加 と と も に 上 昇 す る と 仮 定 す る 。  

 

以 上 の 想 定 の 下 で 、 そ れ ぞ れ の 企 業 の 利 潤 は 、 以 下 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝛱𝐻 = 𝑝(𝑄)𝑞𝐻
𝑖 − 𝐶𝐻(𝑞𝐻

𝑖 )  （ ⅈ =  1 , 2 ,⋯ ,𝑛）  

（ 4 - 1 ）  

𝛱𝐿 = 𝑝(𝑄)𝑞𝐿
𝑖 − 𝐶𝐿(𝑞𝐿

𝑖 ) − 𝑞𝐿
𝑖   （ ⅈ =  𝑛 +1 ,𝑛 +2 ,⋯ ,𝑁）  

（ 4 - 2 ）  

な お 、 こ こ で 、 𝛱𝐻 ,  𝛱𝐿は そ れ ぞ れ C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業  の 利 潤 で あ り 、 𝑞𝐻
𝑖  は C S R 企

業  ⅈ（ ⅈ =  1 , 2 , ⋯ , n ） の 生 産 量 で 、  𝑞𝐿
𝑖  は ブ ラ ウ ン 企 業  ⅈ（ ⅈ =  𝑛 +1 ,  𝑛 +2 ,⋯ ,  𝑁） の 生 産 量 で

あ る 。 ま た 、 𝐶𝐻 は 高 価 で ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 選 択 し た 企 業 の 費 用 で 、  𝐶𝐿 は 安 価 な 生 産

技 術 を 選 択 し た 企 業 の 費 用 で あ る 。 ま た 、 𝛱𝑖 = 𝛱𝐻+ 𝛱𝐿 で 、 𝑄 = ∑ 𝑞𝐻
𝑖𝑛

𝑖=1
+ ∑ 𝑞𝐿

𝑖𝑁

𝑖=𝑛+1
 と す る 。  

ま た 、  𝑈𝑖（ ⅈ  =  0,1,2,⋯ , 𝑛） を 企 業 ⅈの ペ イ オ フ と す る 。 先 述 の よ う に 、 C S R 企 業 に つ い

て は 、 社 会 的 厚 生 と 自 社 利 益 の 加 重 平 均 を 最 大 化 し 、 ブ ラ ウ ン 企 業 に つ い て は 、 利 潤 を 最

大 化 す る と 仮 定 し て い る の で 、 そ れ ぞ れ 以 下 の （ 4 - 3 ） と （ 4 - 4 ） 式 で 表 す 。  

 

𝑈𝑖 = 𝛼𝑊 + (1 − 𝛼)𝛱𝐻  （ ⅈ  =  1,2,⋯ , n；𝛼 ∈ [0,1]）  

( 4 - 3 )  

𝑈𝑖 = 𝛱𝑖   （ ⅈ =  𝑛 +1 ,  𝑛 +2 ,⋯ ,  𝑁）  

( 4 - 4 )  

こ こ で 、  𝛼 は C S R 企 業 の 行 動 原 理 を 規 定 す る 変 数 で あ り 、  𝛼 =  1 な ら 、 C S R 企 業 は 社

会 的 厚 生 水 準 を 最 大 化 し 、  𝛼=  0 な ら 、 自 己 の 利 潤 を 最 大 化 す る 。 こ こ で は 、 𝛼 は C S R 企

業 が 経 営 理 念 に 基 づ い て 事 前 に 決 定 す る と 仮 定 す る 。  

ま た 、 𝑊は 社 会 厚 生 関 数 で あ り 、 次 の （ 4 - 5 ） 式 の よ う に 、 消 費 者 余 剰 と ２ 種 類 の 企 業

の 企 業 利 潤 の 合 計 か ら 、 環 境 被 害  ∑ 𝐸(𝑞𝐿
𝑖 ) 

𝑁

𝑖＝ 𝑛+1
を 差 し 引 き 、 環 境 税  𝜏(𝑞𝐿

𝑖 ) を 加 え た も の で

あ る 。  

 

𝑊 = ∫ 𝑝(𝑄)ⅆ𝑄
𝑄

0

− 𝑝𝑄 + ∑𝛱𝐻

𝑛

𝑖=1

+ ∑ 𝛱𝐿

𝑁

𝑖=𝑛+1

+ 𝜏 ∑ 𝑞𝐿
𝑖  

𝑁

𝑖＝ 𝑛+1

− ∑ 𝐸(𝑞𝐿
𝑖 ) 

𝑁

𝑖＝ 𝑛+1
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（ 4 - 5 ）  

 仮 定 1  市 場 の 逆 需 要 関 数  𝑝(𝑄) は 連 続 2 階 微 分 可 能 と 仮 定 し 、  𝑝′ < 0, ∀𝑄 ∈ 𝑝(𝑄) > 0 と す

る 。  

 仮 定 2  企 業 の 費 用 関 数  𝐶𝑖  は 連 続 2 階 微 分 可 能 と 仮 定 し 、  𝐶𝑖
′ > 0 ,  𝐶𝑖

′′ > 0 , ∀𝑞𝐻
𝑖  , 𝑞𝐿

𝑖 ≥ 0 と

 𝑐𝑖 は 厳 密 に 増 加 関 数 と す る 。 ま た 、 𝐶𝐻(𝑞) > 𝐶𝐿(𝑞) , ∀𝑞 ∈ (0, �̅�) と し 、 �̅� は 生 産 量 の 上 限 値 と

す る 。  

 仮 定 3  同 質 的 な 企 業  

 企 業 は 選 択 す る 生 産 技 術 を 除 い て 同 質 的 で あ る の で 、 均 衡 に お い て 、 C S R 企 業 は す べ

て 同 量 の  𝑞𝐻 を 、 ブ ラ ウ ン 企 業 は す べ て 同 量 の  𝑞𝐿 を 生 産 す る 。  

 

𝑞𝐻 = 𝑞1 = 𝑞2 = ⋯ = 𝑞𝑛 

（ 4 - 6 ）  

𝑞𝐿 = 𝑞𝑛+1 = 𝑞𝑛+2 = ⋯ = 𝑞𝑁 

（ 4 - 7 ）  

 

第 4 ― 3 節  産 業 均 衡 と 比 較 静 学  

 寡 占 競 争 的 な 市 場 を 前 提 と し 、 企 業 は 2 段 階 の ク ー ル ノ ー 寡 占 ゲ ー ム を 考 え る と 仮 定 す

る 。 第 １ 段 階 で は 、 各 企 業 が 技 術 を 選 択 す る 。 第 2 段 階 で は 、 各 企 業 が 選 択 し た 技 術 の 下

で 、 企 業 の 目 的 に し た が っ て 最 適 化 を 行 う 。  

 こ こ で は 、 消 費 者 は エ コ ・ ラ ベ ル や フ ェ ア ・ ト レ ー ド に 関 す る ラ ベ ル な し に は 、 高 価 で

ク リ ー ン な 生 産 技 術 で 生 産 さ れ た 財 を 見 分 け る こ と が で き な い と す る 。  

C S R 企 業 の 目 的 関 数 は 次 の （ 4 - 8 ） 式 の よ う に 整 理 で き る 。  

 

𝑈𝑖 = 𝛼𝑊 + (1 − 𝛼)𝛱𝐻 

= 𝛼[∫ 𝑝(𝑞)ⅆ𝑄
𝑋

0

− 𝑝𝑄 + ∑𝛱𝐻

𝑛

𝑖=1

+ ∑ 𝛱𝐿

𝑁

𝑖=𝑛+1

+ 𝜏 ∑ 𝑞𝐿
𝑖  

𝑁

𝑖＝ 𝑛+1

− ∑ 𝐸(𝑞𝐿
𝑖 ) 

𝑁

𝑖＝ 𝑛+1

] + (1 − 𝛼)[𝑝(𝑄)𝑞𝐻
𝑖 − 𝐶𝐻(𝑞𝐻

𝑖 )] 

( 4 - 8 )  

 C S R 企 業 の 目 的 関 数 （ 4 - 8 ） 式 に 基 づ き 、 C S R 企 業 の ペ イ オ フ  𝑈𝐻 の 最 大 化 条 件 を （ 4 -

9 ） 式 の よ う に 求 め る 。  
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ⅆ𝑈𝐻

ⅆ𝑞𝐻
= 𝑃(𝑄) + (1 − 𝛼)𝑃′𝑛𝑞𝐻 − 𝐶𝐻

′ = 0 

( 4 - 9 )  

ブ ラ ウ ン 企 業 の 目 的 関 数 （ 4 - 4 ） 式 に 基 づ き 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の ペ イ オ フ  𝑈𝑖  の 最 大 化 条 件

を （ 4 - 1 0 ） 式 の よ う に 求 め る 。  

 

ⅆ𝑈𝐿

ⅆ𝑞𝐿
= 𝑃(𝑄) + (𝑁 − 𝑛) 𝑃′(𝑄)𝑞𝐿 − 𝐶𝐿

′(𝑞𝐿) −  = 0 

（ 4 - 1 0 ）  

仮 定 4  C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 併 存 条 件  

 ブ ラ ウ ン 企 業 に 加 え て 、 C S R 企 業 が 存 在 す る 条 件 は 、 産 業 均 衡 に お け る 以 下 の （ 4 - 1 1 ）

式 の よ う な 裁 定 条 件 と す る 。  

 

𝛱𝐻 = 𝛱𝐿 

 

𝑃(𝑄)𝑞𝐻 − 𝐶𝐻(𝑞𝐻) − [𝑃(𝑄)𝑞𝐿 − 𝐶𝐿(𝑞𝐿) − (𝑞𝐿)] = 0 

（ 4 - 1 1 ）  

こ の 産 業 の 均 衡 に お け る 両 企 業 の 生 産 量  (𝑞𝐻 , 𝑞𝐿) と C S R 企 業 の 企 業 数  𝑛 あ る い は ブ ラ

ウ ン 企 業 の 企 業 数  (𝑁 − 𝑛) は 、（ 4 - 9 ） ～ （ 4 - 1 1 ） 式 よ り 与 え ら れ る 。 ま た 、 こ の 産 業 の 構

造 を 決 定 す る パ ラ メ ー タ は 、 総 企 業 数  𝑁 、 C S R 企 業 の 行 動 原 理 を 規 定 す る 変 数  𝛼  、 お よ

び 環 境 税    で あ る 。 そ こ で 、𝕏 (𝑞𝐻 , 𝑞𝐿 , 𝑛) ,  𝝊 (𝑁,, ) と す る と 、 こ の 連 立 方 程 式 体 系 は 次

の （ 4 - 1 2 ） 式 に よ り 示 さ れ る 。  

  

(𝕏：υ) = 0 

( 4 - 1 2 )  

陰 関 数 の 定 理 に よ れ ば 、 ( 4 - 1 2 ) 式 に お い て 、 与 え ら れ た パ ラ メ ー タ に つ い て 、 一 意 の

均 衡 解 (𝑞𝐻 , 𝑞𝐿 , 𝑛)が 存 在 す る た め の 十 分 条 件 は 、 こ の 連 立 方 程 式 体 系 ( 4 - 1 2 ) に 逆 行 列 が 存 在

す る こ と で あ る 。 そ の た め に 、 ヤ コ ビ 行 列 式 が 非 ゼ ロ と な り 、 か つ 値 を 変 え な い こ と が 示
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さ な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 次 式 が 示 さ な け れ ば な ら な い 5 9 。  

 

𝕏 = −1(υ) 

( 4 - 1 3 )  

そ こ で 、（ 4 - 9 ） ～ （ 4 - 1 1 ） 式 を 全 微 分 し 、 そ の 係 数 行 列 式 （ ヤ コ ビ 行 列 式 ） を D と す

る と 、 以 下 の よ う に 示 さ れ る 6 0 。  

 

D = 𝑃′[1 − (1 − 𝛽)𝜀]𝑃2 [
𝑛(1 − )

𝑁 − 𝑛
𝜇𝐿

2 −
(𝑁 − 𝑛) − 𝑛

𝑛
𝜇𝐻

2] 

+[(𝑁 − 𝑛)𝑃′ − 𝐶𝐿
′′] {[(1 − )𝑃′𝑛 − 𝐶𝐻

′′]𝑃′(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿)
2
(1 − )𝛽𝜀

𝑁 − 𝑛
𝑃′𝜇𝐻𝜇𝐿 +

(1 − 𝛽)𝜀

𝑛
𝑃2𝜇𝐻

2} 

+𝑃′[1 − (1 − 𝛽)𝜀][1 − (1 − )𝛽𝜀] [
𝑛

𝑁 − 𝑛
(𝜇𝐻𝜇𝐿+𝜇𝐿

2) −
𝜇𝐻

2

1 − 
] + (−𝐶𝐿

′′)
(1 − 𝛽)𝜀

(1 − )𝑛
𝑃2𝜇𝐻𝜇𝐿 

+𝑃′[1 − (1 − )𝛽𝜀]𝑃2 [
𝑛

𝑁 − 𝑛
𝜇𝐿

2 −
(1 − 𝛽)𝜀 − 

1 − 
𝜇𝐻𝜇𝐿] 

 

こ こ で 、 𝑃′ + (𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿𝑃
′′ = 𝑃′ [1 −

(𝑁−𝑛)𝑞𝐿

𝑄

−𝑃"𝑄

𝑃′
] = 𝑃′(1 − 𝛽𝜀) と 置 い て い る 。 ま た 、  𝛽 （ 0 ≤

𝛽 ≡
𝑛𝑞𝐻

𝑄
≤ 1） は C S R 企 業 の 生 産 率 、  1 − 𝛽 は ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 率 で あ り 、 𝜀 ≡ （ − 𝑃′′）

𝑄

𝑃′ は 、 価 格 変 化 の 弾 力 性 を 表 し て い る 。 こ れ は 、 需 要 関 数 の 形 状 に よ り 一 般 的 に は 正 、

負 両 方 の 符 号 を 取 る が 、 以 下 で は 、 本 章 全 体 を 通 じ て  𝜀 ≤ 𝑚ⅈ𝑛 {
1

1−𝛽
,

1

(1−)𝛽
} と 仮 定 す る 。 こ

れ は 、 需 要 の 変 化 に 対 し て 価 格 の 変 化 率 が 過 度 に 大 き く は な い こ と を 意 味 し て い る 。 ま た 、

𝜀 ≤
1

𝛽
 と 仮 定 す れ ば  𝑃′(1 − 𝛽𝜀) ≤ 0 と な る 。  

さ ら に 、𝜇𝐻 ≡
𝑃−𝐶𝐻

′

𝑃
=

−(1−𝛼)𝑛𝑃′

𝑃
と  𝜇𝐿 ≡

𝑃−𝐶𝐿
′−𝜏

𝑃
=

−(𝑁−𝑛)𝑃′

𝑃
は そ れ ぞ れ C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業

の 独 占 度 と す る 。 ま た 、 C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 最 適 条 件 （ 4 - 9 ）、（ 4 - 1 0 ） よ り 、 一

般 性 を 失 う こ と な く  𝜇𝐿  𝜇𝐻 と 仮 定 す る こ と が で き る の で 、 ヤ コ ビ 行 列 式 を 負 と す る 十 分

条 件 は 、 𝜀 ≤ 𝑚ⅈ𝑛 {
1

1−𝛽
,

1

(1−)𝛽
}に 加 え て 、 𝜇𝐿  𝜇𝐻 , (1 − )  max {

(𝑁−𝑛)−𝑛

𝑛
,
𝑁−𝑛

2𝑛
}  ,   (1 − 𝛽)𝜀と な る 。

こ の よ う な 条 件 の 下 で 、D    ０  が 得 ら れ る 6 1 。  

 

5 9  具 体 的 に は 、 H e n d e r s o n  a n d  Q u a n d t  ( 1 9 8 0 ) を 参 照 さ れ た い  

6 0  具 体 的 に 補 論 Ⅰ を 参 照 さ れ た い 。  

6 1  詳 し い 計 算 は 、 補 論 Ⅱ を 参 照 さ れ た い 。  
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ブ ラ ウ ン 企 業 に 課 税 す る 場 合 の 産 業 均 衡 に 与 え る 影 響 を 、 𝑞𝐻 ,  𝑞𝐿 お よ び   𝑛  に 与 え る 効

果 の 分 析 を 通 じ て 検 討 し よ う 。 ( 4 - 9 ) ～ ( 4 - 1 1 ) 式 を 環 境 税  に つ い て 全 微 分 し 、 ク ラ ー メ

ル の 公 式 を 用 い て 解 く こ と に よ り 、 次 の （ 4 - 1 4 ） ～ （ 4 - 1 6 ） 式 が 得 ら れ る 。  

 

ⅆ𝑞𝐻

ⅆ 
=

1

𝐷
(−

𝜇𝐻

(1 − )𝑛
𝑃[1 − (1 − )𝛽𝜀]{𝑞𝐿[(𝑁 − 𝑛)𝑃′ − 𝐶𝐿

′′] − 𝑃𝜇𝐿} −
𝜇𝐿

𝑁 − 𝑛
𝑃[1 − (1 − )𝛽𝜀](−𝑞𝐿𝐶𝐿

′′)

+
𝜇𝐻

𝑛
𝑃{

𝑁 − 𝑛

(1 − )𝑛
𝜇𝐻𝑃 + [2 − (1 − 𝛽)𝜀]𝑃𝜇𝐿}) < 0 

 ( 4 - 1 4 )  

ⅆ𝑞𝐿

ⅆ 
=

1

𝐷
{[(1 − )𝑃′𝑛−𝐶𝐻

′′][𝑃′(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿)
2 −

𝑁 − 𝑛

(1 − )𝑛
𝜇𝐻𝑃 − ] 

−
𝜇𝐿

𝑁 − 𝑛
𝑃[1 − (1 − )𝛽𝜀]𝑃′𝑛[1 − (1 − 𝛽)𝜀]} < 0 

( 4 - 1 5 )  

ⅆ𝑛

ⅆ 
=

1

𝐷
{[(1 − )𝑃′𝑛 − 𝐶𝐻

′′]{𝑃𝜇𝐿[1 − (1 − 𝛽)𝜀] + 𝐶𝐿
′′𝑞𝐿 +

𝑁 − 𝑛

(1 − )𝑛
𝜇𝐻𝑃 + 𝑃𝜇𝐿} 

−𝑃′𝑛[1 − (1 − )𝛽𝜀][𝑃′(𝑁 − 𝑛) − 𝐶𝐿
′′]𝑞𝐿 + (𝑁 − 𝑛)𝑃′[1 − (1 − )𝛽𝜀]𝑃𝜇𝐻} > 0 

( 4 - 1 6 )  

 

定 理 １  ブ ラ ウ ン 企 業 の 汚 染 排 出 に 対 し て 環 境 税 を 課 税 す る 場 合 に は 、 C S R 企 業 の 生

産 量 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 は 両 方 と も 減 少 す る 。 ま た 、 C S R 企 業 の 数 が 増 加 す る 一 方

で 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 数 は 減 少 す る 。  

 

こ の 結 論 の 経 済 的 意 味 は 、 環 境 税 の 課 税 に と も な い 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 限 界 費 用 が 上 昇 し 、

生 産 量 が 低 下 す る た め 、 当 該 財 の 市 場 価 格 が 上 昇 す る 。 ま た 、 汚 染 排 出 を と も な う 安 価 な

生 産 技 術 の 利 益 性 が 課 税 に と も な い 低 下 す る た め 、 戦 略 的 な 代 替 性 か ら 環 境 技 術 の 高 い

C S R 企 業 数 が 増 加 す る た め 、 均 衡 に お い て は 結 果 と し て C S R 企 業 の 生 産 量 も 低 下 す る か

ら と 考 え る こ と が 出 来 よ う 。  

 

他 方 、 こ こ で は ブ ラ ウ ン 企 業 ば か り で な く 、 C S R 企 業 の 生 産 量 も 同 時 に 減 少 す る こ と

が 示 さ れ た 。 C S R 企 業 は 環 境 税 の 直 接 的 な 影 響 を 受 け な い が 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 費 用
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の 増 大 に と も な う 利 潤 マ ー ジ ン の 低 下 に よ り 、 産 業 均 衡 条 件 （ 4 - 1 1 ） を 通 じ て 、 生 産 量

低 下 の 影 響 を 受 け た も の と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 こ の 結 論 を み る と 、 環 境 税 は 環 境 汚 染 排 出 を 2 重 の 意 味 で 減 少 さ せ る こ と が わ か

る 。 ま ず 、 環 境 税 は 、 環 境 汚 染 排 出 を と も な う 企 業 の 生 産 量 も 企 業 数 も 減 少 さ せ る こ と に

よ り 環 境 汚 染 排 出 を 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 環 境 汚 染 排 出 を と も な わ な い ク リ ー ン な 生 産 技

術 を 選 択 す る C S R 企 業 数 が 増 加 す る こ と に よ り 環 境 保 全 が い っ そ う 進 展 す る こ と を 意 味

し て い る 。  

 

と こ ろ で 、 X u  a n d  L e e （ 2 0 1 8 ） に お い て は 、 C S R 企 業 を 1 社 だ け と 設 定 し て い る た

め 、 環 境 税 を 増 税 す る と C S R 企 業 の 生 産 量 が 増 加 し 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 が 減 少 す る

と い う 結 論 を 得 て い る が 、 C S R 企 業 数 （ ブ ラ ウ ン 企 業 数 ） が 内 生 的 に 決 ま る 場 合 に は 、

上 記 の よ う な よ り 総 合 的 な 結 果 が 示 さ れ る こ と が わ か る 。 ま た 、 N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） に

お い て は 、 C S R 企 業 の 存 在 を 想 定 し て い な い た め 、 こ こ で の 結 論 と 直 接 的 な 比 較 は で き

な い が 、 課 税 が ク リ ー ン な 生 産 技 術 の 選 択 を 促 進 さ せ 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 高 め る と い う

点 は 本 章 の 結 論 と 整 合 的 で あ る と 考 え ら れ る 。 と こ ろ が 、 N i s h i k a w a （ 2 0 1 5 ） に お い て

は 、 C S R 企 業 が 存 在 せ ず 、 ク リ ー ン な 環 境 技 術 を 選 択 す る 企 業 も 利 潤 最 大 化 を 行 動 目 的

と し て い る た め 、 環 境 税 や 補 助 金 の 存 在 が な い 場 合 に は 、 ク リ ー ン な 環 境 技 術 は 全 く 選 択

さ れ な い 。 こ こ で は C S R 企 業 が 存 在 し 、 そ の 行 動 目 的 が 社 会 的 厚 生 と 自 社 の 利 潤 の 加 重

平 均 の 最 大 化 で あ り 、 （ 4 - 1 2 ） 式 に よ り 示 さ れ る 産 業 均 衡 に は 、 よ り 一 般 的 に  (𝜏0) に お

い て C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業 が 併 存 す る こ と に な り 、 こ の 点 が 本 章 の 結 論 と 異 な る 点 で

あ る 。  

 

第 4 ― 4 節  環 境 意 識 高 い 消 費 者 の 存 在 と C S R 企 業  

 こ の 節 で は 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 を 導 入 し 、 消 費 者 に は 高 価 で も 環 境 に 優 し い 製 品 を

購 入 す る 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 と 、 安 価 な ブ ラ ウ ン 企 業 の 製 品 を 購 入 す る 環 境 に 無 関 心 な

消 費 者 と い う 二 つ タ イ プ が 存 在 す る と 仮 定 す る 。 ま た 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 は 環 境 に 優

し い 高 い 技 術 を 用 い て 生 産 さ れ た 財 ・ サ ー ビ ス に 対 し て よ り 高 い 支 払 い 準 備 を 持 つ と 仮 定

す る 。  

 さ ら に 、 分 析 結 果 を 明 確 に 示 す た め 、 線 型 の 需 要 関 数 を 想 定 す る 。 そ れ ら は 、

N i s h i k a w a ( 2 0 1 5 )  と 同 様 に 次 の よ う に 示 さ れ る 。  
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𝑝𝐻 = 𝑎′ −
𝑏

𝜃
𝑄𝐻 

（ 4 - 1 7 ）  

𝑝𝐿 = 𝑎 −
𝑏

1 − 𝜃
𝑄𝐿 

（ 4 - 1 8 ）  

 こ こ で 、  𝑎′>  𝑎 と 仮 定 す る 。 環 境 に 優 し い 製 品 価 格 を  𝑝𝐻 に よ り 示 し 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の

製 品 価 格 を  𝑝𝐿  で 表 す 。 ま た 、  𝑄𝐻 = 𝑛𝑞𝐻  ,  𝑄𝐿 =  (𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿 と し 、 市 場 の 総 需 要 関 数 は  𝑄 =

𝑄𝐻 + 𝑄𝐿 と 示 さ れ る 。  𝜃 は 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 割 合 と す る 。  

 な お 、  𝜃 = 0 で あ れ ば 、 市 場 需 要 は  𝑝 = 𝑎 − 𝑏𝑄𝐿 と な り 、 θ = 1  で あ れ ば 市 場 需 要 は  𝑃 =

𝑎′ − 𝑏𝑄𝐻 と す る 。  

 

【 C S R 企 業 の 最 適 行 動 】  

C S R 企 業 の 行 動 は 第 ４ － 3 節 と 同 じ と し 、 社 会 的 厚 生 と 自 社 利 益 の 加 重 平 均 の 最 大 化 を

目 的 と し て 行 動 す る 。 こ こ で も 、 C S R 企 業 は 高 価 で ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 用 い る の で 、

汚 染 物 質 を 排 出 は な く 、 環 境 税 の 課 税 を 受 け な い と 仮 定 す る 。  

な お 、 こ こ で の 社 会 的 厚 生 関 数 は 、 次 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝑊 = ∫ 𝑃𝐻(𝑄𝐻) ⅆq
𝑄𝐻

0

− 𝑃𝐻𝑄𝐻  + ∫ 𝑃𝐿(𝑄𝐿) ⅆq
𝑄𝐿

0

− 𝑃𝐿𝑄𝐿 + ∑𝛱𝐻

𝑛

𝑖=1

+ ∑ 𝛱𝐿

𝑁

𝑖=𝑛+1

+ 𝜏 ∑ 𝑞𝐿
𝑖  

𝑁

𝑖＝ 𝑛+1

− ∑ 𝐸(𝑞𝐿
𝑖 ) 

𝑁

𝑖＝ 𝑛+1

 

（ 4 - 1 9 ）  

C S R 企 業 の ペ イ オ フ  𝑈𝐻 の 最 大 化 条 件 を （ 4 - 2 0 ） 式 の よ う に 求 め る 。  

 

ⅆ𝑈𝐻

ⅆ𝑞𝐻
= (𝑎′ −

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻) −

𝑛𝑏

𝜃
(1 − 𝛼)𝑞𝐻 − 𝐶𝐻

′ = 0 

 （ 4 - 2 0 ）  

 

【 ブ ラ ウ ン 企 業 の 最 適 行 動 】  

 ブ ラ ウ ン 企 業 は 安 価 な 生 産 技 術 を 用 い て 、 汚 染 物 質 を 排 出 す る の で 、 生 産 量 一 単 位 当 た
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り 税 額  𝜏 を 課 税 さ れ る と 仮 定 す る 。 利 潤 最 大 化 を 行 う た め 、 ( 4 - 2 ) 式 の 利 潤 関 数 は (𝑁 − 𝑛) 

を 所 与 と し て 、 𝑞𝐿 に つ い て 最 大 化 す る と 、 次 の （ 4 - 2 1 ） 式 に な る 。  

 

ⅆ𝛱𝐿

ⅆ𝑞𝐿
= [𝑎 −

𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿] −

𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿 − 𝐶𝐿

′ −  = 0 

( 4 - 2 1 )  

 

【 産 業 均 衡 に お け る 裁 定 条 件 】  

こ こ で は 、 C S R 企 業 の 目 的 関 数 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 利 潤 関 数 は 第 ４ － ３ 節 と 同 様 に 、 産

業 均 衡 に お け る 裁 定 条 件 は 以 下 の よ う に 示 さ れ る 。  

 

𝛱𝐻 = 𝛱𝐿 

 

𝑃𝐻𝑞𝐻 − 𝐶𝐻(𝑞𝐻) − [𝑃𝐿𝑞𝐿 − 𝐶𝐿(𝑞𝐿) − 𝑞𝐿] = 0 

（ 4 - 2 2 ）  

こ の 産 業 の 均 衡 に お け る 両 企 業 の 生 産 量  (𝑞𝐻 , 𝑞𝐿) と C S R 企 業 の 企 業 数  𝑛 あ る い は ブ ラ

ウ ン 企 業 の 企 業 数  (𝑁 − 𝑛) は 、 ( 4 - 2 0 ) 、 ( 4 - 2 1 ) 、 ( 4 - 2 2 )  式 に よ り 与 え ら れ る 。 ま た 、 こ

の 産 業 の 構 造 を 決 定 す る パ ラ メ ー タ は 、 総 企 業 数  (𝑁) 、 環 境 税 策 の 効 果 お け る 環 境 税  

( τ )  に 加 え て 、 市 場 需 要 に 関 す る パ ラ メ ー タ  (𝑎, 𝑏, 𝜃) で あ る 。 こ こ で も 、 第 ４ － 3 節 と 同

様 に 「 陰 関 数 の 定 理 」 を 用 い る こ と に よ り 、 所 与 の パ ラ メ ー タ に つ い て 、 産 業 均 衡 の 生 産

量 、 C S R 企 業 数  (𝑞𝐻 , 𝑞𝐿 , 𝑛) が 一 意 に 決 ま る 条 件 を 、 次 の よ う な ヤ コ ビ 行 列 式 に よ り 示 す こ

と が で き る 6 2 。  

 

D2 = −[− (2 − )
𝑏

𝜃
 𝑛 − 𝐶𝐻

′′](−
2𝑏

1 − 𝜃
−𝐶L

′′)(
𝑏

𝜃
𝑞𝐻

2 +
𝑏

1 − 𝜃
𝑞𝐿

2) 

+(2 − )
𝑏

𝜃
𝑞𝐻 [−

2𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)−𝐶𝐿

′′]
𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻 < 0 

( 4 - 2 3 )  

 

6 2  詳 し い 計 算 に つ い て は 、 補 論 Ⅲ を 参 照 さ れ た い 。  
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（ 4 - 2 3 ） 式 の 符 号 は 、 確 定 的 に 負 と な る 。  

 

【 環 境 政 策 の 効 果 】  

環 境 税 の 効 果 を 分 析 す る た め 、 当 該 税 を 増 税 し た と き に   𝑞𝐻 ,  𝑞𝐿 , 𝑛 及 び   (𝑁 − 𝑛)  与 え る

効 果 を 分 析 す る 。 ( 4 - 2 0 ) 、 ( 4 - 2 1 ) 、 ( 4 - 2 2 )  式 を 環 境 税 率 τ に つ い て 全 微 分 し 、 ク ラ ー

メ ル の 公 式 を 用 い て 解 く こ と に よ り 、 以 下 の （ 4 - 2 4 ） ～ （ 4 - 2 6 ） 式 の よ う に 示 さ れ る 6 3 。  

 

ⅆ𝑞𝐻

ⅆ𝜏 
=

1

D2
{−(2 − 𝛼)

𝑏

𝜃
𝑞𝐻𝑞𝐿 [−

2𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛) − 𝐶𝐿

"]} < 0 

（ 4 - 2 4 ）  

ⅆ𝑞𝐿

ⅆ𝜏 
=

−1

D2
{[−(2 − 𝛼)

𝑏

𝜃
(𝑁 − 𝑛) − 𝐶𝐻

" ]𝑃 [
𝜇𝐻

(1 − 𝛼)𝑛
−

𝜇𝐿

𝑁 − 𝑛
] − 𝛼(2 − 𝛼) (

𝑏

𝜃
𝑞𝐻)

2

} < 0

← [
𝜇𝐻

(1 − 𝛼)𝑛
>

𝜇𝐿

𝑁 − 𝑛
] 

（ 4 - 2 5 ）  

ⅆ𝑛

ⅆ𝜏 
=

−1

D2
[−(2 − 𝛼)

𝑏

𝜃
(𝑁 − 𝑛) − 𝐶𝐻

" ] [−
2𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛) − 𝐶𝐿

"]𝑞𝐿 > 0 

（ 4 - 2 6 ）  

こ れ ら の 結 論 は 、 次 の よ う な 定 理 に ま と め る こ と が で き る 。  

 

定 理 2  環 境 税 を 増 税 す る 場 合 に は 、 C S R 企 業 の 一 社 当 た り の 生 産 量 は 減 少 す る が 、 そ

の 企 業 数 は 増 加 す る 。 他 方 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 一 社 当 た り の 生 産 量 は 一 般 的 に は 確 定 し な い

が 、 C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 企 業 数 に 依 存 し て い る 。 そ し て 、 両 企 業 の 企 業 数 で 基 準

化 し た 独 占 度 指 標 に つ い て C S R 企 業 の 方 が 相 対 的 に 大 き い と い う 条 件 の 下 で 、 ブ ラ ウ ン

企 業 の 生 産 量 も 減 少 す る 。 さ ら に 、 増 税 に と も な い 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 数 は 減 少 す る こ と に

よ り 生 産 量 を よ り 大 き く 減 少 さ せ る 効 果 が 働 く 。  

 

こ の 結 論 の 経 済 的 意 味 は 、 環 境 税 の 課 税 に と も な い 環 境 汚 染 排 出 を と も な う ブ ラ ウ ン 財

 

6 3  具 体 的 に は 、 補 論 Ⅲ を 参 照 さ れ た い 。  
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の 生 産 費 用 が 上 昇 し 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 利 潤 が 低 下 す る た め に 、 ブ ラ ウ ン 企 業 数 が 減 少 す る 。

ま た こ の 時 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 価 格 支 配 力 （ 独 占 度 指 標 ） が 相 対 的 に 小 さ く と ど ま る な ら 、

M C ＝ M R と な る 最 適 な 生 産 量 と の 調 整 マ ー ジ ン が 小 幅 に と ど ま る た め 、 ブ ラ ウ ン 企 業 数

の 減 少 に も 関 わ ら ず 、 一 社 当 た り の 生 産 量 の 低 下 も 同 時 に 起 こ る と 考 え ら れ る 。 逆 に 、

C S R 企 業 数 は 戦 略 的 代 替 性 に よ り 増 加 す る た め 、 C S R 企 業 の 一 社 当 た り 生 産 量 も 低 下 す

る と 考 え る こ と が 出 来 よ う 6 4 。  

 

 こ の 結 論 は 、 N i s h i k a w a  ( 2 0 1 5 ) に お い て 示 さ れ た 、（ 税 率 が 十 分 に 高 い ） 環 境 税 は 、

ク リ ー ン な 環 境 技 術 の 採 用 を 促 進 し 、 ブ ラ ウ ン 財 の 生 産 を 低 下 さ せ る と い う 結 論 と 整 合 的

と 考 え る こ と が 出 来 よ う 。 た だ し 、 N i s h i k a w a ( 2 0 1 5 )  に お い て は 、 十 分 な 課 税 が な さ れ

る ケ ー ス に お い て は 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 が 条 件 な し に 低 下 す る が 、 産 業 の 連 続 的 均 衡

を 扱 っ た 本 章 に お い て は 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 価 格 支 配 力 に 関 す る 条 件 の 成 立 が 必 要 と な る 。  

 

【 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 意 義 】  

 最 後 に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率  𝜃 が 上 昇 し た 場 合 に 、 C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業

の 生 産 量 と 企 業 数 に 与 え る 効 果 を 分 析 す る こ と に よ り 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が も た ら す

効 果 を 検 討 す る 。  

( 4 - 2 0 ) 、 ( 4 - 2 1 ) 、 ( 4 - 2 2 )  式 を  ⅆ𝜃 に つ い て 解 く こ と に よ り 、 以 下 の （ 4 - 2 7 ） ～ （ 4 -

2 9 ） 式 が 得 ら れ る 。  

 

ⅆ𝑞𝐻

ⅆ𝜃
=

1

D2
[−

2𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)−𝐶𝐿

′′] (2 − 𝛼)
𝑏2

𝜃(1 − 𝜃)
𝑞𝐻𝑞𝐿

2 [
𝑛

𝜃
−

𝑁 − 𝑛

1 − 𝜃
] ⋛ 0 ← [

𝑛

𝜃
−

𝑁 − 𝑛

1 − 𝜃
] ⋛ 0 

（ 4 - 2 7 ）  

 

6 4  C S R 企 業 の 目 的 関 数 に 「 α ＞ ０ 」（ 利 潤 追 求 ウ エ イ ト ） が 残 る 限 り 、 C S R 企 業 に お い て も 利 潤 が 残

り 、 し た が っ て 「 価 格 ＝ 限 界 費 用 」 と い う 意 味 で の 最 適 生 産 は 達 成 さ れ な い 。 こ れ に と も な っ て 、

産 業 均 衡 （ ホ テ リ ン グ 条 件 ： 1 社 当 た り 利 潤 が 等 し い ） を 満 た す ブ ラ ウ ン 企 業 に も 利 潤 が 残 り 「 価

格 ＝ （ 環 境 税 込 み の ） 限 界 費 用 と は な ら な い 。 し た が っ て 、 環 境 税 課 税 後 の 産 業 均 衡 は 、 環 境 被 害

を 減 少 さ せ 、 生 産 の 効 率 性 を 改 善 す る が 、 最 適 生 産 を 達 成 で き ず 、 過 少 供 給 が 残 る こ と に な る 。  
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ⅆ𝑞𝐿

ⅆ𝜃
=

1

D2
{{[− (2 − )

𝑏

𝜃
 𝑛 − 𝐶𝐻

′′]
2𝑏2

𝜃(1 − 𝜃)
𝑞𝐻

2 𝑞𝐿 [
𝑛

𝜃
−

𝑁 − 𝑛

1 − 𝜃
]} + α(2 − 𝛼)

2𝑏3

𝜃2(1 − 𝜃)
𝑞𝐻

2𝑞𝐿 [
𝑛

𝜃
+

𝑁 − 𝑛

1 − 𝜃
]} < 0

← [
𝑛

𝜃
−

𝑁 − 𝑛

1 − 𝜃
] < 0 

（ 4 - 2 8 ）  

ⅆ𝑛

ⅆ𝜃
=

−1

D2
{ [− (2 − )

𝑏

𝜃
 𝑛 − 𝐶𝐻

′′] [−
2𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)−𝐶L

′′] [
𝑏

𝜃2
𝑛𝑞𝐻

2 +
𝑏

(1 − 𝜃)2
(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿

2]

− [(𝑎′ −
𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻) −

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻 − 𝐶𝐻

′ ] 𝑞𝐿

2𝑏

1 − 𝜃
[(2 − )

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻]} > 0 

（ 4 - 2 9 ）  

こ れ ら の 結 論 は 、 次 の よ う な 定 理 に ま と め る こ と が で き る 。  

 

定 理 3  環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率 が 上 昇 し た 場 合 に は 、 C S R 企 業 の 企 業 数 が 増 加 し 、

ブ ラ ウ ン 企 業 数 は 減 少 す る 。 一 方 、 C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 一 社 当 た り の 生 産 量 は 、

環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率 と C S R 企 業 の 比 率 と の 関 係 と 、 環 境 に 無 関 心 な 消 費 者 比 率

と ブ ラ ウ ン 企 業 比 率 の 相 対 的 な 大 き さ に 依 存 し て 決 ま る 。 つ ま り 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者

比 率 と 比 較 し て C S R 企 業 の 企 業 数 が 十 分 で な い 場 合 ( 多 す ぎ る 場 合 ) に は 、 C S R  企 業 の 生

産 は 増 加 ( 減 少 ) す る 。 逆 に 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 は 減 少 す る 。  

 

こ の 定 理 の 前 半 部 分 の 経 済 的 な 意 味 は 、（ 4 - 2 9 ） 式 よ り 直 接 的 に 理 解 す る こ と が 出 来 よ

う 。 他 方 、 後 半 部 分 に つ い て は 、 さ ら な る 解 釈 が 必 要 と な る 。（ 4 - 2 7 ）、（ 4 - 2 8 ） 式 に お

い て 、  (
𝑛

𝜃
−

𝑁−𝑛

1−𝜃
) = 𝑁 (

1−𝛽

𝜃
−

𝛽

1−𝜃
) と 示 さ れ る こ と か ら 、 右 辺 括 弧 内 の 第 1 項 は 、 産 業 に お け

る C S R 企 業 率 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 比 率 を 示 し て お り 、 第 2 項 は 、 ブ ラ ウ ン 企 業 率 と

環 境 に 無 関 心 な 消 費 者 比 率 を 示 し て い る 。 そ こ で 、 環 境 意 識 の 消 費 者 比 率 と 比 較 し て

C S R 企 業 比 率 が 十 分 に 大 き い 場 合 に は 、（ 4 - 1 8 ） 式 よ り 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 比 率 （ θ ）

が 増 加 す る こ と に と も な い C S R 企 業 の 財 に 対 す る 需 要 曲 線 が 上 方 に シ フ ト し 、 価 格 が 上

昇 す る こ と か ら C S R 企 業 の 生 産 量 が 増 加 す る こ と に な る と 考 え る こ と が 出 来 よ う 。 逆 に 、

こ の 時 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 は 低 下 す る こ と に な る 。  

 

N i s h i k a w a  ( 2 0 1 5 ) に お い て は 、 高 価 な 技 術 を 選 択 す る 企 業 の 平 均 数 が 環 境 意 識 の 高 い
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消 費 者 の 比 率 の 値 に 依 存 す る （ 同 企 業 の 平 均 数 決 定 式 に θ を 含 む ） と い う 結 論 を 得 て い る

が 、 こ れ は 本 章 の 結 論 と 整 合 的 と 考 え る こ と が で き よ う 。 た だ し 、 本 章 の 結 論 は 連 続 関 数

を 用 い た モ デ ル の 産 業 均 衡 で の 検 討 か ら 得 ら れ た も の で あ る 。  

 

こ の よ う に 、 C S R 企 業 が 十 分 に 存 在 す る と い う 一 定 の 条 件 の 下 で 、 環 境 意 識 の 高 い 消

費 者 の 増 加 は 汚 染 排 出 を 2 重 の 意 味 で 減 少 さ せ 、 環 境 改 善 に 大 き な 効 果 を も た ら す こ と が

分 か っ た 。 そ れ は ま ず 、 汚 染 排 出 を と も な う ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 も 企 業 数 も 減 少 さ せ る

こ と に よ り 環 境 汚 染 排 出 を 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 環 境 汚 染 排 出 を と も な わ な い ク リ ー ン な

生 産 技 術 を 選 択 す る C S R 企 業 数 が 増 加 す る こ と に よ り 、 環 境 の 改 善 を い っ そ う 進 展 さ せ

る こ と を 意 味 し て い る と 考 え る こ と が 出 来 よ う 6 5 。  

 

第 4 — 5 節  結 論 と 今 後 の 課 題  

本 章 で は 、 高 コ ス ト だ が 汚 染 物 質 を 排 出 し な い ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 採 用 す る C S R 企

業 と 、 生 産 コ ス ト は 低 い が 汚 染 物 質 を 排 出 す る 安 価 な 生 産 技 術 を 採 用 す る ブ ラ ウ ン 企 業 が

存 在 し 、 ま た 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 と 環 境 に 配 慮 し な い 消 費 者 が 存 在 す る ク ー ル ノ ー ・

ナ ッ シ ュ 寡 占 市 場 に お け る 、 企 業 の 技 術 選 択 と C S R 企 業 の 持 続 可 能 性 、 環 境 意 識 の 高 い

消 費 者 の 存 在 す る 場 合 に 産 業 に 与 え る 効 果 に つ い て 着 目 し 、 検 討 を 行 っ た 。  

こ こ で は 、 以 下 の よ う な 新 た な 所 見 を 得 た 。  

第 １ に 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 汚 染 排 出 に 対 し て 環 境 税 を 課 税 す る 場 合 に は 、 C S R 企 業 の 生

産 量 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 は 両 方 と も 減 少 す る 。 ま た 、 C S R 企 業 の 数 が 増 加 す る 一 方

で 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 数 は 減 少 す る 。 つ ま り 、 環 境 税 は 環 境 汚 染 排 出 を 2 重 の 意 味 で 減 少 さ

せ る 。 ま ず 、 環 境 税 は 、 環 境 汚 染 排 出 を と も な う 企 業 の 生 産 量 も 企 業 数 も 減 少 さ せ る こ と

に よ り 環 境 汚 染 排 出 を 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 環 境 汚 染 排 出 を と も な わ な い ク リ ー ン な 生 産

技 術 を 選 択 す る 企 業 数 が 増 加 す る こ と に よ り 環 境 保 全 が い っ そ う 進 展 す る こ と を 意 味 し て

い る 。  

第 ２ に 、 環 境 意 識 が 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 場 合 に 環 境 税 を 増 税 す れ ば 、 C S R 企 業 の 一

社 当 た り の 生 産 量 は 減 少 す る が 、 そ の 企 業 数 は 増 加 す る 。 他 方 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 一 社 当 た

 

6 5  本 モ デ ル に お い て は 、 先 述 の よ う に 、 均 衡 に お い て C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 両 方 に 一 定 の 利 潤

が 残 る 。 し た が っ て 、 均 衡 に お い て も 過 少 供 給 が 起 こ り 、 最 適 供 給 に 達 成 で き な い 。 ま た 、 環 境 税

の 課 税 に お い て も 、 完 全 競 争 モ デ ル と は 異 な り 、 フ ァ ス ト ベ ス ト は 達 成 で き な い 。  
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り の 生 産 量 は 企 業 数 で 基 準 化 し た C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業 の 独 占 度 （ 価 格 支 配 力 ） に 基

づ い て 決 ま り 、 C S R 企 業 の そ れ が 高 い 場 合 に 減 少 す る 。 ま た 、 増 税 に と も な い 、 ブ ラ ウ

ン 企 業 の 数 は 減 少 す る こ と に よ り 生 産 量 を 減 少 さ せ る 効 果 が 働 く 。 つ ま り 、 環 境 税 が 環 境

技 術 の 導 入 を 促 進 す る こ と で 環 境 の 改 善 に つ な が り 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 が 、 環

境 政 策 の 有 効 性 を 高 め る こ と を 意 味 し て い る 。  

第 ３ に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率 が 上 昇 し た 場 合 に は 、 C S R 企 業 と ブ ラ ウ ン 企 業

の 一 社 当 た り の 生 産 量 は 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率 と C S R 企 業 数 と の 関 係 に 依 存 し て

決 ま る 。 一 方 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率 が 上 昇 す る と 、 C S R 企 業 の 企 業 数 が 増 加 す

る 。 つ ま り 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 増 加 は 環 境 政 策 の 有 効 性 を 大 き く 促 進 す る 効 果 を 持

つ こ と を 意 味 し て い る 。  

第 4 章 に お け る 結 論 よ り 、 以 下 の よ う な 政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン が 得 ら れ る 。 ま ず 、

環 境 排 出 を 伴 わ な い 高 い 生 産 技 術 を 持 ち 、 社 会 的 厚 生 の 増 大 に 興 味 を 持 つ 中 国 や B R I C S

に お い て 、 C S R 企 業 の 促 進 に よ り 、 環 境 税 の 有 効 性 が い っ そ う 高 ま り 、 環 境 税 の 課 税 が

環 境 汚 染 排 出 を と も な う ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 を 低 下 さ せ る と と も に 、 C S R 企 業 の 増 加

と ク リ ー ン な 環 境 技 術 の 導 入 を 促 進 す る こ と で 環 境 の 改 善 に つ な が る 。 ま た 、 C S R 企 業

に 加 え て 中 国 や B R I C S で 生 産 さ れ た 輸 出 品 を 消 費 す る 欧 米 諸 国 の 消 費 者 の 環 境 意 識 を 高

ま り が 、 ブ ラ ウ ン 企 業 の 生 産 量 と 企 業 数 を 減 少 さ せ る と と も に 、 C S R 企 業 数 の 増 加 に つ

な が る こ と が 期 待 さ れ る 。 こ の よ う に 、 消 費 者 の 環 境 意 識 の 高 ま り は 、 環 境 税 と 類 似 の 効

果 を 持 つ と と も に 、 C S R 企 業 数 を 増 加 さ せ 、 そ れ に よ る 高 い 環 境 技 術 の 導 入 が 促 進 さ れ

る こ と に よ り 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を い っ そ う 高 め る 。  

 最 後 に 、 残 さ れ た 課 題 と し て 、 C S R へ の 取 組 み は 、 短 期 的 に は コ ス ト の 増 加 に つ な が

る 可 能 性 も あ る た め 、 環 境 保 全 や 企 業 の 社 会 的 責 任 を 重 視 す る C S R 企 業 の 動 き を よ り 深

く 検 討 す る こ と は 、 大 変 興 味 深 い 問 題 で あ る 。 ま た 、 本 章 で は 、 𝛱𝐻 = 𝛱𝐿 と い う 条 件 を 均

衡 で 置 い て い る が 、 例 え ば 企 業 数 が ３ 社 で 、 C S R 企 業 が ２ 社 、 ブ ラ ウ ン 企 業 が 1 社 の 場

合 、 C S R 企 業 が ブ ラ ウ ン 企 業 に 変 更 す る と C S R 企 業 が 1 社 、 ブ ラ ウ ン 企 業 が 2 社 の ケ ー

ス な ど の 、 変 化 が 不 連 続 な 場 合 に お け る 検 討 は 重 要 で 興 味 あ る 課 題 で あ り 、 今 後 検 討 を 進

め た い 。 さ ら に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 を 想 定 し て い る が 、 消 費 者 の 効 用 関 数 や 選

択 行 動 、 最 適 化 問 題 は モ デ ル で 定 式 化 さ れ て い な い 。 そ の よ う な 消 費 者 の 割 合 を θ と し 、

割 合 が 増 え れ ば 、 企 業 が ど の よ う な 行 動 を す る か に 関 す る 詳 し く 分 析 す る た め に は 、 モ デ

ル を 一 般 均 衡 分 析 に す る 必 要 が あ り 、 今 後 の 課 題 に し た い 。 最 後 に 、 消 費 者 の 環 境 意 識 の
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高 ま り は 、 環 境 改 善 に 大 き な 効 果 を も た ら す こ と が わ か っ た が 、 こ の よ う な 効 果 を 実 証 的

に 明 ら か に す る こ と も 、 途 上 国 に み ら れ る よ う な 産 業 公 害 を は じ め 、 地 球 規 模 の 温 暖 化 問

題 な ど に 対 す る 環 境 政 策 を い っ そ う 進 め る た め に 重 要 な 課 題 で あ ろ う 。  

 

 

補 論 Ⅰ  

（ 4 - 9 ） ～ （ 4 - 1 1 ） 式 を 全 微 分 す る こ と に よ り 、 以 下 の よ う な （ A . 1 ） ～ （ A . 3 ） 式 が

得 ら れ る 。  

 

{[(1 − )𝑃′𝑛 − 𝐶𝐻
′′] + 𝑃′𝑛[1 − (1 − )𝛽𝜀]} ⅆ𝑞𝐻 + 𝑃′(𝑁 − 𝑛)[1 − (1 − )𝛽𝜀] ⅆ𝑞𝐿 + {(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿)𝑃

′[1 −

(1 − )𝛽𝜀] + (1 − )𝑃′𝑞𝐻} ⅆ𝑛 + {𝑃′𝑞𝐿[1 − (1 − )𝛽𝜀]}ⅆ𝑁 − 𝑛𝑃′𝑞𝐻 ⅆ =0  

（ A . 1 ）  

𝑃′𝑛[1 − (1 − 𝛽)𝜀] ⅆ𝑞𝐻 + {𝑃′(𝑁 − 𝑛)[1 − (1 − 𝛽)𝜀] + 𝑃′(𝑁 − 𝑛) − 𝐶𝐿
′′} ⅆ𝑞𝐿 + {𝑃′(𝑁 − 𝑛)(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿) −

(𝑃 − 𝐶𝐿
′)}ⅆ𝑛 + {𝑃′𝑞𝐿[1 − (1 − 𝛽)𝜀]} ⅆ𝑁 − ⅆ =0  

（ A . 2 ）  

[𝑃′𝑛(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿) + (𝑃 − 𝐶𝐻
′)] ⅆ𝑞𝐻 + [𝑃′(𝑁 − 𝑛)(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿) − (𝑃 − 𝐶𝐿

′ − )] ⅆ𝑞𝐿 + 𝑃′(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿)
2 ⅆ𝑛 +

𝑃′𝑞𝐿(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿) ⅆ𝑁 + 𝑞𝐿 ⅆ =0  

（ A . 3 ）  

（ A . 1 ） ～ （ A . 3 ） 式 を 連 立 さ せ て 、 行 列 式 の 形 で 表 示 す る と 、 次 の ( A . 4 ) の よ う に 示

さ れ る 。  

 

[

𝑎11 𝑎12 𝑎13

𝑎21 𝑎22 𝑎23

𝑎31 𝑎32 𝑎33

] [
ⅆ𝑞𝐻

ⅆ𝑞𝐿

ⅆ𝑛

] = [

𝑃′𝑞𝐿[1 − (1 − )𝛽𝜀]

𝑃′𝑞𝐿[1 − (1 − 𝛽)𝜀]

𝑃′𝑞𝐿(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿)
] ⅆ𝑁 + [

−𝑛𝑞𝐻𝑃′

０

0

]ⅆ+ [
0
1

−𝑞𝐿

] ⅆ𝜏 

( A . 4 )  

た だ し 、 𝑎11 = [(1 − )𝑃′𝑛 − 𝐶𝐻
′′] + 𝑃′𝑛[1 − (1 − )𝛽𝜀] , 𝑎12 = 𝑃′(𝑁 − 𝑛)[1 − (1 − )𝛽𝜀]   , 𝑎13 =

(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿)𝑃
′[1 − (1 − )𝛽𝜀] + (1 − )𝑃′𝑞𝐻 , 𝑎21 = 𝑃′𝑛[1 − (1 − 𝛽)𝜀] , 𝑎22 = 𝑃′(𝑁 − 𝑛)[1 − (1 − 𝛽)𝜀] +

𝑃′(𝑁 − 𝑛) − 𝐶𝐿
′′,  𝑎23 = 𝑃′(𝑁 − 𝑛)(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿) − (𝑃 − 𝐶𝐿

′) ,  𝑎31 = 𝑃′𝑛(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿) + (𝑃 − 𝐶𝐻
′)  ,  𝑎32 = 𝑃′(𝑁 −

𝑛)(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿) − (𝑃 − 𝐶𝐿
′ − ) ,  𝑎33 = 𝑃′(𝑞𝐻 − 𝑞𝐿)

2 と す る 。  

 

補 論 Ⅱ  
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ヤ コ ビ 行 列 式  D ０ と な る た め に は 、 追 加 的 に 以 下 の ３ つ の 条 件 が 満 た さ な け れ ば な ら

な い 。 そ の た め の 十 分 条 件 を 示 す 。  

 

（ ⅰ ）
𝑛(1−)

𝑁−𝑛
𝜇𝐿

2 −
(𝑁−𝑛)−𝑛

𝑛
𝜇𝐻

2>０  

( A . 5 )  

に つ い て 、 𝜇
𝐿 
 𝜇

𝐻
 の 下 で 、

𝑛(1−)

𝑁−𝑛
𝜇𝐿

2 −
(𝑁−𝑛)−𝑛

𝑛
𝜇𝐻

2 [
𝑛(1−)

𝑁−𝑛
−

(𝑁−𝑛)−𝑛

𝑛
]  𝜇𝐻

2  が 示 さ れ る 。 そ こ

で 、𝜇𝐻
20 よ り 、

𝑛(1−)

𝑁−𝑛
−

(𝑁−𝑛)−𝑛

𝑛
>0  が 条 件 と な る 。 し た が っ て 、 (1 − )>

(𝑁−𝑛)−𝑛

𝑛
で あ る 。  

 

（ ⅱ ）
𝑛

𝑁−𝑛
(𝜇𝐻𝜇𝐿+𝜇𝐿

2) −
𝜇𝐻

2

1−
 >０  

( A . 6 )  

に つ い て 、 同 様 に 𝜇
𝐿 
 𝜇

𝐻
 の 下 で 、

𝑛

𝑁−𝑛
(𝜇𝐻𝜇𝐿+𝜇𝐿

2) −
𝜇𝐻

2

1−
  [ 2

𝑛

𝑁−𝑛
−

1

1−
 ]  𝜇𝐻

2の が 示 さ れ る 。 し

た が っ て 、2
𝑛

𝑁−𝑛
−

1

1−
>０ が 条 件 と な る 。 し た が っ て 、 (1 − )>

𝑁−𝑛

2𝑛
で あ る 。  

 

 （ ⅲ ）
𝑛

𝑁−𝑛
𝜇𝐿 −

(1−𝛽)𝜀−

1−
𝜇𝐻>０  

( A . 7 )  

 に つ い て 、 𝜇
𝐿 
 𝜇

𝐻
 の 下 で 、  

𝑛

𝑁−𝑛
𝜇𝐿 −

(1−𝛽)𝜀−

1−
𝜇𝐻 [

𝑛

𝑁−𝑛
−

(1−𝛽)𝜀−

1−
]𝜇𝐻  が 示 さ れ る 。 し た が っ

て (1 − ) >
𝑁−𝑛

𝑛
[− (1 − 𝛽)𝜀 ]  が 条 件 と な る 。 な お こ こ で 、  (1 − 𝛽)と 仮 定 す れ ば 、 右 辺 は

負 と な り 、 (1 − ) ０ よ り 、（ ⅲ ） 式 は 常 に 満 た さ れ る 。  

 

補 論 Ⅲ  

 ( 4 - 2 0 ) 、 ( 4 - 2 1 ) 、 ( 4 - 2 2 )  式 を 全 微 分 し て 整 理 す る こ と に よ り 、 次 の 式 が 得 ら れ る 。  

 

[− (2 − )
𝑏

𝜃
 𝑛 − 𝐶𝐻

′′] ⅆ𝑞𝐻 − (2 − )
𝑏

𝜃
 𝑞𝐻 ⅆ𝑛 +

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻 ⅆ+ (2 − )

𝑏

𝜃2
𝑛 𝑞𝐻 ⅆ𝜃 = 0 

（A .8）  

[−
2𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)−𝐶L

′′] ⅆ𝑞𝐿 + 𝑞𝐿

2𝑏

1 − 𝜃
ⅆ𝑛 − ⅆ𝜏 − (𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿

2𝑏

(1 − 𝜃)2
ⅆ𝜃 = 0 

（ A . 9 ）  
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[(𝑎′ −
𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻) −

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻 − 𝐶𝐻

′ ] ⅆ𝑞𝐻 − {[𝑎 −
𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿] −

𝑏

1 − 𝜃
(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿−𝐶𝐿

′ − 𝜏}ⅆ𝑞𝐿

− (
𝑏

𝜃
𝑞𝐻

2 +
𝑏

1 − 𝜃
𝑞𝐿

2) ⅆ𝑛 + 𝑞𝐿 ⅆ𝜏 + [
𝑏

𝜃2
𝑛𝑞𝐻

2 +
𝑏

(1 − 𝜃)2
(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿

2] ⅆ𝜃 = 0 

（A .10）  

し た が っ て 、 次 の 行 列 式 の 形 で 表 示 す る と ( A . 1 1 ) を 得 ら れ る 。  

 

[

𝑎11 0 𝑎13

0 𝑎22 𝑎23

𝑎31 0 𝑎33

] [
ⅆ𝑞𝐻

ⅆ𝑞𝐿

ⅆ𝑛

] = [
−

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻

0
0

] ⅆ+ [
0
1

−𝑞𝐿

] ⅆ𝜏 +

[
 
 
 
 
 
 −(2 − )

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻

(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿

2𝑏

(1 − 𝜃)2

−[
𝑏

𝜃2
𝑛𝑞𝐻

2 +
𝑏

(1 − 𝜃)2
(𝑁 − 𝑛)𝑞𝐿

2]
]
 
 
 
 
 
 

ⅆ𝜃 

( A . 1 1 )  

た だ し 、  𝑎11 = − (2 − )
𝑏

𝜃
 𝑛 − 𝐶𝐻

′′ < 0 ,   𝑎13 = −(2 − )
𝑏

𝜃
 𝑞𝐻 < 0  ,  𝑎22 = −

2𝑏

1−𝜃
(𝑁 − 𝑛)−𝐶L

′′ < 0 ,  

 𝑎23 = 𝑞𝐿
2𝑏

1−𝜃
> 0  ,   𝑎31 = (𝑎′ −

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻) −

𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻 − 𝐶𝐻

′ > 0 ,   𝑎33 = −
𝑏

𝜃
𝑞𝐻

2 +
𝑏

1−𝜃
𝑞𝐿

2 で あ る 。 左 辺 係 数

行 列 式 を D2と す る と 、  

D2 = −[− (2 − )
𝑏

𝜃
 𝑛 − 𝐶𝐻

′′](−
2𝑏

1 − 𝜃
−𝐶𝐿

′′)(
𝑏

𝜃
𝑞𝐻

2 +
𝑏

1 − 𝜃
𝑞𝐿

2) 

+(2 − )
𝑏

𝜃
𝑞𝐻 [−

2𝑏

1−𝜃
(𝑁 − 𝑛)−𝐶𝐿

′′]
𝑏

𝜃
𝑛𝑞𝐻 < 0   

と 示 さ れ る 。  
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第 5 章  環 境 技 術 の 選 択 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 が 環 境 政 策 の  

有 効 性 に 与 え る 影 響 に 関 す る 計 量 分 析  

 

 

第 5 ― １ 節  イ ン ト ロ ダ ク シ ョ ン  

グ ロ ー バ ル 企 業 の 資 本 ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 海 外 展 開 に と も な い 、 先 進 国 の 製 造 企 業 は 、

生 産 コ ス ト の 低 い 地 域 、 あ る い は 市 場 規 模 の 大 き い 地 域 を 求 め て 、 海 外 に 拠 点 を 拡 大 し て

き た 。 同 時 に 、 成 長 著 し い ア ジ ア 市 場 の 活 力 を 取 り 組 む べ く 、 各 国 企 業 は こ ぞ っ て 市 場 開

拓 に 取 り 組 ん で お り 、 極 め て 競 争 的 な 市 場 が 形 成 さ れ て い る 。 米 国 や 日 本 の 企 業 も 例 外 で

は な く 、 中 国 や イ ン ド 、 ブ ラ ジ ル を 中 心 と し た ア ジ ア と ラ テ ン ア メ リ カ 各 国 ・ 地 域 へ 進 出

し つ つ あ る 。    

そ し て 、 ア ジ ア と ラ テ ン ア メ リ カ は 「 世 界 の 工 場 」 と 称 さ れ 、 先 進 国 へ の 製 品 供 給 拠 点

と し て 位 置 付 け ら れ て き た 。 特 に 、 世 界 の 貿 易 額 に ア ジ ア と ラ テ ン ア メ リ カ の シ ェ ア は

年 々 上 昇 を 続 け て お り 、 ア ジ ア と ラ テ ン ア メ リ カ 諸 国 で 製 造 し た 部 品 や 完 成 品 を そ の 主 な

最 終 消 費 先 と し て の 欧 米 に 輸 出 す る と い う 生 産 ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ た 6 6 。  

す で に 第 1 章 に お い て 述 べ た よ う に 、 急 速 な 経 済 成 長 と 輸 出 競 争 の 中 で 、 産 業 公 害 は ア

ジ ア 、 ラ テ ン ア メ リ カ 地 域 を は じ め 、 開 発 途 上 国 に お い て 、 依 然 と し て 深 刻 な 状 況 に あ る 。

そ こ に お い て は 、 生 産 活 動 や 日 常 生 活 に お け る 大 量 生 産 、 大 量 消 費 を 原 因 と す る 環 境 問 題

が 深 刻 化 し つ つ あ る 。 特 に 、 工 場 や 自 動 車 交 通 が 集 中 し て い る 主 要 都 市 の 硫 黄 酸 化 物

（ S O x ）、 窒 素 酸 化 物 （ N O x ） な ど に よ る 大 気 汚 染 、 鉛 汚 染 や 酸 性 雨 の 被 害 、 越 境 汚 染 な

ど も 顕 在 化 し て い る 。 河 川 や 湖 沼 水 の 化 学 物 質 汚 染 や 富 栄 養 化 が 進 行 し て い る 一 方 、 廃 棄

物 、 水 不 足 や 、 熱 帯 雨 林 破 壊 も 大 き な 問 題 と な っ て い る 。 他 方 、 汚 染 物 質 が 国 境 を 越 え て

影 響 を 及 ぼ す 問 題 、 そ し て 工 業 生 産 が 増 加 し た こ と で 二 酸 化 炭 素 （ C O 2 ）、 窒 素 酸 化 物

（ N O x ） な ど 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 に と も な う 地 球 温 暖 化 問 題 な ど 、 グ ロ ー バ ル な 環 境 リ

ス ク 問 題 へ の 対 応 も 迫 ら れ て い る 。  

 

6 6  国 連 公 表 デ ー タ に よ る と 、 中 国 貿 易 の 輸 出 額 は 2 0 0 0 年 に 2 4 9 2 億 ド ル だ っ た も の が 、 2 0 1 7 年 に

2 2 6 3 3 . 5 億 ド ル と な り 、 国 別 輸 出 額 で は 第 １ 位 と な っ た 。 2 0 2 2 年 で は 2 5 9 0 2 . 2 億 ド ル と な り 、

2 0 0 0 年 で の 約 1 0 倍 に 拡 大 し た 。 ま た 、 ブ ラ ジ ル 貿 易 の 輸 出 額 は 2 0 0 4 年 で は 9 6 . 6 8 億 ド ル か ら ま

す ま す 増 加 し て い る 。 2 0 2 0 年 で は 2 0 9 . 8 8 億 ド ル と な り 、 2 0 0 4 年 で の 約 2 倍 に 拡 大 し た こ と が わ

か る 。  
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こ の た め 、 発 展 途 上 国 の 現 状 に あ っ た 適 切 な 環 境 政 策 の 導 入 が 必 要 と な っ て い る 。 環 境

税 を 中 心 と す る 環 境 政 策 に 加 え て 、 近 年 で は 、 環 境 効 率 を 高 め る 技 術 の 開 発 ・ 導 入 、 人 々

の 環 境 意 識 の 向 上 な ど を 用 い て 分 析 す る こ と が 中 心 と な り つ つ あ る 。 本 章 で は 、 発 展 途 上

国 の 状 況 を 踏 ま え な が ら 、 こ れ ま で 先 進 国 で 行 わ れ た 環 境 政 策 の 有 効 性 に つ い て 研 究 す る 。

こ の よ う な 分 析 を 通 じ て 、 急 激 に 成 長 し て い る 発 展 途 上 国 に あ っ た 政 策 提 案 を し た い 。  

環 境 政 策 の 有 効 性 に 関 す る 理 論 的 研 究 は 、 P i g o u （ 1 9 2 0 ） の 先 駆 的 研 究 を は じ め 、 古

く か ら 蓄 積 さ れ て き た 6 7 。 近 年 に お い て は 、 環 境 技 術 の 選 択 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存

在 に 焦 点 を あ て た 研 究 が い く つ 見 ら れ る 。 第 2 章 に お い て 述 べ た よ う に 、 ま ず 、 環 境 税 と

環 境 補 助 金 の 効 果 に 関 し て は 、 E s p i n o l a - A r r e d o n d o  a n d  Z h a o  ( 2 0 1 2 ) 、 B a n s a l  a n d  

G a n g o p a d h y a y （ 2 0 0 3 ） と C o n r a d （ 2 0 0 5 ） な ど が 、 グ リ ー ン な 製 品 と ブ ラ ウ ン 製 品 が

存 在 し 、 エ コ ラ ベ リ ン グ が 導 入 さ れ て い る な ら ば 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 行 動 が 、 環 境

汚 染 排 出 を 削 減 さ せ る と と も に 、 環 境 税 、 補 助 金 の 効 果 を い っ そ う 高 め る こ と を 示 し た 。  

ま た 、 企 業 の 生 産 技 術 の 選 択 お よ び 社 会 的 責 任 に 対 す る 理 論 的 な 研 究 と し て 、 G a r c í a  

e t  a l .  ( 2 0 1 8 )  は 、 環 境 汚 染 削 減 技 術 を 備 え た 消 費 者 に 優 し い 企 業 が 存 在 す る 状 況 に お い

て 、 取 引 可 能 な 許 可 証 と 環 境 税 の 課 税 は 、 高 度 な 環 境 技 術 の 導 入 を 促 進 し 、 そ れ ら の 政 策

の 下 で の 均 衡 は 、 同 等 で あ る こ と を 示 し た 。 ま た 、 L e a l  e t  a l .  ( 2 0 1 8 ) は 、 環 境 に 優 し い

企 業 が 存 在 す る ク ー ル ノ ー 寡 占 モ デ ル を 用 い て 、 汚 染 削 減 技 術 の 選 択 に つ い て 検 討 し 、 環

境 に 優 し い 企 業 が 環 境 政 策 に 関 わ ら ず 社 会 的 厚 生 と 環 境 の 質 に 対 し て よ り 良 い 結 果 を も た

ら す 可 能 性 が あ る こ と を 指 摘 し た 。  

次 に 、 環 境 政 策 の 影 響 に 関 す る 実 証 的 研 究 に お い て も 、 古 く か ら 優 れ た 研 究 が 蓄 積 さ れ

て き た 。 近 年 で は 、 M i l l e r  a n d  Ve l a （ 2 0 1 3 ） は 、 O E C D 諸 国 の パ ネ ル デ ー タ を 用 い て 分

析 を 行 い 、 環 境 税 が 十 分 に 高 い 国 に お い て は 、 C O 2  排 出 量 と 再 生 不 可 能 な エ ネ ル ギ ー 消

費 が 大 幅 に 削 減 さ れ て い る と 指 摘 し た 。 ま た 、 S e n  a n d  Vo l l e b e rg h （ 2 0 1 8 ） は 、 O E C D

諸 国 の エ ネ ル ギ ー に 対 す る 実 効 税 率 に 関 す る デ ー タ を 用 い て 、 炭 素 税 が エ ネ ル ギ ー 消 費 に

与 え る 長 期 的 な 効 果 を 検 討 し 、 エ ネ ル ギ ー 関 連 の 税 金 は 、 枯 渇 エ ネ ル ギ ー の 消 費 削 減 を 行

い 、 C O 2 排 出 量 を 軽 減 で き る と 主 張 し た 。 同 じ く 、 H e  e t  a l . （ 2 0 1 9 a ） と H e  e t  

a l . ( 2 0 1 9 b ) は 、 A R D L （ A u t o r e g r e s s i v e  D i s t r i b u t e d  L a g ） モ デ ル を 用 い て 、 O E C D 諸 国

の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 に 対 す る 環 境 関 連 税 の 影 響 を 研 究 し 、 環 境 税 が 温 室 効 果 ガ ス の 排 出

 
6 7  例 え ば 、 M ä l e r  a n d  Vi n c e n t （ 2 0 0 3 ） を 参 照 さ れ た い 。  

https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S1059056018301655#!
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を 軽 減 す る た め の 効 果 的 な ツ ー ル に な り 得 る と 述 べ た 。 ま た 、 G h a z o u a n i  e t  a l . ( 2 0 2 1 ) は 、

環 境 関 連 税 に 加 え て 環 境 技 術 の 選 択 に 関 す る C O 2 排 出 削 減 の 有 効 性 を 分 析 し 、 高 い 環 境

技 術 の 採 用 が 環 境 政 策 に と っ て 有 効 で あ り 、 環 境 技 術 普 及 の た め の 国 際 連 携 や 資 金 融 資 が

必 要 で あ る こ と を 指 摘 し た 。   

と こ ろ で 、 于 （ 2 0 2 0 ， 2 0 2 2 ） に お い て は 、 理 論 的 分 析 に よ り 、 生 産 に お け る 環 境 技 術

の 選 択 が 環 境 政 策 の 効 果 に 大 き な 影 響 を 与 え 、 特 に 、 高 い 環 境 技 術 を 持 つ 公 的 企 業 に よ る

技 術 誘 導 政 策 が 産 業 全 体 の 環 境 政 策 効 果 を 高 め る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、 C S R 企 業 に よ

る 高 い 環 境 技 術 の 選 択 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 と の 相 互 効 果 が 、 環 境 政 策 の 有 効 性

に 大 き な 影 響 を 持 つ こ と が 示 さ れ て い る 。 環 境 技 術 が 環 境 政 策 に 与 え る 影 響 、 特 に 先 進 諸

国 に 関 す る 計 量 的 研 究 は い く つ か 存 在 す る が 、 発 展 途 上 国 を 含 め た 分 析 は 多 く は な い 6 8 。

ま た 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 行 動 が 環 境 政 策 に 与 え る 影 響 を 計 量 的 に 分 析 し た 研 究 は 、

私 の 知 る 限 り 存 在 し な い 。  

そ こ で 、 本 章 で は 、 Wo r l d  B a n k  O p e n  D a t a な ど の 公 表 デ ー タ を 用 い て 、 C O 2 と N O X

の 排 出 を 取 り 上 げ 、 M i l l e r  a n d  Ve l a  ( 2 0 1 3 ) や  G h a z o u a n i  e t  a l .  ( 2 0 2 1 ) な ど の 研 究 を 発

展 さ せ 、 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 を 含 む 国 際 パ ネ ル デ ー タ に 基 づ い て 、 新 た に 環 境 技 術 の 選

択 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な ど の 影 響 を 踏 ま え な が ら 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 計 量 経

済 学 的 に 検 証 す る 。  

本 章 の 貢 献 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。 第 １ に 、 環 境 技 術 の 選 択 に 加 え て 、 消 費 者 の 環 境 意

識 を 示 す デ ー タ を 用 い て 環 境 政 策 の 有 効 性 を 分 析 し 、 こ れ ら が C O 2 と N O X  排 出 の 削 減 に

有 効 で あ る こ と を 示 し た 。 第 ２ に 、 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 下 で 、 発 展 途 上 国 に お い て 依

然 と し て 産 業 公 害 が 問 題 を な っ て い る こ と を 考 慮 し て 、 発 展 途 上 国 の C O 2 と N O x の 排 出

量 、 お よ び そ れ に 関 す る 環 境 技 術 や 消 費 者 の 環 境 意 識 を 用 い て 分 析 し 、 環 境 政 策 の 有 効 性

を 検 討 し た 。  

本 章 に お け る 分 析 の 結 果 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。 そ の 結 果 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得

た 。 第 1 に 、 環 境 関 連 税 は 先 進 国 や 発 展 途 上 国 の C O 2 削 減 に 有 効 で あ り 、 環 境 技 術 の 選

択 は 先 進 国 の N O X 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 示 さ れ た 。 第 2 に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の

比 率 に 関 し て は 、 ほ と ん ど の ケ ー ス に お い て 予 想 さ れ る 結 果 が 得 ら れ な か っ た 。 と こ ろ が 、

 
6 8  先 進 国 と 発 展 途 上 国 の デ ー タ を 含 む 環 境 の 計 量 分 析 は 必 ず し も 多 く な い が 、 一 国 を 対 象 と し た 研 究

は 存 在 す る 。 例 え ば 、 M a r d o n e s a  a n d  C a m i l l o （ 2 0 1 9 ） に お い て は 、 チ リ の デ ー タ を 用 い て 、 C O 2  、

S O X  や N O X  の 排 出 削 減 に 対 す る 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 し て い る 。  



74 

 

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 に 関 し て は 、 発 展 途 上 国 の N O X 排 出 に 関 す る ケ ー ス を 除 く す

べ て の ケ ー ス に つ い て 有 効 と な っ て お り 、 C O 2 と N O X の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 明

ら か に な っ た 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー は 一 般 的 に 化 石 エ ネ ル ギ ー よ り 高 価 で あ る こ と を 考 慮

す る と 、 そ の 消 費 率 が 高 い こ と は 消 費 者 の 環 境 意 識 が 高 い こ と や 、 環 境 政 策 へ の 取 り 組 み

が 進 ん で い る こ と を 示 し て い る と も 考 え ら れ よ う 。  

こ れ ら の 結 論 の 政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン と し て は 、 C S R 企 業 な ど の 増 加 に よ り 環 境

に 配 慮 し た 技 術 選 択 が 進 む こ と や 、 消 費 者 の 環 境 意 識 が 高 ま り 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費

が 進 む こ と は 、 C O 2 や N O X の 削 減 に 有 効 で あ り 、 産 業 公 害 ば か り で な く 、 地 球 規 模 の 温

暖 化 問 題 に 対 し て も 有 効 で あ る と い え よ う 。 ま た 、 発 展 途 上 国 の 持 続 可 能 な 経 済 発 展 の た

め に は 、 F D I （ F o r e i g n  D i r e c t  I n v e s t m e n t 、 海 外 直 接 投 資 ） に と も な っ て 環 境 技 術 も 同

時 に 移 転 さ れ る こ と が 有 効 で あ ろ う 。  

 本 章 は 以 下 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 第 5 ― 2 節 で は 、 デ ー タ と 分 析 手 法 を 紹 介 す る 。

第 5 ― 3 節 で は 、 モ デ ル の 設 定 に つ い て 紹 介 す る 。 第 5 ― 4 節 で は 、 パ ネ ル 分 析 結 果 に つ

い て 紹 介 す る 。 最 後 に 、 第 5 ― 5 節 で は 、 本 章 を 締 め く く り 、 政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ お

よ び 今 後 の 課 題 を 述 べ る 。  

 

第 5 ― ２ 節  デ ー タ と 分 析 手 法  

 こ の 研 究 で は 、 O E C D に 属 し て い る 先 進 諸 国 1 8 か 国 と O E C D に 属 し て い な い 発 展 途 上

国 1 8 か 国 の 合 計 で 3 6 か 国 に お け る 、 1 9 9 4 年 か ら 2 0 1 5 年 に わ た る 国 際 パ ネ ル デ ー タ を

用 い て 、 温 室 効 果 ガ ス と し て の C O 2  と N O X  排 出 量 の 削 減 に お け る 環 境 技 術 の 選 択 や 環 境

意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 と 環 境 税 の 影 響 を 計 量 経 済 学 的 に 検 討 す る 6 9 。 使 用 す る 変 数 に は 、

C O 2 （ C H G 1 ） 排 出 量 、 N O X （ C H G 2 ） 排 出 量 、 化 石 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 （ F E ）、 再 生 可 能

エ ネ ル ギ ー 消 費 率 （ R E ）、 都 市 人 口 比 率 （ U P ） お よ び 一 人 当 た り 国 内 総 生 産 （ G D P C ）、

環 境 関 連 税 （ T X ） が 含 ま れ る 7 0 。 ま た 、 各 国 の 環 境 技 術 の 選 択 の 状 況 に 関 す る デ ー タ は

 
6 9  O E C D は 国 際 マ ク ロ 経 済 動 向 、 貿 易 、 開 発 援 助 と い っ た 分 野 に 加 え 、 最 近 で は 持 続 可 能 な 開 発 、 ガ

バ ナ ン ス と い っ た 新 た な 分 野 に つ い て も 加 盟 国 間 の 分 析 ・ 検 討 を 行 っ て い る 。  

7 0  O E C D に よ る 「 環 境 関 連 税 制 」（ E n v i r o n m e n t a l l y  R e l a t e d  Ta x e s ） の 定 義 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

① 特 に 環 境 に 関 連 す る と み な さ れ る 課 税 物 件 に 課 さ れ る 一 般 政 府 に 対 す る 全 て の 強 制 的 ・ 一 方 的 な

支 払 い 、 ② 税 の 名 称 及 び 目 的 は 基 準 と は な ら な い 、 ③ 税 の 使 途 が 定 ま っ て い る か は 基 準 と は な ら な

い 。 ま た 、「 環 境 関 連 税 制 」 の 課 税 対 象 に は 、「 エ ネ ル ギ ー 物 品 」、「 自 動 車 ， そ の 他 輸 送 手 段 」、「 廃

棄 物 管 理 」 や 「 オ ゾ ン 層 破 壊 物 質 」 な ど が あ る 。  
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収 集 困 難 で あ っ た た め 、 環 境 技 術 （ T C ） を 表 す 変 数 と し て エ ネ ル ギ ー 排 出 効 率 （ C O 2 、

N O X 排 出 量 / 総 エ ネ ル ギ ー 投 入 量 ） の 逆 数 を 使 用 し た 。 同 様 に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の

存 在 に 関 す る デ ー タ に 関 し て も 、 体 系 的 な も の が 得 ら れ な っ た た め 、 Wo r l d  Va l u e  

S u r v e y （ W V S ） に よ る 環 境 意 識 調 査 （ Va l u e  S u r v e y ： V S ） の デ ー タ を 用 い て い る 7 1 。 こ

れ ら の 変 数 、 単 位 、 デ ー タ の 出 所 、 変 数 名 お よ び 予 想 結 果 を 表 ５ － 1 に 示 す 。  

 

表 ５ － １  デ ー タ と 選 択 さ れ た 変 数 7 2  

変 数  単 位  
デ ー タ

の 出 所  
変 数 名  

結 果

予 想  

C O 2 の 排 出 量  キ ロ ト ン （
CO2 の 排 出 総 量

総 人 口
 ）  W B  C H G 1   

N O X の 排 出 量  ト ン （
NOx の 排 出 総 量

総 人 口
 ）  W B  C H G 2   

都 市 人 口 比 率  ％ （
都 市 総 人 口 （ 万 人 ）

総 人 口 （ 万 人 ）
× 100）  W B  U P  ＋  

一 人 当 た り の 国

内 総 生 産  
ド ル ( 2 0 2 1 年 )  W B  G D P C  ＋  

再 生 可 能 エ ネ ル

ギ ー の 消 費 率  

％  

（
再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 総 消 費 量 （ Kwh）

エ ネ ル ギ ー の 総 消 費 量 （ Kwh）
× 100 ）  

 

W B  

 

R E  

 

―  

化 石 燃 料 エ ネ ル

ギ ー の 消 費 率  

％  

（
化 石 燃 料 エ ネ ル ギ ー の 総 消 費 量 （ Kwh）

エ ネ ル ギ ー の 総 費 量 （ Kwh）
× 100 ）  

 

W B  

 

F E  

 

＋  

環 境 技 術  （
CO2(NOx)の 排 出 量

エ ネ ル ギ ー の 消 費 量
 ） ― 1  W B  T C  ―  

環 境 意 識  ％  W V S  V S  ―  

環 境 関 連 税  ％ （
環 境 関 連 税 収

Ｇ Ｄ Ｐ
× 100 ）  O E C D  T X  ―  

 

こ の 研 究 は 、 上 述 の デ ー タ が 得 ら れ た 先 進 国 と 発 展 途 上 国 の 主 要 な 3 6 か 国 を 対 象 に 行

 

7 1  こ の ア ン ケ ー ト 調 査 は 4 年 ご と に 実 施 さ れ る も の で あ り ， 実 施 年 の デ ー タ を 用 い て 残 り 3 年 分 を 補

完 し た 。  

7 2 環 境 技 術 に つ い て 、 茅 フ ォ ー ミ ュ ラ ( 恒 等 式 ) の 中 の エ ネ ル ギ ー 原 単 位 ( エ ネ ル ギ ー 消 費 量 /  C O 2 ) を

環 境 技 術 を 表 す 変 数 と し て 使 用 し て い る 。 ま た 、 環 境 意 識 は W V S に よ り 、「 環 境 保 護 に 役 立 っ た ら 、

2 0 % 高 い 価 格 で 商 品 を 買 う だ ろ う か 。」 お よ び 「 自 分 の 収 入 の 一 部 を 環 境 に 与 え る だ ろ う か 。」 と い

う 質 問 の 回 答 結 果 で あ る 。  
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う 。 選 択 さ れ た 先 進 国 に は 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ベ ル ギ ー 、 カ ナ ダ 、 チ リ 、 コ ロ ン ビ ア 、 チ

ェ コ 共 和 国 、 ギ リ シ ャ 、 ハ ン ガ リ ー 、 ア イ ル ラ ン ド 、 イ ス ラ エ ル 、 日 本 、 オ ラ ン ダ 、 ポ ー

ラ ン ド 、 ポ ル ト ガ ル 、 ス ロ ベ ニ ア 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 ト ル コ 、 ア メ リ カ を 含 め 、 デ ー タ 入 手

可 能 な 1 8 か 国 が 含 ま れ て い る 。 ま た 、 発 展 途 上 国 は 、 ア ル ゼ ン チ ン 、 ボ リ ビ ア 、 ブ ラ ジ

ル 、 カ メ ル ー ン 、 中 国 、 コ ー ト ジ ボ ワ ー ル 、 キ プ ロ ス 、 ド ミ ニ カ 共 和 国 、 エ ク ア ド ル 、 グ

ア テ マ ラ 、 ジ ャ マ イ カ 、 マ レ ー シ ア 、 ニ カ ラ グ ア 、 パ ナ マ 、 パ ラ グ ア イ 、 ペ ル ー 、 ト リ ニ

ダ ー ド ・ ト バ ゴ 、 ウ ル グ ア イ で あ り 、 デ ー タ 入 手 可 能 な 1 8 か 国 を 選 択 し た 。 1 9 9 4 年 か

ら 2 0 1 5 年 ま で の 2 2 年 間 に お よ ぶ 年 次 デ ー タ を 、 世 界 銀 行 （ 2 0 2 1 ） お よ び O E C D （ 2 0 2 1 ）

の デ ー タ ベ ー ス と 世 界 価 値 観 調 査 の 環 境 意 識 の 調 査 結 果 か ら 収 集 し た 。  

 

ま た 、 こ れ ら の 変 数 の 記 述 統 計 は 、 表 ５ － ２ か ら 表 ５ － ４ の よ う に 表 さ れ る 。  

 

表 ５ － ２  各 変 数 の 記 述 統 計 （ 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 ）  

記 号  標 本 数  平 均  最 大 値  最 小 値  標 準 偏 差  

C H G 1  7 9 2  5 . 6 3 2 8 7 1  2 0 . 4 7 1 9 3  0 . 1 5 1 4 2 3  5 . 0 0 8 2 7 3  

C H G 2  7 9 2  0 . 8 0 9 9 9 3  5 . 6 2 1 4 9 1  0 . 1 3 2 9 0 5  0 . 8 9 2 5 1 6  

G D P C  7 9 2  1 4 8 4 2 . 3  6 8 1 5 0 . 1 1  4 7 3 . 4 9 2 3  1 5 5 6 8 . 3 2  

U P  7 9 2  6 8 . 3 8 2 0 1  9 7 . 8 7 6  2 2 . 8 3 2  1 6 . 5 5 2 7 5  

F E  7 7 3  7 4 . 8 4 0 2 4  9 9 . 9 2 9 9 5  1 4 . 6 5 1 7 9  2 1 . 3 2 4 0 9  

R E  

V S  

7 9 2  

7 9 2  

2 3 . 3 6 3 8 6  

5 1 . 2 2 6  

8 6 . 2 2 7 4 5  

8 0 . 3  

0 . 2 8 0 3 8  

2 1 . 7  

2 1 . 8 8 0 0 1  

1 1 . 1 5 1 7  

T C  7 7 3  0 . 0 0 0 7 0 1  0 . 0 1 1 2 4 3 2  0 . 0 0 0 0 1 7 3  0 . 0 0 1 5 7 6 9  

T X  7 8 5  1 . 6 5 7 1 6 9 4 2 7  4 . 0 0 3  0 . 0 6 4  0 . 9 7 3 8 3 6 9 4 3  

 

表 ５ － ３  各 変 数 の 記 述 統 計 （ 先 進 諸 国 ）  

記 号  標 本 数  平 均  最 大 値  最 小 値  標 準 偏 差  

C H G 1  3 9 6  8 . 2 5 9 3 3 6  2 0 . 4 7 1 9 3  0 . 1 5 1 4 2 3  5 . 0 2 5 5 5 7  

C H G 2  3 9 6  0 . 8 5 5 9 9 9  5 . 6 2 1 4 9 1  0 . 1 4 2 2 8 7  0 . 9 1 7 9 1  

G D P C  3 9 6  2 4 1 7 5 . 8 7  6 8 1 5 0 . 1 1  2 2 0 9 . 9 3 2  1 6 5 9 7 . 4 5  

U P  3 9 6  7 5 . 7 2 6 4 9  9 7 . 8 7 6  5 0 . 4 4 9  1 2 . 0 6 2 4 8  

F E  3 9 5  8 2 . 3 4 1 4 4  9 7 . 8 3 5 4 5  2 5 . 1 1 7 1  1 5 . 9 4 9 5 1  

R E  

V S  

3 9 6  

3 9 6  

1 3 . 2 6 9 5 1  

5 4 . 4 2  

5 3 . 2 4 7 7 7  

8 0 . 3  

0 . 9 3 9 5 7  

2 2 . 7  

1 1 . 2 2 4 2  

1 1 . 2 3 7 3  

T C  1 6 2  0 . 0 0 2 2 9 8  0 . 0 0 3 6 5 3  0 . 0 0 0 0 3 9  0 . 0 0 0 7 9 8  
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T X  3 9 4  2 . 2 4 1 6 1 9  4 . 0 0 3  0 . 4 6 7  0 . 7 9 0 5 9 1  

 

表 ５ － ４  各 変 数 の 記 述 統 計 （ 発 展 途 上 国 ）  

記 号  標 本 数  平 均  最 大 値  最 小 値  標 準 偏 差  

C H G 1  3 9 6  3 . 0 0 6 4 0 6  1 7 . 3 5 5 4 5  0 . 2 2 4 9 6 6  3 . 3 3 7 8 6  

C H G 2  3 9 6  0 . 7 6 4 3 8 6  4 . 6 2 4 7 5 1  0 . 1 3 2 9 0 5  0 . 8 6 5 1 3 7  

G D P C  3 9 6  5 5 0 8 . 7 2 8  3 5 3 9 7 . 3 6  4 7 3 . 4 9 2 3  5 9 3 3 . 9 2 6  

U P  3 9 6  6 1 . 0 3 7 5 3  9 5 . 0 4 5  2 2 . 8 3 2  1 7 . 1 7 6 1 8  

F E  3 7 8  6 8 . 1 4 4 1  9 9 . 9 2 9 9 5  1 4 . 6 5 1 7 9  2 5 . 0 7 3 4 8  

R E  

V S  

3 9 6  

3 9 6  

3 3 . 4 5 8 2 1  

4 8 . 0 3 3  

8 6 . 2 2 7 4 5  

7 3 . 6  

0 . 2 8 0 3 8  

2 1 . 7  

2 5 . 0 6 7 7 3  

1 0 . 1 1 4 9  

T C  1 4 8  0 . 0 0 2 0 1 8 5  0 . 0 0 3 5 4 6  0 . 0 0 0 5 1 4  0 . 0 0 0 7 6 6  

T X  3 9 1  1 . 0 6 8 2 4  3 . 6 2 8  0 . 0 6 4  0 . 7 6 4 0 5 7  

 

第 5 ― ３ 節  モ デ ル の 設 定  

以 下 で は 、 環 境 排 出 と し て 、 そ れ ぞ れ C O 2 と N O X の 排 出 量 を 被 説 明 変 数 と し て 、 環 境

関 連 税 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 、 化 石 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 、 環 境 技 術 、 都 市 人 口 比 率 、

お よ び 一 人 当 た り 国 内 総 生 産 を 説 明 変 数 と し 、 1 9 9 4 年 か ら 2 0 1 5 年 の 期 間 に わ た る 全 世

界 3 6 か 国 の パ ネ ル デ ー タ を 使 用 し て 推 計 す る 。 推 計 に 用 い る モ デ ル は 、 B o r o z a n

（ 2 0 1 9 ）、 A n d r e o n i （ 2 0 1 9 ） お よ び G h a z o u a n i  e t  a l . （ 2 0 2 1 ） の も の と 基 本 的 に 同 じ 仕

様 の モ デ ル に し た が う 。 た だ し 、 以 下 の 分 析 に お い て は 、 環 境 排 出 と し て C O 2 に 加 え て

N O X を 考 慮 し て い る こ と 、 先 進 諸 国 に 加 え て 発 展 途 上 国 の デ ー タ を 用 い る こ と と 、 環 境

意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 に 関 す る 変 数 が 含 ま れ て い る 点 が 先 行 研 究 と 異 な る 新 し い 点 で あ

る 。 な お 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 （ R E ）、 環 境 技 術 （ T C ）、 環 境 意 識 （ V S ） と 環 境

関 連 税 （ T X ） の 効 果 を 明 確 に す る た め 、 こ の 四 つ の 重 要 な 説 明 変 数 だ け 入 る ケ ー ス を モ

デ ル 1 と し 、 す べ て の 説 明 変 数 を 入 る ケ ー ス を モ デ ル 2 と し て い る 。 同 様 に 、 化 石 燃 料 エ

ネ ル ギ ー の 消 費 率 （ F E ） と 都 市 人 口 比 率 （ U P ） を 外 し た も の を モ デ ル ３ と し て い る 。 こ

れ ら は 参 照 モ デ ル と し て 用 い る 。 推 計 モ デ ル は 次 の よ う に 表 さ れ る 。  

 モ デ ル 1 ：  

 

G H G 1  i t ＝ C + β 1 R E  i t  + β 2 T C  i t  +  β 3 V S  i t  + β 4 T X  i t ＋ 𝜀 i t  

( 5 - 1 )  
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G H G 2  i t ＝ C + β 1 R E  i t  + β 2 T C  i t  + β 3 V S  i t  + β 4 T X  i t ＋ 𝜀 i t  

( 5 - 2 )  

モ デ ル ２ ：  

 

G H G 1  i t ＝ C + β 1 G D P C  i t  + β 2 U P i t  + β 3 T C  i t  + β 4 F E  i t  + β 5 R E  i t  + β 6 V S  i t  + β 7 T X  i t ＋ 𝜀 i t  

( 5 - 3 )  

G H G 2  i t ＝ C +  β 1 G D P C  i t  + β 2 U P i t  + β 3 T C  i t  + β 4 F E  i t  + β 5 R E  i t  + β 6 V S  i t  + β 7 T X  i t ＋ 𝜀 i t  

( 5 - 4 )  

モ デ ル ３ ：  

 

G H G 1  i t ＝ C + β 1 G D P C  i t  + β 2 T C  i t  + β 3 R E  i t  + β 4 V S  i t  + β 5 T X  i t ＋ 𝜀 i t  

( 5 - 5 )  

G H G 2  i t ＝ C + β 1 G D P C  i t  + β 2 T C  i t  + β 3 R E  i t  + β 4 V S  i t  + β 5 T X  i t ＋ 𝜀 i t  

( 5 - 6 )  

式  ( 5 - 1 )  ～  ( 5 - 6 )  に お い て 、 C 、 G H G 1 i t 、  G H G 2 i t 、 U P i t 、 G D P C i t 、 T C i t 、 F E i t 、

R E i t 、 V S  i t と T X i t は 、 そ れ ぞ れ 、 定 数 項 、 C O 2 の 排 出 量 、 N O X の 排 出 量 、 都 市 人 口 比 率 、

一 人 当 た り 国 内 総 生 産 、 環 境 技 術 、 化 石 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 、

環 境 意 識 お よ び 環 境 関 連 税 を 示 し て い る 。 𝜀 i t  は 誤 差 項 で あ り 、 ε i t  =  αi t  + ρ と し 、 i  =  1 ,  

… ,  N お よ び t  =  1 ,  …  を 表 し 、 そ れ ぞ れ 国 と 期 間 を 表 す 。 ま た 、αi t は 個 別 効 果 と 呼 ば れ 、

観 察 不 可 能 な 経 済 主 体 特 有 の 効 果 （ た だ し 時 点 を 通 じ て 共 通 ） を 表 す も の で あ り 、 ρ は 標

準 的 線 形 回 帰 モ デ ル の 仮 定 を 満 た す 誤 差 項 と す る 。  

以 下 で の 分 析 に お い て は 、 統 計 パ ッ ケ ー ジ R を 用 い て パ ネ ル 推 計 を 行 っ た 。 パ ネ ル デ ー

タ の 推 定 に は 、 プ ー リ ン グ 推 定 法 、 固 定 効 果 推 定 法 、 ラ ン ダ ム 効 果 推 定 法 な ど 、 い く つ か

の 手 法 が あ る 。 こ れ ら の 中 か ら 、 本 章 の デ ー タ セ ッ ト に と っ て 最 適 な 推 定 法 を 選 択 す る た

め に 、 以 下 の よ う な 検 定 を 実 施 し た 。 ま ず 、 プ ー リ ン グ 推 定 法 と 固 定 効 果 推 定 法 の 比 較 を

行 う た め に 、 各 国 デ ー タ の 「 個 別 効 果 が す べ て 同 じ 値 で あ る 」 と い う 制 約 を 帰 無 仮 説 、

「 少 な く と も 一 つ の 個 別 効 果 が あ る 」 を 対 立 仮 説 と し て 、 F 検 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 表

5 — ５ に 示 し た よ う に 、 す べ て の 結 果 に お い て F 値 が 十 分 大 き く 、 P 値 が 非 常 に 小 さ か っ

た た め 、 個 別 効 果 が 存 在 し 、 し た が っ て プ ー リ ン グ 推 定 法 は 用 い ら れ な い こ と が 分 か っ た 。  

次 に 、 固 定 効 果 推 定 法 と ラ ン ダ ム 効 果 推 定 法 の 比 較 を 行 う た め に 、「 ラ ン ダ ム 効 果 は 説



79 

 

明 変 数 と 相 関 し て い な い 」 を 帰 無 仮 説 と し 、「 ラ ン ダ ム 効 果 は 説 明 変 数 と 相 関 し て い る 」

を 対 立 仮 説 と し て 、 H a u s m a n 検 定 を 行 っ た 。 検 定 結 果 の C h i s q 値 と P 値 が 、 表 5 — ６ に

示 さ れ て い る 。 H a u s m a n 検 定 が 棄 却 さ れ た 推 計 結 果 に つ い て は 、 固 定 効 果 推 計 法 に よ り

得 ら れ た 推 計 結 果 を 採 用 し 、 逆 に 、 H a u s m a n 検 定 が 棄 却 さ れ な か っ た 推 計 モ デ ル に つ い

て は ラ ン ダ ム 推 計 の 結 果 を 採 用 し た 。 具 体 的 に は 、 表 ５ － ６ に お け る 各 変 数 が C O 2 に 与

え る 影 響 に つ い て 、 先 進 諸 国 の ケ ー ス （ 表 ５ — ９ ） と 発 展 途 上 国 の ケ ー ス （ 表 5 ― 1 0 ） の

モ デ ル 2 、 ま た 、 各 変 数 が N O X に 与 え る 影 響 に つ い て の 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 の ケ ー ス

（ 表 ５ — ８ ） お よ び 先 進 諸 国 の ケ ー ス （ 表 5 — 1 1 ） の モ デ ル ２ と モ デ ル ３ に つ い て は 、 固

定 効 果 推 計 法 に よ り 得 ら れ た 推 計 結 果 を 採 用 し 、 そ の は か 、 H a u s m a n 検 定 が 棄 却 さ れ な

か っ た 推 計 モ デ ル に つ い て は ラ ン ダ ム 推 計 の 結 果 を 採 用 し た 。  

 

表 ５ — ５  各 ケ ー ス に お け る F 検 定 結 果  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C O 2  

先 進 国 ＋  

途 上 国  

F  5 7 5 . 4  3 2 3 . 7 8  3 4 5 . 8 9  

p  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  

先 進 国  
F  1 0 5 1 . 7  6 2 8 . 5  6 2 0 . 6 6  

p  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  

途 上 国  
F  1 5 2 . 6 2  9 4 . 3 2 3  1 6 6 . 4  

p  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  

N O X  

先 進 国 ＋  

途 上 国  

F  3 6 6 . 1 7  4 0 7 . 6  4 0 2 . 1 6  

p  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  

先 進 国  
F  2 6 2 . 5 9  2 2 0 . 7 5  2 2 4 . 5 7  

p  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  

途 上 国  
F  5 1 1 . 8 6  6 7 5 . 8 3  5 0 6 . 8 8  

p  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  2 . 2 e - 1 6  

 

表 ５ — 6  各 ケ ー ス に お け る H a u s m a n 検 定 結 果  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C O 2  

先 進 国  

＋  

途 上 国  

C h i s q  6 . 6 7 3 5  1 2 . 1 1  1 . 6 2 2 6  

p  0 . 1 5 4 2  0 . 0 9 6 9 8  0 . 8 9 8 5  

選 択  変 量 効 果 モ デ ル  変 量 効 果 モ デ ル  変 量 効 果 モ デ ル  

先 進 国  

C h i s q  1 . 9 2 4  3 3 . 6 0 8  5 . 1 9 7 2  

p  0 . 7 4 7 9   2 . 0 4 e - 0 5  0 . 3 9 2 3  

選 択  変 量 効 果 モ デ ル  固 定 効 果 モ デ ル  変 量 効 果 モ デ ル  
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途 上 国  

C h i s q  2 . 1 0 9 5  3 1 . 0 9  2 . 3 4 4 9  

p  0 . 7 1 5 6  5 . 9 8 e - 0 5  0 . 7 9 9 6  

選 択  変 量 効 果 モ デ ル  固 定 効 果 モ デ ル  変 量 効 果 モ デ ル  

N O X  

先 進 国  

＋  

途 上 国  

C h i s q  4 . 6 0 5  2 3 . 1 9 7  1 4 . 8 7 6  

p  0 . 3 3 0 3  0 . 0 0 1 5 7 5  0 . 0 1 0 9 1  

選 択  変 量 効 果 モ デ ル  固 定 効 果 モ デ ル  固 定 効 果 モ デ ル  

先 進 国  

C h i s q  1 . 1 6 7 4  3 3 . 6 0 8  3 2 . 7 1 3  

p  0 . 8 8 3 4  2 . 0 4 e - 0 5  4 . 2 9 e - 0 6  

選 択  変 量 効 果 モ デ ル  固 定 効 果 モ デ ル  固 定 効 果 モ デ ル  

途 上 国  

C h i s q  3 . 8 3 6 5  6 . 3 7  3 . 3 0 6 4  

p  0 . 4 2 8 6  0 . 4 9 7 3  0 . 6 5 2 9  

選 択  変 量 効 果 モ デ ル  変 量 効 果 モ デ ル  変 量 効 果 モ デ ル  

 

こ の よ う に 、（ 5 - 1 ） ～ （ 5 - 6 ） 式 に つ い て 、 先 進 国 パ ネ ル 、 発 展 途 上 国 パ ネ ル お よ び 全

体 に つ い て 推 計 し た 。 推 計 結 果 は 、 そ れ ぞ れ 全 体 、 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 に つ い て 、 合 計

6 セ ッ ト を 示 し て い る 。  

 

第 5 ― ４ 節  パ ネ ル 分 析 結 果  

分 析 結 果 を 述 べ る 前 に 、 各 説 明 変 数 の 推 計 結 果 に つ い て 、 考 え ら れ る 仮 説 を 以 下 の よ う

に 示 す 。  

ま ず 、 一 人 当 た り の 国 内 総 生 産 の 増 加 に つ い て は 、 環 境 ク ズ ネ ッ ツ カ ー ブ の 存 在 を 想 定

す れ ば 、 一 人 当 た り G D P が 低 い 国 に つ い て は C O 2 、 N O X の 排 出 を 増 加 さ せ 、 逆 に 、 一

人 当 た り G D P が 十 分 高 い 国 に お い て は C O 2 、 N O X の 排 出 を 減 少 さ せ る の で 、 回 帰 係 数

は 発 展 途 上 国 に お い て プ ラ ス 、 先 進 諸 国 に お い て マ イ ナ ス と な る こ と が 予 想 さ れ る 。 次 に 、

都 市 人 口 比 率 の 増 加 は 、 エ ネ ル ギ ー の 消 費 量 を 増 加 さ せ 、 C O 2 、 N O X の 排 出 を 増 加 さ せ

る の で 、 回 帰 係 数 は プ ラ ス と な る こ と が 予 想 さ れ る 。 ま た 、 化 石 燃 料 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率

を 増 加 さ せ る 場 合 、 C O 2 、 N O X の 排 出 を 増 加 さ せ る の で 、 回 帰 係 数 は プ ラ ス と な る こ と

が 予 想 さ れ る 。 一 方 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 の 増 加 は 、 化 石 燃 料 エ ネ ル ギ ー の 消 費

率 を 減 少 さ せ 、 C O 2 、 N O X の 排 出 を 減 少 さ せ る の で 、 回 帰 係 数 は マ イ ナ ス と な る こ と が

予 想 さ れ る 。 そ し て 、 環 境 技 術 の 進 歩 、 高 い 環 境 意 識 の 存 在 と 環 境 関 連 税 の 増 税 は 、 い ず

れ も C O 2 、 N O X の 排 出 を 減 少 さ せ る の で 、 回 帰 係 数 は マ イ ナ ス と な る こ と が 予 想 さ れ る 。  
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次 に 、 パ ネ ル 重 回 帰 分 析 の 結 果 は 、 以 下 の よ う に 示 さ れ る 。  

先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 を 含 め 、 C O 2 に 与 え る 影 響 に 関 し て は 、 結 果 は 下 の 表 ５ — ７ の 通

り で あ る 。   

 

表 ５ — ７  各 変 数 が C O 2 に 与 え る 影 響 （ 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 ）  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C  

 

G D P C  

 

U P  

 

F E  

 

7 . 8 2 6 8 e + 0 0  * * *  

1 0 . 3 5 0 3  

 

 

 

 

 

 

6 . 3 4 1 1 e + 0 0 * * *     

（ 4 . 2 4 0 2 ）   

- 1 . 0 5 4 1 e - 0 5 *  

（ - 2 . 2 9 8 3 ）  

2 . 6 1 4 6 e - 0 2  *  

（ 2 . 2 8 7 2 ）  

4 . 3 6 8 7 e - 0 3  

（ 0 . 3 5 6 5 ）  

7 . 9 0 8 5 e + 0 0 * * *  

（ 1 3 . 3 5 8 7 ）  

- 2 . 1 5 3 6 e - 0 6  

（ - 0 . 5 1 8 0 ）  

 

 

 

 

R E  - 1 . 1 3 7 4 e - 0 1 * * *  - 9 . 9 8 7 2 e - 0 2 * * *  - 1 . 1 4 9 6 e - 0 1 * * *  

 （ - 1 4 . 4 0 9 4 ）  （ - 7 . 6 0 1 1 ）  （ - 1 4 . 4 5 3 0 ）  

V S  1 . 4 3 8 6 e - 0 2 * * *  1 . 4 9 3 0 e - 0 2  * * *  1 . 4 6 3 4 e - 0 2 * * *  

 （ 3 . 4 2 7 5 ）  （ 3 . 4 1 4 8 ）  （ 3 . 3 5 9 0 ）  

T C  - 5 . 7 8 6 5 e - 0 5  - 4 . 8 2 2 3 e - 0 5  - 8 . 1 3 2 1 e - 0 5  

 （ - 1 . 1 5 3 9 ）  （ - 0 . 9 2 5 9 ）  （ - 1 . 6 3 8 4 ）  

T X  - 1 . 2 3 8 7 e - 0 1  - 1 . 5 3 5 6 e - 0 1  - 1 . 2 8 8 4 e - 0 1  

 

R - S q u a r e d  

（ - 1 . 5 7 0 6 ）  

0 . 2 6 0 7  

（ - 1 . 9 1 1 0 ）  

0 . 2 6 2 5  

（ - 1 . 5 8 7 0 ）  

0 . 2 6 7 6 7  

 

注 ） 表 の ア ス タ リ ス ク * は 有 意 水 準 を 表 し て い る 。 有 意 水 準 に 関 し て は 、 * * * が 1 % 有 意 、

* * が 5 % 有 意 、 * が 1 0 % 有 意 で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 括 弧 中 の 値 は ｔ 値 で あ る 。  

  

表 ５ — ７ に お い て は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 に つ い て 3 つ の モ デ ル と も 有 意 に マ

イ ナ ス と な っ て い る 。 こ れ は 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 が C O 2 の 排 出 削 減 に 有 効 で あ

る こ と を 示 し て い る 。 こ の 結 果 は 、 発 展 途 上 国 を も 対 象 と し た も の で あ る が 、 基 本 的 に ヨ

ー ロ ッ パ 諸 国 を 対 象 と し た M i l l e r  a n d  Ve l a  ( 2 0 1 3 ) や  G h a z o u a n i  e t  a l .  ( 2 0 2 1 ) な ど と 整

合 的 で あ る と 考 え ら れ よ う 。 こ こ で は 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー に つ い て 、 消 費 水 準 で は な く 、

総 エ ネ ル ギ ー 消 費 に 占 め る 比 率 を 用 い て い る こ と 、 ま た 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 価 格 は 一 般

的 に 化 石 エ ネ ル ギ ー よ り 高 価 で あ る こ と を 考 慮 す る と 、 こ れ は そ れ ぞ れ の 国 に お け る 環 境
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意 識 や 環 境 保 全 に 向 け て の 行 動 の 結 果 を 示 す も の と 解 釈 す る こ と が で き る か も し れ な い 。

ま た 、 都 市 人 口 比 率 に つ い て は 本 研 究 で は 係 数 が 有 意 に プ ラ ス と な っ て お り 、 こ の 結 果 は 、

都 市 人 口 自 体 を 説 明 変 数 と し て 扱 っ て い る G h a z o u a n i  e t  a l .  ( 2 0 2 1 ) と 整 合 的 で あ る 。 他

方 、 M i l l e r  a n d  Ve l a  ( 2 0 1 3 ) に お い て は 、 都 市 人 口 比 率 を 扱 っ て い る が 、 有 意 な 係 数 は 得

ら れ て い な い 。  

と こ ろ が 、 環 境 技 術 と 環 境 関 連 税 に つ い て は 、 符 号 が マ イ ナ ス に な っ て い る が 、 3 モ デ

ル と も 有 意 で は な か っ た 。 し た が っ て 、 環 境 技 術 と 環 境 関 連 税 の 排 出 削 減 効 果 に つ い て は 、

示 す こ と が で き な か っ た 。 た だ し 、 先 進 諸 国 の 環 境 技 術 と 発 展 途 上 国 の 環 境 関 連 税 は そ れ

ぞ れ 有 意 に マ イ ナ ス で あ っ た 7 3 。 つ ま り 、 先 進 諸 国 に お い て は 環 境 技 術 、 発 展 途 上 国 に お

い て は 環 境 関 連 税 を 通 じ た 環 境 政 策 が 、 地 球 温 暖 化 対 策 に 焦 点 を あ て て 設 計 、 運 用 さ れ て

い る こ と を 示 し て い る の か も し れ な い 。 他 方 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 に 関 す る 環 境

意 識 に つ い て 、 3 モ デ ル と も 係 数 が 有 意 に プ ラ ス な っ て い る 。 こ の 結 果 は 予 想 と 反 し て い

る が 、 デ ー タ セ ッ ト を 見 る と 、 先 進 諸 国 の 中 で も C O 2 の 排 出 レ ベ ル が 相 対 的 に 高 い 欧 州

諸 国 な ど に お い て 、 同 時 に 環 境 意 識 指 数 が 高 い こ と を 示 し て お り 、 一 人 当 た り 所 得 が 高 く 、

環 境 意 識 が 高 く て も 、 C O 2 削 減 行 動 に 結 び つ い て い な い こ と を 示 す 可 能 性 が あ る 。 ま た 、  

環 境 意 識 が 高 く て も 、 現 状 で は 政 府 の 政 策 が 不 十 分 な こ と を 示 唆 し て い る か も し れ な い 。  

 

先 進 国 と 発 展 途 上 国 を 含 め 、 N O X に 与 え る 影 響 に 関 し て は 、 結 果 は 下 の 表 ５ — ８ の 通

り で あ る 。  

 

表 ５ — ８  各 変 数 が N O X に 与 え る 影 響 （ 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 ）  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C  

 

G D P C  

 

U P  

 

F E  

 

9 . 3 5 7 6 e - 0 1  * * *  

（ 5 . 1 9 1 8 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

- 1 . 2 0 2 7 e - 0 5 * * *  

（ - 1 0 . 0 9 3 8 ）  

- 5 . 7 1 6 1 e - 0 3  

（ - 1 . 9 5 4 6 ）  

- 1 . 6 5 4 6 e - 0 2 * * *  

（ - 5 . 3 5 5 9 ）  

 

 

- 1 . 2 9 0 0 e - 0 5 * * *  

（ - 1 1 . 5 1 0 5 ）  

 

 

 

 

 

7 3  具 体 的 に は 、  表 ５ — ９ と 表 ５ — 1 0 を 参 照 さ れ た い 。  
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R E  - 2 . 4 9 6 4 e - 0 3  - 1 . 2 8 5 3 e - 0 2 * * *  1 . 9 3 4 1 e - 0 3  

 （ - 1 . 1 5 0 5 ）  （ - 3 . 8 6 9 2 ）  （ 0 . 8 9 5 7 ）  

V S  - 2 . 3 1 9 6 e - 0 3 *  - 1 . 4 0 9 5 e - 0 3  - 5 . 4 7 6 2 e - 0 4  

 （ 0 . 0 4 8 3 4 9 ）  （ - 1 . 2 7 5 1 ）  （ - 0 . 4 9 5 7 ）  

T C  - 9 . 6 5 3 2 e - 0 6 * *  6 . 4 9 3 5 e - 0 6  4 . 9 3 1 8 e - 0 6  

 （ - 2 . 6 1 4 6 ）  （ 1 . 7 9 2 8 ）  （ 1 . 3 4 8 8 ）  

T X  6 . 4 5 4 5 e - 0 2 * *  2 . 8 4 9 3 e - 0 2  3 . 3 5 5 4 e - 0 2  

 

R - S q u a r e d       

（ 2 . 9 2 5 1 ）  

0 . 0 3 3 2 7 2  

（ 1 . 4 0 0 7 ）  

0 . 2 1 9 5 8  

（ 1 . 6 2 7 9 ）  

0 . 1 8 2 6 4  

 

注 ） 表 の ア ス タ リ ス ク * は 有 意 水 準 を 表 し て い る 。 有 意 水 準 に 関 し て は 、 * * * が 1 % 有 意 、

* * が 5 % 有 意 、 * が 1 0 % 有 意 で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 括 弧 中 の 値 は ｔ 値 で あ る 。  

 

表 ５ — ８ に お い て は 、 モ デ ル １ の み 高 い 環 境 意 識 の 存 在 と 環 境 技 術 に つ い て 、 係 数 が 有

意 に マ イ ナ ス と な っ て い る 。 こ れ は 、 高 い 環 境 意 識 の 存 在 と 環 境 技 術 の 選 択 が N O X 排 出

の 削 減 に 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 こ の よ う な 結 論 が 発 展 途 上 国 も 対 象 と し た

デ ー タ セ ッ ト に お い て も あ て は ま る こ と を 意 味 し て い る 。 さ ら に 、 モ デ ル ２ に お い て 、 先

述 の よ う に 、 環 境 保 全 に 関 連 す る と も 考 え ら れ る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 に つ い て 、 係

数 が 有 意 に マ イ ナ ス に な っ て お り 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 の 上 昇 が N O X の 排 出 を 減

少 さ せ る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 化 石 燃 料 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 に つ い て 、 モ デ ル ２ に お

い て 有 意 に マ イ ナ ス に な っ て い る 。 M i l l e r  a n d  Ve l a  ( 2 0 1 3 ) 、 M a r d o n e s a  a n d  C a m i l l o

（ 2 0 1 9 ） と G h a z o u a n i  e t  a l .  ( 2 0 2 1 ) な ど の 先 行 研 究 に お い て 、 す べ て 化 石 燃 料 エ ネ ル ギ

ー の 消 費 率 を 説 明 変 数 と し て 用 い て い な い た め 、 具 体 的 な 比 較 は で き な い が 、 予 想 に 反 す

る 結 果 と な っ た 。  

そ の 他 、 一 人 当 た り 国 内 総 生 産 に つ い て 、 係 数 が 有 意 に マ イ ナ ス と な っ て い る 。 環 境 ク

ズ ネ ッ ツ カ ー ブ の 存 在 を 想 定 す る と 、 こ の 結 果 は 、 先 進 諸 国 の よ う に G D P の 大 き な 国 に

は 妥 当 す る こ と が 予 想 さ れ る が 、 N O X に 関 し て は 発 展 途 上 国 を 含 む デ ー タ に お い て も 妥

当 す る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、 環 境 関 連 税 に つ い て 、 モ デ ル １ が 有 意 に プ ラ ス に な っ て い

る 。 こ れ は 、 発 展 途 上 国 の 環 境 税 の 平 均 的 税 収 が 先 進 国 と 比 較 し て 、 半 分 程 度 と か な り 低

く な っ て お り 、 N O X の 排 出 量 削 減 に 対 し て 有 効 な 水 準 と な っ て い な い 可 能 性 が あ る 。 さ

ら に 、 都 市 人 口 比 率 に つ い て 、 モ デ ル ２ に お い て 有 意 に マ イ ナ ス に な っ て い る 。 こ こ で は

U P と し て 都 市 人 口 比 率 を 用 い て い る が 、 先 行 研 究 に お い て は 、 都 市 人 口 自 体 を 説 明 変 数
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と し て 扱 っ て い る こ と が 、 こ の よ う な 差 を も た ら し た 原 因 の 一 つ か も し れ な い 。  

 

以 下 で は 、 こ れ ら の 分 析 結 果 を よ り 詳 細 に 検 討 す る た め に 、 先 進 国 モ デ ル と 発 展 途 上 国

モ デ ル に つ い て 分 析 結 果 を 見 て ゆ こ う 。  

 

 先 進 国 に お け る C O 2  排 出 に 与 え る 影 響 分 析 に 関 し て は 、 結 果 は 下 の 表 ５ — 9 の 通 り で

あ る 。   

 

表 ５ — ９  各 変 数 が C O 2 に 与 え る 影 響 （ 先 進 諸 国 ）  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C  

 

G D P C  

 

U P  

 

F E  

 

1 1 . 9 1 4 2 3 3 2 5  * * *  

（ 9 . 8 1 2 2 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

- 1 . 1 1 6 3 e - 0 5 * *  

（ - 2 . 6 3 2 2 ）  

- 2 . 8 4 8 5 e - 0 3  

（ - 0 . 2 1 0 8 ）  

4 . 6 1 8 7 e - 0 2 * *  

（ 3 . 1 2 7 0 ）  

1 . 2 1 2 6 e + 0 1 * * *     

（ 1 3 . 9 9 2 0 ）   

- 1 . 2 1 4 3 e - 0 5 * *  

（ - 3 . 1 9 5 8 ）  

 

 

 

 

R E  - 0 . 1 6 4 3 6 8 6 7 * * *  - 1 . 1 6 1 5 e - 0 1 * * *  - 1 . 5 1 6 9 e - 0 1 * * *  

 （ - 1 5 . 0 6 2 2 ）  （ - 7 . 2 1 5 1 ）  （ - 1 3 . 1 1 6 9 ）  

V S  0 . 0 0 2 2 9 6 5 9  5 . 9 7 0 7 e - 0 3  3 . 0 1 5 6 e - 0 3  

 （ 0 . 4 2 0 3 ）  （ 1 . 0 8 7 6 ）  （ 0 . 5 5 6 6 ）  

T C  - 0 . 0 0 2 4 8 7 4 0 * * *  - 2 . 4 8 6 0 e - 0 3 * * *  - 2 . 3 3 7 2 e - 0 3 * * *  

 （ - 4 . 9 1 6 5 ）  （ - 4 . 9 5 9 3 ）  （ - 4 . 6 3 7 9 ）  

T X  - 0 . 1 7 0 1 4 4 4 2  - 1 . 9 0 1 0 e - 0 1 *  - 2 . 1 9 0 4 e - 0 1 *  

 （ - 1 . 8 0 7 8 ）  （ - 2 . 0 0 5 5 ）  （ - 2 . 3 0 8 7 ）  

R - S q u a r e d  0 . 4 5 3 5 7  0 . 4 8 9 0 5  0 . 4 7 5 3 5  

 

注 ） 表 の ア ス タ リ ス ク * は 有 意 水 準 を 表 し て い る 。 有 意 水 準 に 関 し て は 、 * * * が 1 % 有 意 、

* * が 5 % 有 意 、 * が 1 0 % 有 意 で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 括 弧 中 の 値 は ｔ 値 で あ る 。  

 

表 ５ — ９ に お い て は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 と 環 境 技 術 に つ い て 、 ３ つ の モ デ ル

と も 有 意 に マ イ ナ ス と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 と 環 境 技 術

の 選 択 が 先 進 諸 国 に お け る C O 2 の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る 。 こ の 結 果 は 、
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基 本 的 に ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 を 対 象 と し た M i l l e r  a n d  Ve l a  ( 2 0 1 3 ) や  G h a z o u a n i  e t  

a l . ( 2 0 2 1 ) な ど と 整 合 的 で あ る と 考 え ら れ よ う 。 先 進 諸 国 に お い て は 環 境 技 術 を 通 じ た 環

境 政 策 が 、 地 球 温 暖 化 対 策 に 焦 点 を あ っ て て 設 計 、 運 用 さ れ て い る こ と を 示 し て い る と 言

え よ う 。 ま た 、 環 境 関 連 税 に つ い て 、 モ デ ル ２ と モ デ ル ３ に お い て 有 意 に マ イ ナ ス に な っ

て お り 、 環 境 関 連 税 の 上 昇 が C O 2 の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 そ の

ほ か 、 化 石 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 に つ い て 、 モ デ ル 2 に つ い て 有 意 に プ ラ ス に な っ て い る 。 た

だ し 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 に 関 す る 環 境 意 識 に つ い て 、 係 数 が プ ラ ス に な っ て い

る 。 こ の 結 果 は 予 想 と 大 き く 反 し て い る が 、 先 述 の よ う に 、 デ ー タ セ ッ ト に お い て 、 先 進

諸 国 の 中 で も C O 2 の 排 出 レ ベ ル が 相 対 的 に 高 い 欧 州 諸 国 な ど に お い て 、 同 時 に 環 境 意 識

指 数 が 高 い こ と を 示 し て お り 、 こ の こ と と 関 連 し て い る か も し れ な い 。  

最 後 に 、 一 人 当 た り G D P に つ い て は 係 数 が 有 意 に マ イ ナ ス と な っ て お り 、 環 境 ク ズ ネ

ッ ツ カ ー ブ の 存 在 を 示 唆 し て い る と 考 え る こ と が で き よ う 。 ま た 、 化 石 燃 料 消 費 率 の 係 数

が プ ラ ス と な っ て お り 、 事 前 の 予 想 に 一 致 し て い る 。  

 

発 展 途 上 国 に お け る C O 2  排 出 に 与 え る 影 響 分 析 に 関 し て は 、 結 果 は 下 の 表 ５ — 1 0 の 通

り で あ る 。  

 

表 ５ — 1 0  各 変 数 が C O 2 に 与 え る 影 響 （ 発 展 途 上 国 ）  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C  

 

G D P C  

 

U P  

 

F E  

 

4 . 0 4 0 7 2 5 2 1 * * *  

（ 5 . 7 2 2 1 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 . 3 5 0 5 e - 0 4 * * *  

（ 1 1 . 0 6 8 5 ）  

4 . 1 0 8 1 e - 0 2 * *  

（ 2 . 7 1 1 7 ）  

- 1 . 9 3 5 8 e - 0 4  

（ - 0 . 0 1 3 6 ）  

4 . 7 2 7 2 e + 0 0 * * *      

（ 7 . 5 8 6 7 ）   

1 . 4 2 7 8 e - 0 4  * * *  

（ 1 1 . 9 6 0 2 ）  

 

 

 

 

R E  - 0 . 1 1 8 0 6 5 1 8 * * *  - 9 . 7 1 0 8 e - 0 2 * * *  - 1 . 1 2 0 2 e - 0 1 * * *  

 （ - 1 0 . 7 2 4 4 ）  （ - 6 . 0 0 4 7 ）  （ - 1 0 . 7 3 5 5 ）  

V S  0 . 0 1 7 0 0 4 8 7 * *  - 1 . 3 9 4 9 e - 0 2 *  - 1 . 0 3 4 0 e - 0 2  

 （ 3 . 0 3 3 2 ）  （ - 2 . 4 9 8 0 ）  （ - 1 . 9 1 0 9 ）  

T C  0 . 0 0 3 9 9 1 4 6 * * *  2 . 8 9 5 0 e - 0 3 * * *  3 . 1 5 6 9 e - 0 3  * * *  

 （ 8 . 3 1 2 9 ）  （ 6 . 6 6 1 3 ）  （ 7 . 5 3 1 0 ）  
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T X  - 0 . 2 7 0 9 9 0 0 6 *  - 1 . 9 1 8 9 e - 0 1 *  - 1 . 9 3 1 3 e - 0 1 *  

 

R - S q u a r e d  

（ - 2 . 4 5 2 6 ）  

0 . 3 3 4 8 7  

（ - 2 . 0 3 0 4 ）  

0 . 5 2 1 6 7  

（ - 2 . 0 3 1 6 ）  

0 . 5 2 3 5 3  

 

注 ） 表 の ア ス タ リ ス ク * は 有 意 水 準 を 表 し て い る 。 有 意 水 準 に 関 し て は 、 * * * が 1 % 有 意 、

* * が 5 % 有 意 、 * が 1 0 % 有 意 で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 括 弧 中 の 値 は ｔ 値 で あ る 。  

 

表 ５ — 1 0 に お い て は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 と 環 境 関 連 税 に つ い て 、 ３ つ の モ

デ ル と も 有 意 に マ イ ナ ス と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 と 環 境

関 連 税 が 発 展 途 上 国 に お け る C O 2 の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る 。 発 展 途 上

国 に お い て は 環 境 関 連 税 を 通 じ た 環 境 政 策 が 、 地 球 温 暖 化 対 策 に 焦 点 を あ っ て て 設 計 、 運

用 さ れ て い る と 理 解 で き よ う 。 ま た 、 一 人 当 た り 国 内 総 生 産 と 都 市 人 口 率 の 係 数 が 、 モ デ

ル ２ に お い て 有 意 に プ ラ ス と な っ て い る 。 こ れ は 、 典 型 的 な 発 展 途 上 国 型 の 結 論 と い え る

で あ ろ う 。 ま た 、 環 境 技 術 に つ い て 、 3 モ デ ル と も 有 意 に プ ラ ス に な っ て い る 。 こ の 結 果

は 、 予 想 に 反 す る も の で あ る が 、 デ ー タ セ ッ ト に お い て 、 中 国 、 マ レ ー シ ア な ど の 発 展 途

上 国 の 中 で も 比 較 的 高 い 経 済 成 長 を 遂 げ て い て 、 エ ネ ル ギ ー 排 出 効 率 が あ る 程 度 高 く て 環

境 技 術 指 数 が 高 い が 、 一 人 当 た り の 排 出 量 が 逆 に 大 き く な っ て い る 国 が 存 在 す る こ と と 関

連 す る か も し れ な い 。 そ し て 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 に 関 す る 環 境 意 識 に つ い て 、

モ デ ル ２ に お い て は 、 係 数 が 有 意 に マ イ ナ ス に な っ て い る 。 と こ ろ が 、 モ デ ル １ に お い て

係 数 が 有 意 に プ ラ ス に な っ て い る 。 こ の 結 果 は 予 想 に 反 し て い る が 、 デ ー タ セ ッ ト で は 、

環 境 保 全 が 必 要 と 回 答 し た 人 の パ ー セ ン テ ー ジ を み る と 、 発 展 途 上 国 に お い て も 先 進 国 と

比 べ て 遜 色 な い ほ ど 高 い が 、 そ の よ う な 環 境 意 識 が C O 2 の 排 出 削 減 に い ま だ 結 び つ い て

い な い こ と を 意 味 し て い る と 思 わ れ る 。  

 

先 進 国 に お け る N O X  排 出 に 与 え る 影 響 に 関 し て は 、 結 果 は 下 の 表 ５ — 1 1 の 通 り で あ る 。  

 

表 ５ — 1 1  各 変 数 が N O X に 与 え る 影 響 （ 先 進 諸 国 ）  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C  

 

G D P C  

1 . 5 9 2 6 e + 0 0 * * *  

（ 5 . 7 1 1 1 ）  

 

 

 

- 1 . 2 2 5 9 e - 0 5 * * *  

 

 

- 1 . 2 2 4 5 e - 0 5 * * *  



87 

 

 

U P  

 

F E  

 

 

 

 

（ - 8 . 0 1 6 8 ）  

6 . 1 5 8 3 e - 0 4  

（ 0 . 1 0 8 3 ）  

1 . 4 7 5 7 e - 0 3  

（ 0 . 2 8 4 0 ）  

（ - 8 . 3 5 1 1 ）  

 

 

 

 

R E  - 9 . 8 8 4 5 e - 0 3 *  1 . 7 6 7 0 e - 0 3  6 . 0 9 6 0 e - 0 4  

 （ 0 . 0 1 2 8 5 0 ）  （ 0 . 3 1 7 6 ）  （ 0 . 1 5 4 3 ）  

V S  - 6 . 3 4 2 4 e - 0 3 * *  - 4 . 6 4 0 5 e - 0 3 *  - 4 . 7 5 7 6 e - 0 3 *  

 （ - 3 . 1 1 4 2 ）  （ - 2 . 3 9 9 7 ）  （ - 2 . 5 1 1 5 ）  

T C  - 6 . 5 3 4 7 e - 0 5 * * *  - 2 . 7 0 6 5 e - 0 5 *  - 2 . 6 0 9 9 e - 0 5  *  

 （ - 6 . 5 1 6 0 ）  （ - 2 . 1 4 7 3 ）  （ - 2 . 4 7 9 4 ）  

T X  7 . 4 3 4 6 e - 0 2 *  3 . 3 2 5 7 e - 0 2  3 . 2 7 8 3 e - 0 2  

 

R - S q u a r e d  

（ 2 . 1 1 3 7 ）  

0 . 1 6 9 0 3  

（ 0 . 9 9 0 9 ）  

0 . 3 0 0 2 5  

（ 0 . 9 9 2 1 ）  

0 . 3 0 0 0 5  

 

注 ） 表 の ア ス タ リ ス ク * は 有 意 水 準 を 表 し て い る 。 有 意 水 準 に 関 し て は 、 * * * が 1 % 有 意 、

* * が 5 % 有 意 、 * が 1 0 % 有 意 で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 括 弧 中 の 値 は ｔ 値 で あ る 。  

          

表 ５ — 1 1 に お い て は 、 環 境 意 識 と 環 境 技 術 に つ い て 、 ３ つ の モ デ ル と も 有 意 に マ イ ナ

ス と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 環 境 意 識 と 環 境 技 術 が 先 進 諸 国 に お け る N O X の 排 出 削 減

に 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る 。 こ の 結 果 は 、 事 前 の 予 想 通 り の も の で あ り 、 環 境 意 識 の

存 在 と 環 境 技 術 の 選 択 が C O 2 の 排 出 削 減 ば か り で な く 、 深 刻 な 産 業 公 害 の 一 つ と も い え

る N O X の 排 出 削 減 に 対 し て も 有 効 で あ る こ と を 意 味 し て い る 。 ま た 、 モ デ ル １ に お い て 、

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 の 係 数 が 有 意 に マ イ ナ ス に な っ て お り 、 N O X の 排 出 削 減 に 対

し て 有 効 に 働 い て い る こ と が わ か る 。 と こ ろ が 、 環 境 関 連 税 に つ い て は 、 モ デ ル 1 に お い

て 有 意 に プ ラ ス と な っ て お り 、 予 想 に 反 す る 結 果 が 得 ら れ て い る 。  

ま た 、 先 述 の よ う に 、 一 人 当 た り 国 内 総 生 産 に つ い て 、 有 意 に マ イ ナ ス と な っ て い る 。

こ の 結 果 は 、 環 境 ク ズ ネ ッ ツ カ ー ブ の 存 在 を 想 定 す れ ば 、 予 想 と 一 致 す る も の で あ る 。 そ

の 他 、 都 市 人 口 比 率 と 化 石 燃 料 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 に つ い て 符 号 が プ ラ ス に な っ て い る が 、

有 意 で は な か っ た 。  

こ の よ う に 、 N O X の 排 出 に 関 す る 環 境 政 策 の 有 効 性 に つ い て は 、 近 年 、 1 国 を 対 象 と

し た 研 究 を 除 い て ほ と ん ど 見 ら れ な い が 、 こ の よ う な 結 果 は 、 C O 2 排 出 に 関 す る 影 響 分

析 を 行 っ た 多 く の 結 果 と は 異 な る も の で あ る こ と が わ か っ た 。 先 進 諸 国 に お け る N O X の



88 

 

排 出 削 減 に 有 効 な 政 策 は 、 環 境 技 術 の 選 択 と 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 促 進 で あ る と 考 え

ら れ る 。  

 

発 展 途 上 国 に お け る N O X  排 出 に 与 え る 影 響 に 関 し て は 、 結 果 は 下 の 表 ５ — 1 2 の 通 り で

あ る 。  

 

表 ５ — 1 2  各 変 数 が N O X に 与 え る 影 響 （ 発 展 途 上 国 ）  

 M o d e l １  M o d e l ２  M o d e l ３  

C  

 

G D P C  

 

U P  

 

F E  

 

5 . 3 3 9 2 e - 0 1 *  

（ 2 . 3 6 9 8 ）  

 

 

 

 

4 . 9 2 1 9 e + 0 0  * * *  

（ 1 1 . 6 1 5 9 ）  

8 . 0 4 6 8 e - 0 6 * *  

（ 2 . 8 0 2 9 ）  

- 1 . 4 0 0 5 e - 0 2 * * *  

（ - 4 . 6 5 1 3 ）  

- 3 . 4 2 1 1 e - 0 2  * * *  

（ - 1 1 . 7 6 1 8 ）  

5 . 6 1 2 1 e - 0 1 *     

（ 2 . 4 1 8 8 ）    

- 1 . 2 2 4 5 e - 0 5 * * *  

（ - 8 . 3 5 1 1 ）  

 

 

 

 

R E  5 . 7 2 8 4 e - 0 3 * *  - 2 . 8 1 0 3 e - 0 2 * * *  6 . 0 9 6 0 e - 0 4  

 （ 2 . 6 9 0 3 ）  （ - 8 . 6 9 6 8 ）  （ 0 . 1 5 4 3 ）  

V S  2 . 7 5 3 3 e - 0 4  - 1 . 3 3 4 0 e - 0 3  - 4 . 7 5 7 6 e - 0 3 *  

 （ 0 . 2 3 2 1 ）  （ - 1 . 1 5 0 4 ）  （ - 2 . 5 1 1 5 ）  

T C  2 . 5 7 2 3 e - 0 6  - 1 . 0 1 1 9 e - 0 6  - 2 . 6 0 9 9 e - 0 5 *  

 （ 0 . 8 3 7 4 ）  （ - 0 . 3 4 6 0 ）  （ - 2 . 4 7 9 4 ）  

T X  1 . 4 8 6 1 e - 0 2  - 2 . 1 7 6 2 e - 0 3  3 . 2 7 8 3 e - 0 2  

 

R - S q u a r e d  

（ 0 . 6 3 3 2 ）  

0 . 0 2 1 4 2 5  

（ - 0 . 1 1 0 7 ）  

0 . 3 1 3 1 8  

（ 0 . 3 2 1 8 1 ）  

0 . 0 2 4 1 0 5  

 

注 ） 表 の ア ス タ リ ス ク * は 有 意 水 準 を 表 し て い る 。 有 意 水 準 に 関 し て は 、 * * * が 1 % 有 意 、

* * が 5 % 有 意 、 * が 1 0 % 有 意 で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 括 弧 中 の 値 は ｔ 値 で あ る 。  

 

表 ５ — 1 2 に お い て は 、 一 人 当 た り 国 内 総 生 産 は 有 意 に プ ラ ス と な っ て お り 、 こ れ は 先

述 の 仮 説 と 一 致 し て い る 。 ま た 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 の 係 数 が 、 モ デ ル ２ に お い

て 有 意 に マ イ ナ ス と な っ て い る 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 の 上 昇 が 、 発 展 途 上 国 に お

い て も N O X 排 出 の 削 減 の た め に 有 効 で あ る こ と が わ か っ た 。 と こ ろ が 、 環 境 関 連 税 に 関

し て は 有 意 な 結 果 が 得 ら れ な か っ た 。 さ ら に 、 環 境 意 識 と 環 境 技 術 の 係 数 が 、 モ デ ル ３ の
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み 有 意 に マ イ ナ ス と な っ て い る 。 こ れ は 環 境 意 識 と 環 境 技 術 が 発 展 途 上 国 に お け る N O X

の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る 。 こ の 結 果 は 、 環 境 意 識 の 存 在 と 環 境 技 術 の 選

択 が C O 2 の 排 出 削 減 ば か り で な く 、 深 刻 な 産 業 公 害 の 一 つ と も い え る N O X の 排 出 削 減 に

対 し て も 有 効 で あ る こ と 、 ま た 、 こ の よ う な 結 論 が 発 展 途 上 国 も 対 象 と し た デ ー タ セ ッ ト

に お い て も あ て は ま る こ と を 意 味 し て い る 。  

そ の 他 、 化 石 燃 料 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 に つ い て 、 モ デ ル ２ に お い て 有 意 に マ イ ナ ス に な

っ て い る 。 ま た 、 都 市 人 口 比 率 に つ い て 、 モ デ ル ２ に お い て 有 意 に マ イ ナ ス に な っ て い る 。

先 述 の よ う に 、 こ こ で は U P と し て 都 市 人 口 比 率 を 用 い て い る が 、 都 市 人 口 比 率 の 高 い 、

中 国 、 マ レ ー シ ア な ど の よ う な 発 展 途 上 国 に お い て 、 N O X 排 出 比 率 が 低 い 傾 向 が 見 ら れ

て い る 。 し た が っ て 、 都 市 化 の 進 む 国 の ほ う が 、 公 共 交 通 の 発 展 な ど の 理 由 か ら 都 市 の 効

率 化 に よ り N O X 排 出 量 が 低 く な る 可 能 性 が あ る も の と 考 え ら れ よ う 。  

 

前 述 の 分 析 結 果 を ま と め て み る と 、 下 の 表 ５ — 1 3 に な る 。  

 

表 ５ — 1 3  パ ネ ル 重 回 帰 分 析 の 結 果  

 C O 2  N O X  

 

先 進 国  

＋  

途 上 国

（ 3 6 ）  

先 進 国

（ 1 8 ）  

途 上 国

( 1 8 )  

先 進 国  

＋  

途 上 国  

（ 3 6 ）  

先 進 国  

（ 1 8 ）  

途 上 国  

( 1 8 )  

G D P C  ―  ―  ＋  ―  ―  
＋ （ M 2 ），  

－ （ M 3 ）  

U P  ＋   ＋    －  

F E   ＋   －   ―  

R E  －  －  －  － ( M 2 )  － （ M 1 ）  
＋ （ M 1 ），  

－ （ M 2 ）  

V S  ＋   
＋ （ M 1 ），  

－ （ M 2 ）  
－ （ M 1 ）  ―  － （ M 3 ）  

T C   ―  ＋  － （ M 1 ）  －  － （ M 3 ）  

T X   － （ M 2 ， 3 ）  ―  ＋ （ M 1 ）  ＋ （ M 1 ）   

 

注 ） M 1 は モ デ ル １ 、 M 2 は モ デ ル ２ 、 M 3 は モ デ ル ３ と す る 。 ま た 、 有 意 な も の の み

符 号 を 記 入 し て い る 。  
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ま ず 、 C O 2 に 与 え る 影 響 に お い て 、 先 進 諸 国 お よ び 発 展 途 上 国 の 結 果 と 先 進 諸 国 の 結 果

と が 比 較 的 に 近 い も の と な っ て い る 。 特 に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 に つ い て 、 ３ つ

モ デ ル と も マ イ ナ ス に な っ て い て 、 C O 2 の 排 出 量 削 減 に 対 し て 有 効 で あ る こ と が 明 ら か

に な っ た 。 ま た 、 先 進 諸 国 の 環 境 意 識 に 関 し て 、 予 想 と 反 す る 結 論 が 得 ら れ て い る が 、 先

述 の よ う に 、 欧 州 諸 国 な ど 一 人 当 た り C O 2 排 出 量 が 比 較 的 多 い 国 に お い て 、 同 時 に 環 境

意 識 に 関 し て も 高 い 値 を 示 し て お り 、 こ れ ら の 国 々 に お い て は 環 境 意 識 が 必 ず し も C O 2

排 出 削 減 に 結 び つ い て い な い こ と を 意 味 し て い る と 考 え ら れ る 。 他 方 、 発 展 途 上 国 の 結 果

は 、 先 進 諸 国 や 全 体 の そ れ と は 大 き く 異 な っ て い る 。 発 展 途 上 国 に お い て 環 境 技 術 の 係 数

が プ ラ ス に な っ て い て 、 予 想 に 反 す る も の で あ る が 、 先 述 の よ う に 、 中 国 、 マ レ ー シ ア な

ど の エ ネ ル ギ ー 排 出 効 率 が あ る 程 度 高 い が 、 一 人 当 た り の 排 出 量 が 逆 に 大 き い 国 が い く つ

か 見 ら れ る こ と が 原 因 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 環 境 関 連 税 に つ い て マ イ ナ ス と な っ て お り 、

発 展 途 上 国 に お い て も 環 境 税 が C O 2 の 排 出 量 削 減 に 対 し て 有 効 と な っ て い る こ と が 分 か

っ た 。  

次 に 、 N O X に 与 え る 影 響 に お い て は 、 ま ず 、 環 境 技 術 と 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 の

係 数 が 有 意 に マ イ ナ ス に な っ て お り 、 い ず れ も N O X の 排 出 削 減 に 対 し て 有 効 に 働 い て い

る こ と が わ か る 。 逆 に 、 都 市 人 口 比 率 に つ い て 、 発 展 途 上 国 に お い て は 、 マ イ ナ ス に な っ

て い る が 、 都 市 人 口 比 率 の 高 い 中 国 、 マ レ ー シ ア な ど 国 の ほ う が 、 公 共 交 通 の 発 展 な ど の

理 由 か ら N O X 排 出 量 が 低 く な る 可 能 性 が あ る 。 と こ ろ が 、 先 進 諸 国 に 関 す る 結 果 は 、 発

展 途 上 国 や 全 体 の そ れ と は 異 な っ て い る 。 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 、 環 境 技 術 と 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 に つ い て は 係 数 が マ イ ナ ス に な っ て お り 、 一 定 の 排 出 削 減 効 果 が 確

認 さ れ た 。 と こ ろ が 、 環 境 関 連 税 の 排 出 削 減 効 果 に つ い て は 、 先 進 諸 国 の ケ ー ス で は 、 示

す こ と が で き な か っ た 。 先 進 諸 国 の 環 境 関 連 税 は C O 2 の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る が 、 N O X

の 排 出 削 減 に は 必 ず し も 有 効 な も の と は 言 え な い と 考 え ら れ る 。  

 

第 5 ― 5 節  結 論 と 政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン  

本 章 で は 、 環 境 政 策 の 有 効 性 に 関 し て 、 Wo r l d  B a n k  O p e n  D a t a な ど の 公 表 デ ー タ を 用

い て 、 C O 2 と N O X の 排 出 を 取 り 上 げ 、 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 を 含 む 国 際 パ ネ ル デ ー タ に

基 づ い て 、 新 た に 環 境 技 術 の 選 択 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な ど の 影 響 を 踏 ま え な が

ら 、 計 量 経 済 学 的 に 検 証 し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。  
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第 １ に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 消 費 率 の 上 昇 に 関 し て は 、 発 展 途 上 国 の N O X 排 出 を 除

く す べ て の ケ ー ス に お い て 、 係 数 は 有 意 に マ イ ナ ス と な り 、 C O 2 に 加 え て N O X  の 汚 染 排

出 削 減 に 対 し て も 有 効 で あ る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 環 境 関 連 税 は 先 進 国 や 発 展 途 上 国 の

C O 2 削 減 に 有 効 で あ り 、 環 境 技 術 の 選 択 は 先 進 国 の N O X 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 示 さ れ

た 。  

第 2 に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 に 関 す る 環 境 意 識 に 関 し て は 、 ほ と ん ど の ケ ー ス

に お い て 有 意 な 結 果 が 得 ら れ な か っ た 。 ま た 、 先 進 国 の C O 2 排 出 削 減 の ケ ー ス に お い て

は 、 結 果 は 予 測 と 大 き く 異 な る も の で あ っ た 。 他 方 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 に 関 し て

は 、 発 展 途 上 国 の C O 2 排 出 に 関 す る ケ ー ス を 除 く す べ て の ケ ー ス に つ い て 有 効 と な っ て

お り 、 C O 2 と N O X の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

と こ ろ で 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー は 一 般 的 に 化 石 エ ネ ル ギ ー よ り 高 価 で あ る こ と を 考 慮 す

る と 、 そ の 消 費 率 が 高 い 国 は 、 消 費 者 の 環 境 意 識 が 高 い こ と や 、 環 境 政 策 へ の 取 り 組 み が

進 ん で い る こ と を 示 し て い る と も 考 え ら れ よ う 。 こ の よ う に 、 各 国 の 環 境 意 識 に 関 す る 指

数 は 、 C O 2 や N O X の 削 減 に 対 し て 直 接 的 な 効 果 を 示 し て い な い が 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

の 消 費 率 を 通 じ て 排 出 削 減 に 働 い て い る と 考 え る こ と が で き る か も し れ な い 。  

こ れ ら の 結 論 の 政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン と し て は 、 ま ず 、 環 境 関 連 税 は 総 じ て 排 出 削

減 に 対 し て 有 効 で あ る が 、 先 進 国 に お け る N O X  排 出 の さ ら な る 削 減 、 発 展 途 上 国 に お け

る 地 球 温 暖 化 対 策 と し て の C O 2 排 出 の 削 減 の た め に は 、 よ り 効 果 的 な 課 税 標 準 や 制 度 の

検 討 が 重 要 で あ ろ う 。 次 に 、 高 い 環 境 技 術 の 導 入 は 、 先 進 国 に お い て も 発 展 途 上 国 に お い

て も C O 2 や N O X の 削 減 に 有 効 で あ り 、 産 業 公 害 ば か り で な く 、 地 球 規 模 の 温 暖 化 問 題 に

対 し て も 有 効 で あ る と い え よ う 。 と こ ろ が 、 汚 染 物 質 の 排 出 が 少 な い 環 境 技 術 の 導 入 に は

生 産 コ ス ト の 上 昇 が 不 可 避 的 に 伴 う こ と か ら 、 C S R 企 業 な ど の 増 加 に よ り 環 境 に 配 慮 し

た 技 術 選 択 が 進 む こ と や 、 消 費 者 の 環 境 意 識 が 高 ま る こ と が 必 要 と な る で あ ろ う 。 ま た 、

発 展 途 上 国 の 持 続 可 能 な 経 済 発 展 の た め に は 、 F D I に と も な っ て 環 境 技 術 も 同 時 に 移 転 さ

れ る こ と が 有 効 で あ ろ う 。 さ ら に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 の 促 進 は 、 先 進 国 に お い て も

発 展 途 上 国 に お い て も 、 ま た 、 C O 2 の 削 減 に お い て も N O X の 削 減 に お い て も 有 効 で あ り 、

そ の 消 費 率 を 高 め る た め に は 、 消 費 者 の 環 境 意 識 の 高 ま り や い っ そ う の 環 境 政 策 の 取 り 組

み が 必 要 で あ る 。  

 最 後 に 、 残 さ れ た 課 題 と し て 、 于 （ 2 0 2 0 ， 2 0 2 2 ） に お け る も う 一 つ の 焦 点 で あ っ た 、

産 業 の 寡 占 度 や 競 争 性 が 、 環 境 政 策 の 効 果 に 与 え る 影 響 の 検 証 は 興 味 深 い 問 題 で あ ろ う 。
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経 済 の 国 際 化 に と も な い 、 発 展 途 上 国 に お い て も 厳 し い 輸 出 競 争 に 直 面 し て お り 、 こ れ は

主 要 な 輸 出 産 業 の 競 争 性 や 産 業 集 中 度 が 環 境 政 策 の 有 効 性 に 対 し て 大 き な 影 響 を も た ら し

て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 こ の よ う な 観 点 か ら の 研 究 を 進 め る こ と も 、 発 展 途 上 国 の 経 済

成 長 の 持 続 可 能 性 を 高 め る 政 策 の た め に は 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



93 

 

第 ６ 章  終 章  

 

 

第 6 ― 1 節  本 論 文 に お い て 得 ら れ た 結 論  

 本 論 文 で は 、 公 的 企 業 と C S R 企 業 の 役 割 、 環 境 技 術 の 選 択 お よ び 環 境 意 識 の 高 い 消 費

者 の 存 在 の 視 点 か ら 、 ク ー ル ノ ー 寡 占 に お け る 環 境 政 策 の 有 効 性 に 関 す る 理 論 研 究 と 計 量

分 析 を 行 っ た 。  

 ま ず 、 第 1 章 に お い て は 、 本 論 文 に お い て 展 開 し た 寡 占 的 競 争 市 場 に お け る 環 境 政 策 の

有 効 性 に 関 す る 理 論 的 実 証 的 研 究 に 関 し て 、 研 究 の 背 景 と 問 題 意 識 、 研 究 の 目 的 お よ び 研

究 手 法 、 主 な 結 論 と そ の 貢 献 な ど に つ い て 述 べ た 。  

 続 い て 、 第 ２ 章 に お い て は 、 本 論 文 に お い て 展 開 す る 研 究 の 基 礎 的 な 枠 組 み を 提 供 す る

た め に 、 既 存 研 究 を ま と め 、 展 望 、 整 理 し た 。 完 全 競 争 市 場 に お け る 環 境 税 或 い は 環 境 補

助 金 の 政 策 効 果 に 関 す る 初 期 の 貢 献 、 環 境 外 部 性 を 伴 う 不 完 全 競 争 市 場 に 対 す る 税 金 と 補

助 金 の 効 果 、 自 由 参 入 の ク ー ル ノ ー 寡 占 と 環 境 政 策 及 び 公 的 企 業 の 役 割 、 寡 占 市 場 に お け

る 環 境 政 策 及 び 環 境 に 意 識 が 高 い 消 費 者 の 影 響 、 環 境 技 術 の 選 択 と C S R 企 業 、 環 境 政 策

の 有 効 性 に 与 え る 影 響 に 関 す る 計 量 分 析 と い う 6 つ に 分 類 し 、 既 存 研 究 を 展 望 し た 。  

次 に 、 第 ３ 章 に お い て は 、 中 国 の よ う に 公 的 企 業 と 私 的 企 業 が 存 在 す る 混 合 市 場 に お い

て 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 検 討 す る た め に 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 生 産 水 準 、 民 間 企 業 の 生

産 量 や 参 入 退 出 な ど を 検 討 し 、 公 的 企 業 の 役 割 や 環 境 政 策 の 有 効 性 に つ い て も 検 討 し た 。  

そ の 結 果 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。 第 １ に 、 企 業 数 が 外 生 的 に 一 定 の 場 合 に は 、 産 業

均 衡 に お い て 社 会 的 厚 生 を 増 大 さ せ る た め に 、 公 的 企 業 を 少 な く と も 部 分 的 に 民 営 化 す る

こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 環 境 税 の 増 税 は 私 的 企 業 の 生 産 量 を 減 少 さ せ 、 公 的 企 業 の 生 産 量

を 増 大 さ せ る 。 一 方 、 環 境 税 の 増 税 は 直 接 的 に 私 的 企 業 の 生 産 費 用 を 増 加 さ せ る た め 、 私

的 企 業 に 減 産 の 誘 因 を 持 た せ 、 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 産 業 の 最 適 性 と

の 関 係 に 関 し て は 、 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 生 産 量 は 、 と も に 最 適 水 準 よ り 低 く な っ て い る

こ と が 示 さ れ た 。 第 ２ に 、 私 的 企 業 に 自 由 参 入 を 認 め る 場 合 に は 、 社 会 的 厚 生 は 公 的 企 業

の 公 営 行 動 に 関 す る 係 数 値 が １ に お い て 最 大 と な り 、 完 全 な 公 営 化 が 望 ま し い こ と が 示 さ

れ る 。 ま た 、 環 境 税 を 課 税 す る と 、 公 的 企 業 の 生 産 量 は 増 加 す る 一 方 で 、 私 的 企 業 の 生 産

量 は 減 少 す る 同 時 に 、 参 入 企 業 数 も 減 少 す る 。 こ の よ う に 、 社 会 的 厚 生 を 最 大 化 す る 誘 因

を 持 つ 公 的 企 業 は 、 私 的 企 業 が 排 出 す る 汚 染 物 質 を 減 ら す べ く 、 通 常 の 混 合 市 場 に 比 べ い
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っ そ う の 増 産 を 行 う 。 さ ら に 、 産 業 の 最 適 性 と の 関 係 に 関 し て は 、 公 的 企 業 の 最 適 水 準 と

私 的 企 業 の 自 由 参 入 に お け る 最 適 条 件 は 満 た さ れ る が 、 私 的 企 業 の 最 適 生 産 条 件 は 満 た さ

れ ず 、 過 少 生 産 と な る こ と が 示 さ れ た 。  

 ま た 、 第 ４ 章 に お い て は 、 ク ー ル ノ ー ・ ナ ッ シ ュ 寡 占 市 場 に お い て 汚 染 排 出 の 異 な る ２

種 類 の 環 境 技 術 が 選 択 可 能 で あ り 、 環 境 保 全 や 企 業 の 社 会 的 責 任 を 認 識 す る 複 数 の C S R

企 業 と 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 す る 場 合 、 環 境 政 策 の 有 効 性 に つ い て 検 討 し た 。  

そ の 結 果 、 以 下 の よ う な 新 た な 所 見 を 得 た 。 第 １ に 、 環 境 税 は 、 環 境 排 出 を と も な う 企

業 の 生 産 量 も 企 業 数 も 減 少 さ せ る こ と に よ り 環 境 排 出 を 減 少 さ せ る 。 さ ら に 、 環 境 排 出 を

と も な わ な い ク リ ー ン な 生 産 技 術 を 選 択 す る C S R 企 業 数 が 増 加 す る こ と に よ り 、 環 境 保

全 が い っ そ う 進 展 す る こ と が 示 さ れ た 。 第 ２ に 、 C S R 企 業 と 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 併

存 す る 場 合 に 、 環 境 税 に よ り C S R 企 業 数 の 増 加 と 高 い 環 境 技 術 の 導 入 を 促 進 す る こ と で

環 境 の 改 善 に つ な が り 、 環 境 政 策 の 有 効 性 が さ ら に 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。 第 ３ に 、 環 境

意 識 の 高 い 消 費 者 の 割 合 が 増 加 す る 場 合 に は 、 C S R 企 業 数 の 増 加 と と も に ク リ ー ン な 生

産 技 術 の 選 択 が 進 み 、 ブ ラ ウ ン 企 業 数 が 減 少 す る こ と に よ り 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 増

加 は 環 境 改 善 を も た ら し 、 環 境 政 策 の 有 効 性 を 促 進 す る 効 果 を 持 つ こ と が 示 さ れ た 。  

 続 い て 、 第 ５ 章 に お い て は 、 先 進 諸 国 と 発 展 途 上 国 を 含 む 国 際 パ ネ ル デ ー タ に 基 づ い て 、

新 た に 環 境 技 術 の 選 択 や 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 な ど の 影 響 を 踏 ま え な が ら 、 環 境 政

策 の 有 効 性 を 計 量 経 済 学 的 に 検 証 し た 。  

分 析 の 結 果 、 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た 。 第 1 に 、 環 境 関 連 税 は 先 進 国 や 発 展 途 上 国 の

C O 2 削 減 に 有 効 で あ り 、 環 境 技 術 の 選 択 は 先 進 国 の N O X 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 示 さ れ

た 。 第 2 に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 比 率 に 関 し て は 、 ほ と ん ど の ケ ー ス に お い て 予 想 さ

れ る 結 果 が 得 ら れ な か っ た 。 と こ ろ が 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 率 に 関 し て は 、 発 展 途 上

国 の N O X 排 出 に 関 す る ケ ー ス を 除 く す べ て の ケ ー ス に つ い て 有 効 と な っ て お り 、 C O 2 と

N O X の 排 出 削 減 に 有 効 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー は 一 般 的 に 化

石 エ ネ ル ギ ー よ り 高 価 で あ る こ と を 考 慮 す る と 、 そ の 消 費 率 が 高 い こ と は 消 費 者 の 環 境 意

識 が 高 い こ と や 、 環 境 政 策 へ の 取 り 組 み が 進 ん で い る こ と を 示 し て い る と も 考 え ら れ る 。  

 

第 6 ― 2 節  政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン  

 こ の よ う に 、 本 論 文 で は 、 公 的 企 業 と C S R 企 業 の 役 割 、 環 境 技 術 の 選 択 お よ び 環 境 意

識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 に 焦 点 を あ て て 、 寡 占 的 競 争 市 場 に お け る 環 境 政 策 の 有 効 性 に 関 す
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る 理 論 お よ び 計 量 経 済 学 的 研 究 を し て き た 。 こ こ で 、 得 ら れ た 結 果 を 踏 ま え て 、 以 下 の よ

う な 政 策 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン が 示 さ れ た 。  

 ま ず 、 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 進 展 に と も な い 、 中 国 を 含 む B R I C S は じ め ア ジ ア と ラ

テ ン ア メ リ カ の 発 展 途 上 国 は 、 世 界 の 工 場 と し て 、 著 し い 発 展 と と も に 、 環 境 問 題 が 顕 著

に な っ て い る 。 と こ ろ が 、 厳 し い 国 際 競 争 の 中 で 、 コ ス ト の 高 い 環 境 技 術 の 採 用 が 進 ま ず 、

こ れ ら の 国 々 に お い て 、 環 境 対 策 が な さ れ る こ と が 世 界 的 な 課 題 と な っ て い る 。 こ の よ う

な 状 況 を 踏 ま え て 、 本 論 文 に お い て は 、 公 的 企 業 や C S R 企 業 が 推 進 さ れ る こ と に よ り 、

高 い 環 境 技 術 の 選 択 が 進 み 、 環 境 政 策 の 有 効 性 が い っ そ う 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 、

こ れ ら の 国 々 の 需 要 先 で あ る 先 進 諸 国 に お い て 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 増 加 す る こ と に

よ り 、 環 境 技 術 の 選 択 が 進 み 、 環 境 政 策 の 有 効 性 が 高 ま る こ と が 示 さ れ た 。 さ ら に 、 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー 消 費 の 促 進 は 、 先 進 国 に お い て も 発 展 途 上 国 に お い て も 、 ま た 、 C O 2 の

削 減 に お い て も N O X の 削 減 に お い て も 有 効 で あ り 、 そ の 消 費 率 を 高 め る た め に は 、 消 費

者 の 環 境 意 識 の 高 ま り や い っ そ う の 環 境 政 策 の 取 り 組 み が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 現 在 、 発 展 途 上 国 は 急 速 な 経 済 成 長 や 貧 困 ・ 人 口 増 加 に よ っ て 産 業 公 害 や 環 境 破

壊 ・ 環 境 汚 染 が 深 刻 化 し 、 環 境 問 題 は 先 進 諸 国 だ け で は な く 発 展 途 上 国 の 国 々 に と っ て も 、

経 済 発 展 と 並 ん で 即 急 に 取 り 組 む べ き 課 題 と な っ て い る 。 ま た 、 発 展 途 上 国 に お け る 環 境

問 題 は 当 該 国 内 の み な ら ず 、 地 球 温 暖 化 な ど 地 球 全 体 の 環 境 に も 大 き な 影 響 を 及 ぼ す こ と

が 懸 念 さ れ て い る 。 先 進 諸 国 も 、 こ れ ま で 経 済 発 展 と と も に さ ま ざ ま な 産 業 公 害 や 環 境 問

題 を 引 き 起 こ し て き た 。 発 展 途 上 国 が 先 進 国 と 同 じ 道 を た ど ら な い た め に も 、 環 境 技 術 の

選 択 を 促 進 す る た め の 援 助 を 行 う こ と が 必 要 と な る 。 さ ら に 、 多 く の 発 展 途 上 国 の 輸 入 先

と な っ て い る 先 進 諸 国 に お い て 、 消 費 者 の 環 境 意 識 が 高 ま り 、 環 境 に や さ し い 財 に 対 す る

支 払 準 備 が 高 ま る こ と も 、 発 展 途 上 国 の C S R 企 業 な ど を 推 進 さ せ 、 環 境 問 題 の 解 決 に つ

な が る も の と 考 え ら れ る 。  

 

第 6 ― 3 節  今 後 の 研 究 課 題  

本 論 文 に お い て は 、 公 的 企 業 と C S R 企 業 の 役 割 、 環 境 技 術 の 選 択 お よ び 環 境 意 識 の 高

い 消 費 者 の 存 在 に 焦 点 を あ て て 、 寡 占 的 競 争 市 場 に お け る 環 境 政 策 の 有 効 性 に 関 す る 理 論

お よ び 計 量 経 済 学 的 研 究 を し て き た 。  

 し か し な が ら 、 い ま だ 解 決 し な け れ ば な ら な い 問 題 が 多 く 残 さ れ て い る 。 最 後 に 、 い く

つ か の 新 た な 研 究 課 題 を 指 摘 し て 、 こ の 論 文 を 閉 じ た い 。  
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ま ず 、 第 3 章 に お い て 、 環 境 政 策 に お け る 公 的 企 業 の 役 割 を 議 論 し た が 、 中 国 に お け る

環 境 政 策 を よ り 深 く 検 討 す る た め に 、 環 境 政 策 に と も な う 公 的 企 業 と 私 的 企 業 の 間 の 生 産

技 術 の 選 択 や 、 生 産 量 の 調 整 、 価 格 形 成 に 関 す る 現 実 を 把 握 す る こ と は 、 大 変 興 味 深 い 問

題 で あ る 。 こ の た め 、 今 後 現 地 調 査 を 行 う と と も に 、 公 表 デ ー タ を 用 い た 計 量 経 済 学 的 研

究 を 進 め た い 。 ま た 、 第 4 章 に お い て 、 C S R 企 業 と 環 境 技 術 の 選 択 、 環 境 政 策 お よ び 環

境 意 識 の 高 い 消 費 者 が 存 在 す る 意 義 に つ い て 議 論 し た が 、 C S R へ の 取 組 み は 、 短 期 的 に

は コ ス ト の 増 加 に つ な が る 可 能 性 も あ る た め 、 環 境 保 全 や 企 業 の 社 会 的 責 任 を 重 視 す る

C S R 企 業 の 動 き を よ り 深 く 検 討 す る こ と は 、 大 変 興 味 深 い 問 題 で あ る 。 ま た 、 本 章 で は 、

𝛱𝐻 = 𝛱𝐿 と い う 条 件 を 均 衡 で 置 い て い る が 、 例 え ば 企 業 数 が ３ 社 で 、 C S R 企 業 が ２ 社 、 ブ

ラ ウ ン 企 業 が 1 社 の 場 合 、 C S R 企 業 が ブ ラ ウ ン 企 業 に 変 更 す る と C S R 企 業 が 1 社 、 ブ ラ

ウ ン 企 業 が 2 社 の ケ ー ス と の 比 較 が 必 要 と な る 。 さ ら に 、 環 境 意 識 の 高 い 消 費 者 の 存 在 を

想 定 し て い る が 、 消 費 者 の 効 用 関 数 や 選 択 行 動 、 最 適 化 問 題 は モ デ ル で 定 式 化 さ れ て い な

い 。 そ の よ う な 消 費 者 の 割 合 を θ と し 、 割 合 が 増 え れ ば 、 企 業 が ど の よ う な 行 動 を す る か

に 関 す る 詳 し く 分 析 す る た め に は 、 モ デ ル を 一 般 均 衡 分 析 に す る 必 要 が あ り 、 今 後 の 課 題

に し た い 。 最 後 に 、 消 費 者 の 環 境 意 識 の 高 ま り は 、 環 境 改 善 に 大 き な 効 果 を も た ら す こ と

が わ か っ た が 、 こ の よ う な 効 果 を 実 証 的 に 明 ら か に す る こ と も 、 途 上 国 に み ら れ る よ う な

産 業 公 害 を は じ め 、 地 球 規 模 の 温 暖 化 問 題 な ど に 対 す る 環 境 政 策 を い っ そ う 進 め る た め に

重 要 な 課 題 で あ ろ う 。 さ ら に 、 激 し い 産 業 競 争 の 中 、 産 業 の 寡 占 度 や 競 争 性 が 、 環 境 政 策

の 効 果 に 与 え る 影 響 の 検 証 は 興 味 深 い 問 題 で あ ろ う 。 経 済 の 国 際 化 に と も な い 、 発 展 途 上

国 に お い て も 厳 し い 輸 出 競 争 に 直 面 し て お り 、 こ れ は 主 要 な 輸 出 産 業 の 競 争 性 や 産 業 集 中

度 が 環 境 政 策 の 有 効 性 に 対 し て 大 き な 影 響 を も た ら し て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 こ の よ う

な 観 点 か ら の 研 究 を 進 め る こ と も 、 発 展 途 上 国 の 経 済 成 長 の 持 続 可 能 性 を 高 め る 政 策 の た

め に は 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。  
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